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プロローグ



　家の前に一人の女性が倒れていた。

　季節外れのロングコートを着ているその女性は、車に轢ひかれた蛙かえるのように、うつ伏せに地面に横たわっている。辺りに人影はなく、倒れている女性に外傷は見当たらない。

「あの……大丈夫ですか？」

　間抜けな格好で倒れている女性に、当時中学生だった桐生きりゆう慎しん太た郎ろうは恐る恐る声をかけた。

「大丈夫……………じゃない」

　当たり前の答えが返ってくる。大丈夫じゃないから、彼女は倒れているのだ。

「ええっと……水でも持ってきましょうか？　それとも、救急車とかのほうが……」

　弱々しい動きで手首を掴つかんでくる。動作こそ頼りないものだったが、掴んでくる力は意外と強かった。

「水も救急車も要いらない……それより、あれ買ってきて……」

「あれって何ですか？」

　もう片方の手が慎太郎にある物を握らせる。それは、ほんのわずかな小銭だった。



　店員の声を背中に受けながらコンビニを出て行く。店を出た慎しん太た郎ろうの手には、レジ袋に入ったトマトジュースがぶら下がっていた。

　トマトジュースが体にいいなんて聞いたことないけどな……

　行き倒れの女性に買ってきてと頼まれたものがそれだった。慎太郎としては、そんなものよりも病院にでも行ったほうがいいと思うのだが、本人がトマトジュースを望んでいるのだから仕方ない。

　場所を変え、近くの公園のベンチでグッタリとしている女性にトマトジュースを手渡すと、彼女はお礼も言わず、わき目もふらずにふたを開けトマトジュースを飲み干した。

「よっし、復活ッ」

　わけのわからない一言と共に、女性が元気を取り戻す。その激変ぶりは、汚れた顔を取り替えたアンパンマンのようだった。

「どうもありがとう、坊や。お釣りはお礼として坊やに上げるから、遠慮なく取っといて」

「え、いや、あの……」

「いいのよ別に。お子ちゃまなんだから遠慮したら駄目だって。お姉さんがあげるって言ってるんだから、素直に受け取ったらいいのよ」

「いや、そうじゃなくて……貰もらったお金だけだったら、足りなかったんですけど……」

「はい？」

　女性は突とつ如じよとして、言葉が通じないふりをし始めた。飲み終えたトマトジュースと慎太郎の顔を交互に見比べると、「そんなの気にするなよ」といった感じに強く体を叩たたいてくる。

「駄目よ。見返り目当てで人にいいことするような人間になったら。まだ若いんだから、ちょっとくらいの損は大目に見ないと」

　呆あきれる慎太郎をよそに、女性は自分の過失を軽く笑い飛ばした。この様子では、トマトジュースを買うための差額は返ってこないだろう。

　女性は、長くてきれいな黒髪を持っていた。それが中心できれいに分かれており、大人おとなの雰ふん囲い気きをかもし出している。だけど笑顔は屈くつ託たくがなく無邪気で子供っぽい。大人の雰囲気と子供の無邪気を併あわせ持つ、不思議な女性だった。

　姉さんとどっちが年上なのかな……

　不思議な魅力を漂ただよわせる大人の女性と、自分の姉を、慎太郎は無意識のうちに比べてしまっていた。

「ところで坊や。話は変わるんだけど、坊やって、桐生きりゆうの家のお子様なの？」

「桐生の家のお子様……」

「ああ、ごめんごめん。わかりやすく言うと、坊やの名前は桐生で合ってるのって聞いてるんだけど？」

「はい。名前だったら、桐生きりゆうで間違いないですけど……」

「よし。ならいいのよ。それだったら、あたしも限界を引き伸ばしてあそこで倒れてたかいがあるってもんよ」

　一声発してベンチから立ち上がると、女性は身に纏まとっているコートから棒状の物を取り出した。それはどこにでもあるような扇せん子すで、広げた際の大きさは、普通のものよりも若干大きいようだった。

「よし。だったらおいで坊や。お姉さんが坊やを強くしてあげる」

「はい？」

　あまりにも唐突で、あまりにも脈絡がない申し出だった。

　行き倒れの女性を助けてあげたら、お礼に強くしてあげると言われた。どこの国のどんなおとぎ話を探しても、こんな展開は見当たらない。

「つ、強くしてあげるって言われても……」

　事態が飲み込めない慎しん太た郎ろうに対し、女性は不思議そうな顔をする。

「どうしたの坊や。一いつ色しきになりたいんじゃないの？」

「一色……」

　その名前を聞かされ、慎太郎の顔色も変わる。

　姉に何度も聞かされた一色という名前。この世界の王と呼んでも差しさわりがないほどの名前で、当然、それに見合った力と権力も持っている。

　一色の名前を持つ者はこの世の王になれる。そして王の位と共に、望みを叶かなえるための強大な力を手に入れることができる。

　慎太郎は、この名前を手に入れるために戦わなければいけない宿命にあった。そのためには、誰だれにも負けない強さが必要だった。

「一色になりたいんだったら、とにかくまずは強くないと。そうじゃないと、願いだ何だの前にぶっ殺されて首ちょんぱになっちゃうからね」

　子供のような笑顔で、女性は物騒なことを口にする。セリフと笑顔のギャップに、慎太郎はいまいちついていけない。

「い、いきなり強くしてあげるって言われても……まだ、あなたがどんな人なのかもわからないのに……」

　ほんのわずか、笑みが薄れる。代わりに顔を出すのは、刃物のような鋭い気配。

「説明がないと何もできないの？　だから坊やって呼ばれちゃうのよ。わからないことがあるんだったらまずは考えなさい。考える材料が足りないんだったら探しなさい。受身のままだったら一方的に蹂じゆう躙りんされるだけよ」

　そう言って、広げた扇子で自分の顔を扇あおぐ。挑発を受け、慎太郎も顔色を変えた。

「じゃあ聞きますけど……誰なんですか？　あなたは？」

「ハリウッドの女優よ……って言ったら、信じる？」

「信じませんけど……」

「でしょうね。まあそういうことよ。あたしが何言っても、坊やが信じなかったらそれでお終しまい。今あたしと坊やが共有しないといけない真実は一つだけ。時間がある限りあたしは坊やを強くしてあげるから、坊やはそれに従って強くなればいいの。だからいい？　坊やは必死になってあたしが教えることを覚えなさいよ」

「覚えろって言われても……俺おれはきっと、あなたより……」

　慎しん太た郎ろうには停てい眼がんという名の特殊な力があった。

　それがあれば、自分の視界と思考以外の全すべての時間を止められる。その世界の中でなら、王や神が相手でも負けることはない。

　だから慎太郎には自信があった。

　この女性……いや、誰だれが相手でも、普通に戦ったら負けないという自信が。

　その心を見抜いたように、扇せん子すで唇を隠し、女性が冷ややかに笑う。

「あたしよりも強いって言いたいんでしょ？　それは坊やの思いあがりよ。教えてあげる。戦いは戦力じゃなくて戦略だってことを」

　女性はおもむろに膝ひざを曲げると、無む造ぞう作さに地面に落ちている砂を手に取った。そして手の平の砂を慎太郎のほうに向け、扇子で扇あおぐ。
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　一片の淀よどみもない自然な動きだったので、反応が遅れた。風に乗った小さな砂が慎しん太た郎ろうの眼めに入り視界を封じる。わずかに残った視力で女性の姿を捉とらえようとするが、そこにもう女性の姿はない。

　視界を奪われた一瞬で、女性は姿を消してしまった。

　どこに……

　目の前から人が消えたことに動揺していると、軽い痛みが頭に走った。

「いてッ」

　振り返ると、ロングコートを着た女性が立っていた。痛みの正体は、たたんだ扇せん子すで頭を叩たたかれたからで、慎太郎が振り向くと、女性は扇子を広げて自慢げに笑った。

「わかったでしょ。坊やがどれだけ自慢の武器を持ってたとしても、使えなかったら何の意味もないの。かの有名な悪あく来らいさんも、最後は奇襲でやられたわけなんだから」

「悪来さんって誰だれですか？」

「そこはいいのよ。あたしの趣味の話なんだから。とにかく、何が言いたいかっていえば、戦力がなくても強い奴やつに勝つ方法はいくらでもあるっていうことよ。至し弱じやくをもって至し強きようを倒すって言葉、知らない？」

「知りませんけど……」

「じゃあいいわ。今のはなかったことにして。とにかく、勝つために必要なことをできる限り坊やには教えてあげるから。短い時間かもしれないけど、できる限り覚えなさいよ」

「え、あの……………今更かもしれませんけど、何で、あなたがそんなことを俺おれに？」

「坊やがあたしを助けたからよ。三さん顧この礼に応こたえないと女じゃないでしょ。つまりはそういうことよ」

「三度も助けてませんけど……」

「そこはあたしの趣味だからいいのよ。いい？　坊や。一いつ色しきになりたいんだったら、全力で強くなろうとしなさいよ」

　そして、助けた恩返しとして、慎太郎は女性に戦い方を叩き込まれた。

　その期間は一週間。学校帰りに人目のない場所で、慎太郎はお礼と称し、嫌というほど女性にしごかれた。

　その最終日。出会った日と同じベンチで、慎太郎は女性と話をしていた。

「というわけで、坊やに教えることはもうないわ。後は坊やが実戦で学んで応用して活用して。あたしはそれを天国で末永く見守ってるから」

「え、死ぬんですか？」

「冗談よ、冗談。もっとシャレた言い返しができるようにならないと、いつまで経たっても坊やのままよ」

　つかみ所のない不思議な気配を振りまき、女性はベンチから立ち上がる。

「じゃあね。坊やが一いつ色しきになれるかどうかは知らないけど、お姉さんは師匠として応援してるから。頑張ってね」

　未練も遣やり残しもないといった態度で、女性は慎しん太た郎ろうの前から姿を消そうとする。

「あの……最後に、聞きたいことがあるんですけど」

「なに？　スリーサイズだったら、上から九十……」

「いえ、そんなことじゃなくて……」

「あら残念。坊やにとって刺激的な数字が聞けるのに」

　からかっているように女性は笑う。長く艶つやのある黒髪が太陽の光を反射して軽く光った。

「どうして、俺おれのことを強くしようとしてくれたんですか？」

　女性が悩むことはない。すでに用意されていた答えを流りゆう暢ちように口にする。

「伏兵はできる限り強いほうがいいと思ったからよ」

「？　どういうことですか？」

「軍師の戦略を兵士が知っておく必要はないわ。知りたかったら、説明してもらえるほど強くなることね」

「……」

　大人おとなの事情を子供が知る必要はない。つまりは、そういうことだろう。

　突とつ如じよとして女性の雰ふん囲い気きが変わる。お別れが近いことは、その顔を見ていればわかる。

「坊や……王になるために、自分の子供を殺す覚悟はある？」

「え？　突然、そんなこと言われても……」

「昔の話だけど、敵の軍隊に追われた王が、逃げるために何をしたか知ってる？　馬車に乗ってる自分の子供を投げ捨てて馬車を軽くして、逃げるスピードを増そうとしたの。王は子供を作れても、子供は王を作れない。つまりは、投げ捨てて死んだところで、また生めばそれでいいっていうことよ。わかる？　それくらいの覚悟がないと、強い王にはなれないのよ……坊やに、その覚悟はある？　それがあたしが最後に教えてあげられることかな……もしもまた出会うことがあるんだったら、そのときは答えを聞かせて」

　女性が背中を向ける。最後に贈られた言葉は、慎太郎の心に重たい何かを植えつけていった。

「あ、あの……最後に、名前、聞かせてもらってもいいですか？」

　この一週間、一度も女性が名前を名乗ることはなかった。

　簡単に名前を教えるほどあたしは尻しり軽がるではないとか、宗教上の理由で名前を教えられないとか、近々改名の予定があるような気がするから教えられないなど、色々な理由をつけては、女性は名前を名乗ることを拒否していた。だが、最後だから名前くらいは聞いておきたい。

「えッ？　名前……それはあの、あたしの中の自爆スイッチを起動させる言葉になってるから教えられないって、昨日も言ったような気がしないでもなくて……」

「もう会えないかもしれないんだったら、聞いておきたいんです。そのほうが、教えてくれたこととか、忘れないと思うから……」

「うッ。坊やのくせして、中々上じよう手ずにおねだりしてくるじゃない……じゃ、じゃあ、教えてあげないこともないんだけど……」

　トレードマークの扇せん子すを広げ、慎しん太た郎ろうの顔目掛けて風を送ってくる。風圧が眼めにかかり、慎太郎は反射的にまぶたを閉じた。

「ソラよ。それ以上は、生涯を共にする旦だん那な様にしか教えてあげないことにしてるから。知りたかったら、赤ん坊を抱いて戦場を駆け回れるくらい強くなることね」

　再び眼を開けたとき、ソラは背中を向けて歩き出していた。背中越しに扇子を振る。それが、彼女なりのバイバイだということはすぐにわかった。

　そうして、不思議な女性との一週間は終わりを告げた。

　教えてもらったのは強くなる方法。ただ、それだけだった。

　一いつ色しきになれば、またあの人に会えるかな。

　ソラと名乗った不思議な女性の後ろ姿を見ながら、慎太郎はそんなことを思った。



    

  
    
      


１「最後に残ったもう一人」



　いつもと同じ放課後の帰り道だった。

　特別変わった格好もしていなければ、普段と違う帰り道を選んだわけでもない。なのに、いつもと同じような下校にならなかったのは、今日はいつもと違って運が悪かったからだろうか。

　家に着くまであとわずかという所で、慎太郎の頭にカラスが止まった。

「う、嘘うそだろ……」

　慎太郎には突然の事態が受け入れられなかった。珍しく低いところを飛んでいるカラスを眼で追っていたら、そのままきれいに滑かつ降こうしてきて頭の上に止まった。

　笑い話として聞かされる話であれば面白いのだが、実際に起こった身の上話としては面白くない。

　慎太郎は下へ手たに刺激しないように気をつけながら、手でカラスを追い払おうとした。

「……おい」

　頭に止まっていたカラスが腕に居場所を変える。無論、慎太郎はそんなつもりで腕を差し出したわけではない。

「何で俺おれの頭に止まったのかは知らないけど……俺はお前の相手なんてする気はないんだ。わかったら、さっさとどっか行けよ」

　子供に聞かせるように、優しい口く調ちようでカラスに言い聞かせる。もちろん、人語など理解しているわけがないのだが、カラスは慎しん太た郎ろうの話を聞いているかのように目線を合わせてきた。

「ほら、良い子だから飛んでいけよ」

　言葉に合わせて腕を振るが、カラスは飛んでいこうとしない。しばらく待っても、一向に動き出す気配は見せない。

　慎太郎はため息をつくと、カラスが乗っている腕を自分の肩に寄せた。

「わかったよ。しばらく止まらせてやるけど……腕だと色々と邪魔だから、こっちにしてくれ」

　頭のいいカラスのようで、慎太郎が肩を差し出すとあっさりとそちらに飛び移った。

「突つつくなよ」

　肩に止まる際の注意点だけを聞かせると、慎太郎は再び家への道を歩き始めた。

　カラスとする世間話はないので、道中は当然無言だ。

　自宅が見えてくる。慎太郎の家はわりと大きな敷地を有しており、家を囲む塀は高くて長い。しばらく塀に沿って歩くと、敷地に入るための門の前にたどり着いた。

　すると、カラスは突然慎太郎の肩から降り、塀の上へと飛び移った。

「何だよ。家に着いたら俺はもう用済みってわけか……ちぇっ、横おう着ちやくな奴やつだな」

「……」

　当然、お礼など言うわけなく、カラスはあさっての方向を見つめてぼうっとしていた。

「ここはお前の家じゃないんだから、飽きたらどっか行けよ」

　家路を共にしたカラスに別れを告げ、慎太郎は門をくぐった。

　門を越えても、実際に家にたどり着くまでもう少し歩かなければいけない。左手に大きな庭、右手に季節の木々が見える歩道を抜け、玄関にたどり着く。

「ただいま」

　声をかけながら戸を開ける。すると、いつもと同じ光景が慎太郎の帰りを待っていた。

「お帰りなさい。慎太郎」

　和服を着た純和風の美女が、三つ指をついて慎太郎の帰りを出迎える。

　切り揃そろえられたきれいで色いろ艶つやのある黒髪。優雅な気品を感じさせる隙すきのない立ち振る舞い。白くてきめの細かい肌と、端たん整せいな顔立ち。文句のつけようがないこの和服美人は慎太郎の姉で、名前を静しず華かといった。

　学校から帰ってくる慎太郎を、三つ指をついて出迎えるのは静華の日課だ。慎太郎がそうしてほしいと言ったことは一度もないし、むしろ仰ぎよう々ぎようしいからやめてほしいと何度も言っているのだが、一向にやめようとはしない。屋敷の主人を出迎えるのは家を守る女の当然の務めと公言し、毎日のようにこうやって慎しん太た郎ろうの帰りを待っていた。

　下げていた顔を上げる。端たん整せいな顔の中で、瞳ひとみは両方とも閉じられている。昔の事件が原因で、姉は全ぜん盲もうだった。

「ただいま、姉さん……ええっと、あいつは、今日はいないの？」

　いつもだったら、帰りを出迎える姉のそばに服を着た偉そうな猫がいるのだが、今日はその姿が見えない。姿があったところでいいことがあるわけではないが、ないのであれば、それはそれで気になる。

「イリス様でしたら、慎太郎の部屋にいらっしゃると思いますが」

「そうですか……黙って帰りを待つのに、飽きたということですか？」

「さあ。それは私にはわかりませんが……今日は面白いことを思いついたと仰おつしやっていましたよ」

「面白いこと……ということは、ろくでもないことですね……」

　いつもならここにいる人物……イリスが悪わる巧だくみをしているということを知り、慎太郎の気が滅め入いる。どんなことを考えているのかは知らないが、ろくでもないことだということだけは確定しているからだ。

　出迎えを終え、やり残した用事を済ませに行く姉と別れ、慎太郎は自室を目指した。

　イリスが何を企たくらんでいるのかは知らないが、心の準備さえしておけばどうにでも対処できる。昔、戦い方を教えてくれた人も言っていた。どんな状況になっても、絶対に慌あわてることなく、とりあえず落ち着けと。

　って、別に戦うわけじゃないから、そこまで心構えする必要はないんだろうけど……

　自室へと続くふすまの前に立つと、慎太郎は無駄に緊張しすぎている自分に苦笑した。

「おーい。帰った……………ぞッッッ」

　ふすまを開けた次の瞬間、慎太郎は油断していたことを後悔した。昔、戦い方を教えてくれた人が言っていた。油断は、愚ぐ策さくを最高の奇襲に変えると。

「おお、帰ったのかシンタロウ。この私がお前に向かっておかえりと言ってやるぞ。だからお前は、持っている宝を全すべて私に差し出せ」

「な、何でおかえりって言ってもらったぐらいで、宝を差し出すようなことを……違うッ。そうじゃなくて、お前……」

「うん？　何だシンタロウ。言いたいことがあるのならはっきり言えばどうだ？　いくら聡そう明めいな私でも、お前の全てを理解してやることはできんぞ」

　イリスという名前の金髪の少女は、慎太郎の部屋、慎太郎の布団の上で横になっていた。うつ伏せ状態で肘ひじを突き、愉ゆ悦えつの混じった笑顔で立ち尽くす慎太郎を眺めている。

　その状態に文句はなかった。誰だれの部屋で、誰の布団の上で、どんな格好で、どんな笑顔をしていたとしても、特に気にはしない。

　一番どうにかしなければいけない無視できない最大の問題は、金髪の少女が――イリスが、一いつ糸し纏まとわぬ裸体を晒さらしているということであった。

「お前……何で服着てないんだよッ」

　急いで振り返り、裸を見ないようにする。焦あせり慌あわてる慎しん太た郎ろうが面白いのか、イリスは心底から楽しそうな口く調ちようで話しかけてきた。

「何だシンタロウ。それを気にして慌てているのか。ふふ、気持ちはわかるぞ。この世で最も美しい私の裸を前にしているのだから、そうやって慌てるのは当然であろうな。だが、いつまでもそうやっているわけにはいかんだろ。さっさと戸を閉めて中に入って来い」

「い、いけるわけないだろ……」

　狭い自室で裸の少女と二人っきりになる。想像しただけで、慎太郎の頭は沸騰しそうになった。

「と、とにかく、その格好はやめろよ……いつも着てる、あのドレスがあるだろ。あれも、ええっと、どっちかっていうと派手な格好だけど……今の裸よりはマシだから……とにかく、ええっと……」

　沸騰しそうな脳みそでは、当たり前のことすら言葉にできない。服を着ろ、その程度のことすら、今の慎太郎は明確に表現することができなかった。

「いつも着ている服なら洗濯中で、今はないぞ。まあ、不可抗力というやつだな。私も好きでこんな格好をしているわけではないのだから……シンタロウも覚悟を決めて、中に入ってきたらどうだ」

「覚悟を決めろって……何で、自分の部屋に入るのに覚悟が……それよりも、人間としての服がないんだったら、いつもみたいにのん気な馬ば鹿か猫の格好をしてれば……」

　動揺しているので、つい、本音がこぼれてしまった。

「馬鹿猫……そうか。シンタロウは、あの姿のときの私をそう思っているのだな。まあ、本来の姿の私が聡そう明めいで気品溢あふれる美女だから、そう思うのは仕方ないことかも知れんが……今の言葉で考えが固まったぞ。服が乾いても、この姿のままでいてやる」

　藪やぶをつついて蛇を出す。そんなことわざを、慎太郎は地でいってしまった。

「いや、ええっと……馬鹿って言ったのは何かの間違いだとして……とにかく、頼むから服を着てくれ。そんな格好で家をうろつかれたら……あの、えっと……色々あるだろッ」

「何があるのだ？　色々の部分をお前の口で言ってみろ。それで私が満足したら、哀あわれなシンタロウのために服を着てやってもいいぞ」

「そんなこと……俺おれの口から言えるかよ……………違う。そうじゃなくて、常識として服は着ろよッ」

「こっちの世界の常識など、私の知ったことではないぞ」

「そっちの世界でも、常識として服は着るだろ？　だから、とりあえず……ええっと……」

　背中を向けているので、今はイリスの裸は見えない。だが、最高の奇襲で目撃してしまった裸体は今も目に焼き付いているので……慎しん太た郎ろうは必死になって、目撃してしまったものを思い出さないようにしていた。

「まあ、本来私がいた世界でも、服を着るのは確かに常識ではあるが……ふん、つまらんぞ。私を見るだけで奴ど隷れいにしてくれと懇こん願がんするほどに、お前を私の魅力で骨抜きにしてやろうと思っていたのだが……まあいい。うぶなシンタロウをからかうのはこれくらいにしてやる。シンタロウの望みどおり服を着てやるから、何か服を出せ」

　偉そうに……

　文句を言ったらまた機嫌を損そこねてしまうだろうから、この場は何も言わない。

　慎太郎は背中を向けたまま、自室の奥の、押し入れがある方向を指差した。

「その中に俺おれの服があるから……適当に選んで、適当に着てくれ」

「シンタロウの服を着るのか？　私が着るのだから、この世界で最も腕のいい仕立て屋が作った服を用意するのが筋ではないのか？」

「贅ぜい沢たく言うなよ。俺は外で待ってるから――ちゃんと服を着てから――呼んでくれよ」

「わかったわかった。そんなに強調するな。まったく、うぶな男に合わせるのも大変だな」

　頭がピンク色の女に合わせるほうがもっと大変だよ。

　決して口には出せない悪態をつき、慎太郎はふすまを閉じた。

　部屋の中から、ガサゴソと室内を物色している物音が聞こえる。慎太郎は精神統一をし、雑念を抱かないように心を落ち着かせながら、物音が消えるのを待った。

「おい。シンタロウの望みどおり服を着てやったぞ。だからさっさと入って来い」

「……わかったよ」

　今度は油断しない。真後ろからの不意打ちでも対応できるほどの心積もりをし、慎太郎はふすまを開けた。

「どうだシンタロウ。普段から魅力溢あふれる私がもっと美しくなっているか？」

「う、美しいかどうかはわからないけど……」

　自信満々に両手を広げ、自らを見せ付けるイリスが着ていたのは、慎太郎が中学生の頃ころに着ていたガクランだった。

　成長期に着ていた服なので、女のイリスが着てもサイズ的には問題ない。袖そでの部分に余りはなく、まるでイリスのために用意された服のようになっている。

「よりにもよって……何で、その服なんだ？」

「私は黒が好きなのだ。この中にあった黒はこれだけだから着てやったのだが……何だ？　シンタロウの分際で、まだ私に文句があるのか？」

「文句は、特にないけど……」

　金髪碧へき眼がんの少女が、自分が昔着ていたガクランを着て、超がつきそうなくらい偉そうな態度で立っている。想像もできなかったシュールな光景に、文句どころか感想も思いつかない。

「よし。文句はないのだな。だったらこのまま突っ立って話をするのも面倒だから、シンタロウも中に入って来い」

「入って来いって……ここは元々、俺おれの部屋なんだから……」

　キッと、獲物に狙ねらいを定める肉食獣のような眼めで睨にらまれる。

「シンタロウ。さっきから私に対する文句が多いぞ。お前の所有者は誰だれだ？　お前が生まれながらにして持っているものは全すべて誰のためにある？　誰に差し出すと約束した？　命尽きるそのときまで、お前は誰のために血を流すと誓った？　自分が言ったことすら忘れてしまうアホでなければ、思い出してその口で言ってみろ」

「そ、それは……ええっと、ああっと……」

　少し前に色々あり、慎しん太た郎ろうはイリスに全てを差し出すといった感じのことを言ってしまった。当時の状況的に、その誓いはその場しのぎという感がないわけではないのだが、慎太郎自身が口にしてしまった言葉なので、今更なかったことにはできない。

　口約束でも立派な契約になる。所有者は誰だと問われたら、慎太郎は偉そうな態度で立っている金髪の少女の名前を挙げないといけない。

「ふっふっふ。わかったのなら素直に私の言うことを聞け。私が部屋に入って来いと言っているのだから、足を踏み入れた瞬間に死ぬとしても入って来い」

「わ、わかったよ……」

　渋しぶ々しぶという態度で、慎太郎は自室に足を踏み入れる。後ろ手にふすまを閉めると、偉そうに腕を組んでいるガクラン姿の少女は、意地悪そうな愉ゆ悦えつ顔で笑った。

「ところで……何で、布団を敷いてるんだ？　まだ、寝るには早いだろ」

　慎太郎に聞かれたイリスは、腕を組んだまま、足で畳を何度か擦こすった。

「裸でこの上に寝ると痛いからだ。それに、しばらくそのままでいたら私の美しい肌に下品な跡までつけて……私が貴重な時間を使う私の部屋なのだから、もっと私がだらけやすい造りにしておけ」

「そう言われても、元々、家っていうのは裸で過ごすことを想定して造られてるわけじゃないんだから……」

　ガクラン姿のイリスを見ていて疑問に思った。まさかとは思うのだが、頭がピンクで埋め尽くされているこの少女なら、それも充分考えられる。

「あ、あのさ……変なこと聞くかもしれないけど……お前、その服の下って……」

「何も着ておらんぞ。何だ？　文句でもあるのか？」

　やっぱり……

　下がった温度が再び上がる。息が凍るような寒さの中でも、この子がいれば暑さには不足しない。

「ええっと、お前にはわからないかもしれないけど……その服は、裸の上に着るようなものじゃなくて……ちゃんと……なんていうか、色々と服を着て……」

「シンタロウ」

「な、何だよ」

「照れるな。恥ずかしがるな。身み悶もだえるな。私のような美女を前にして緊張する気持ちはわかるが、そんな風に露ろ骨こつに態度に表されると、私が楽しくなってしまうではないか」

　完全に戦況を掌しよう握あくされた慎しん太た郎ろうとは対照的に、イリスは大好物の獲物をどうやって料理するか、楽しそうに思案している。まな板の上で跳ねる魚の気持ちが、ほんの少しわかったような気がした。

「まあいい。せっかく二人で過ごす時間ができたのだから、何か話でもしようではないか。それくらいのことであれば、うぶなシンタロウでも異論はあるまい？」

「話くらいだったら、別にいいけど……」

　ガクラン姿のイリスが布団の上に座る。慎太郎は、あぐらをかくような形で、その横に座った。

「ところでまだ答えを聞いてなかったな。どうだシンタロウ。この姿の私は普段よりも、魅力的か？」

　四つんばいになって顔を寄せてくる。体を動かした拍子に、一番上のボタンが外れた。

「お。何だ、軟弱なボタンだな。そうだ。服を着たときから思っていたが、この服は胸の部分がきついぞ。私が着てやっているのだから、もっと私が動きやすいようになっていないといけないのではないか？」

「無茶言うなよ。第一、それは女じゃなくて男が着るようにできて……ッ」

　慎太郎が気を抜いた一瞬だった。何一つ言葉を発さず、イリスは首元から胸元までのボタンを全すべて外そうとしていた。

「何してるんだよッ。ボタンを外したら服を着てる意味が……」

　ボタンを外そうとしているイリスの手首を掴つかみ、動きを制す。

「ああこら。誰だれが私の体に触れていいと言ったッ。シンタロウはシンタロウでシンタロウなのだから……とにかく、今すぐ私に触れているその手を放せ」

　手首を掴まれたイリスは一瞬で顔を赤くして、慎太郎の手を振り解ほどこうとする。さっきまでの愉ゆ悦えつ交じりの笑みはない。予期せぬ事態に激しく動揺する、年とし頃ごろの少女の顔をしていた。

「あ。わ、悪い……」

　言われたとおり手を放す慎太郎。

　イリスは裸を見られるのは平気なくせして、男に触れられるのは駄目だという変な体質を持っていた。なので、慎しん太た郎ろうに手首を掴つかまれた程度で激しく動揺している。

「ま、まったく……シンタロウの分際でしつけがなってないぞ。お前の所有者によく言っておけ。シンタロウのしつけをちゃんとしろ、アホと」

「……そうだな。機会があれば言っておくよ」

　慎太郎の所有権を主張する少女にその言葉を言う機会は一生ないだろう。そう思うと、自分の返事が少し空むなしい。

　手の平で風を送り、赤くほてった自分の顔を冷ますイリス。慎太郎の決死の行動のおかげで、一番上のボタン以外はついたままだった。

「……裸を見せないってことで、お前は服を着たんだから……少なくとも俺おれがいるときはボタンを外すなよ」

　刺激しないように、穏やかな口く調ちようで注意する。一つの注意に対し二倍の反論をするイリスだが、返す言葉のトーンは意外と低かった。

「ふん。そんなことは私もわかっている。私とて、一度来た服をすぐに脱ぐような真ま似ねはしたくないのだが……す、少し熱いのだから仕方ないではないか」

「そりゃ、部屋の中でそんなの着てたら暑いだろうけど……」

「違う。そういう、気温といった熱さではなく……」

「な、何だよ……」

　低かったトーンは今や沈黙となり、突とつ如じよとして潤うるんだ瞳ひとみに変わった。慎太郎を見ることなく、イリスは潤んだ瞳で自分の体中を眺める。たまに自分の手で体を触っては、恥ずかしそうに身をよじらせていた。

　その仕草が、思考の全すべてを根こそぎ持っていくかのように、無防備で可愛かわいい。

　何なんだよこいつ……裸で俺のことからかってたと思ったら、今度は急に普通の女の子っぽく照れだして……いつもいつも、何なんだよこいつは……

　美肌を餌えさに挑発という剛速球を武器にしながら、たまに、自分すらも予測してなかったような変化球を投げてくる。

　本当に一度でいいから、翻ほん弄ろうされる慎太郎の身にもなってほしかった。

「シンタロウ……」

　潤んだ瞳で慎太郎を見つめてくる。我が目を疑う変化球に、またしても翻弄された。

「この服……シンタロウの匂においがするぞ」

「そ、そりゃ、俺が昔着てた服なんだから……」

　胃の中に、熱した石があるような感覚だった。熱は体中に広がっていき、イリスをまともに見ることすらできなくなっていく。

　恥ずかしそうに、困った顔で、普段よりも遥はるかに幼い雰ふん囲い気きでイリスは言った。

「この服を着てたら……体中を、シンタロウに触られてるみたいだ……そう思ったら……何だか……恥ずかしいぞ……」

　剛速球が頭に突き刺さる。体中の細胞全すべてが自分の役割を忘れ、目の前で恥ずかしそうにしている少女に見入っていた。

「あ、あ……………ああっと」

　脳みそが解けたかのように、ふぬけた顔からふぬけた声が零こぼれ落ちる。

　どうしようもないくらい無ぶ様ざまな顔で、無様にオロオロしていると、突とつ如じよとしてイリスが爆発したかのように両手を広げて叫びだした。

「ああもうッ。私がこんな気持ちになるなど計算外だ。シンタロウをからかいつくして、私のためだったら喜んでカエルを食べるような変な男にしてやろうと思っていたのだが……もう無理だ。いつまでもこの服を着ていたら、私のほうがどうかしてしまう……計画通りにならないのは面白くないが、仕方ない。今日のところはシンタロウをからかうのはやめてやる。シンタロウ、着替えるから出て行け」

「……」

「シンタロウッ」

「えッ。な、何だよ？」

「着替えるから出て行けと言っているのだ。何だ。アホみたいな顔をして私を見るな。私を見るときは、もっと私の魅力に参った顔をしていろ」

　今現在慎しん太た郎ろうが見せている顔こそが、まさにその魅力に参った顔なのだが、イリスはまったくそれに気づかない。自分が投げる剛速球以外何の興味もない。イリスという少女は、そういう少女だった。

「き、着替えるって言っても、いつもの服は洗濯中なんじゃあ……」

「もう一ついつもの服があるであろう。私としてもあの姿にはなりたくないが、このまま体が熱くなって死ぬよりはマシだから、ここは我慢してやる。わかったら、シンタロウはさっさと出て行け」

「中に入れとか出て行けとか……いつものことだけど、ちょっと偉そうなんじゃあ……」

「ほーう。シンタロウは自分で口にした誓いも忘れるようなアホだったのか？　そのようなアホであるのなら、私も命令を取り下げてやってもいいのだが」

「出て行きます」

「わかればいいのだ」

　立ち上がり、慎太郎は自室から出て行く。絵に描いたような暴君によって、昔ながらの慎太郎の領土は没収されてしまった。

　廊下に出てふすまを閉めると、自然とため息がこぼれてしまった。

　もしかして……この先ずっと、俺おれはあいつに翻ほん弄ろうされ続けるのかな……

　人によっては嬉うれしい悲鳴なのかもしれないが、純情な慎しん太た郎ろうはそんな気持ちにはならなかった。

　自室を追い出されたので、慎太郎は居間に向かうことにした。ため息を吐つきながら、廊下を歩き出す。

　あいつに、そんなのを求めるのは無理なのかもしれないけど……女の子だったら、もっとちゃんと恥じらいを持っててほしいよな。男の前で裸でいても平気だとか……姉さんだったら考えられない。姉さんみたいな清せい楚そさを持つのは無理だとしても、その半分の半分の半分くらいのおしとやかさみたいなものを、あいつも持ってればいいのに……

　角を曲がり縁側にたどり着く。慎太郎は依然として、肩を落としイリスのことを考えていた。

　でも、俺おれもいい加減慣れないといけないよな。裸を見せられたくらいで慌あわててるから、あいつも調子に乗るんだ。そうだ。女性に慣れてないってことで、この前も失敗したばっかりなんだから、俺のほうも少しは慣れていかないと。よし。次にあいつに裸を見せられたとしても、毅き然ぜんと接する……のは、無理だとしても、最低でも動揺しないようにしよう。そうすれば、あいつもあんなことはしなくなるだろうし……

　色仕掛けに対して耐性を身につける。そんなささやかな目標を見つけると、慎太郎は肩を落とすことをやめ、前向きに前を見つめることにした。

「……………………えッ」

　そう思った矢先、慎太郎の目の前に裸の少女が立っていた。

「え、何で、ここは……え、ちょっと……まて、落ち着け。夢でも見てるのか？　夢だとしたらどこから夢なんだ？　ここは……え？　俺の家だったっけ？」

　大混乱する慎太郎とは対照的に、裸の少女の態度は冷静そのもの。

　一目でわかる幼い体。少女というよりは幼女という表現のほうがピッタリくる。雪のように綺き麗れいな銀色の髪は長めで、背中の大半を隠している。肌はその髪の毛よりも色素が薄く、先ほど目撃してしまったイリスの肌よりも更に白い。

　裸を見られても一切動揺しないのは、少女がまだ幼いからだろう。何の興味もないかのように慎太郎を見つめる瞳ひとみには感情がまったくなく、まるで、ガラス玉のようだった。

「……」

　少女は無言で慎太郎を見つめ続ける。少女のほうから話しかけてくる気配はこれっぽっちもない。

「えっと……お嬢、ちゃん……どこから来たの？　もしかして迷子なの？　迷子だとしたら、何で、こんな、俺の家で服を着てない状態で迷子になって……いや、違う。そうじゃなくて、もっと最初に聞かないといけないことは……」

　少女が服を着ていれば、もっと冷静に的確な対処ができたのだろう。恋愛対象外の少女が相手にもかかわらず、慎しん太た郎ろうは見苦しいほどに動揺していた。

「まずは最初に名前を……じゃなくて、名前なんて聞いても何の意味もないんだから……ええっと……」

　オロオロする慎太郎の後方から、小さな動物の足音がする。

「おいシンタロウ。こんなところで何をオロオロしているのだ？　私を待っていたにしてもオロオロは必要ないであろう。もっと色々とオロオロ以外の諸もろ々もろのことを――」

「いや、俺おれも好きでこうなってるわけじゃなくて……」

　慎太郎のそばにやってきたのは、無駄に豪華な服を着た一匹の三毛猫だった。

　三毛猫が発する偉そうな声こわ音ねは、さっきまで会話をしていたイリスという名前の少女と同質のもの。見た目と頭の中身以外にも変わっているところが多いイリスは、人間の姿とは別に、猫の姿になることができた。

　今は猫バージョンのイリスとして、慎太郎の前に姿を現している。

「好きでオロオロしているわけでないのなら、さっさと普段のシンタロウに戻れ。お前が無ぶ様ざまな姿を晒さらしていると、所有者として私が恥をかくではないか」

　猫の姿をしていても中身はイリスのままなので、口く調ちようとセリフは、どうしようもなく偉そうなままだった。

「俺も、とりあえず落ち着きたいとは思ってるんだけど……」

「何だ？　この世で最も美しい私の裸を見た後なのだから、ちょっとやそっとのことで驚くことなど……………おおっ」

　猫のイリスが角を曲がり裸の少女を見つける。さすがのイリスにとっても予想外のことだったようで、少女を見つけた瞬間、素直に驚きの声を上げた。だが、慎太郎のようにオロオロと動揺するようなことはない。

「何だシンタロウ。私には服を着ろとか言っていたくせして、あの小娘には服を着せんのか？　というか、お前の趣味は少々幼すぎるぞ。女の裸を観賞したいというお前の趣味はわかるが、あの程度の小娘を相手に楽しんでいるのは……」

「待て。変な勘違いをお前の中の事実にするな。あの子が裸の理由なんて俺にもわからなくて、何でここにいるのかもわからないから俺も困ってて……」

「だったら、小娘本人にわからんことを聞けばいいではないか。シンタロウ。機会があれば言ってやろうと思っていたのだが……お前は女に対して弱すぎるぞ。あんな小娘相手にオロオロしてどうする。そんなことだから私の偉大さと美しさを見逃して、下らん女の色仕掛けに引っ掛かったりなどしてしまうのだ。わかっているのか？　うん？」

「それは、ええっと……俺も反省してて……何だよ。結構根に持つタイプなんだな、お前」

「誰だれがお前に泣かされたことなど覚えているものか。まあいい。あの小娘の相手は私がしてやるから、お前は少しでも多く女の裸を見て女にでも慣れていろ」

　恨みがかった嫌味を慎しん太た郎ろうにぶつけると、イリスは四本足で裸の少女に近づいていった。そして足元まで来ると、偉そうな態度で少女を見上げて高圧的な口く調ちようで話しかける。

「おい小娘。こんなところで何をしているのだ？　裸でウロウロするという趣味はわからんでもないが、ここは私の屋敷なのだから、まずは私に挨あい拶さつをするのが……」

　少女の足が、猫の体に添えられる。イリスが首を曲げてその足を確認しようとした次の瞬間、少女のキックによって猫の体は庭のほうへと飛ばされた。

「にゃあーッ」

　猫の悲鳴が聞こえる。無口な裸の少女に服を着た喋しやべる猫が蹴けっ飛ばされるという、どこの世界のどんな作り話にもないであろう光景が、慎太郎の目の前で展開された。

　え、え、え……………やっぱり、これって夢なのかな？

　念のために頬ほおを抓つねってみる。痛みがあるので、現実で間違いないようだった。

「にゃんぱらりんッ」

　意味があるのかどうかわからない独特の掛け声を出し、庭に蹴っ飛ばされた猫が華麗な受身を取る。着地したイリスは標的を睨にらみつけると、全身のバネを使い弾丸のように自らの体を撃ち出した。

「貴様ッ。許さんぞッ。私を足あし蹴げにした罪は死をもって償つぐなわせてやる」

「おい。待てってッ」

　少女とイリスの間に割って入り、慎太郎が猫弾丸を体で受け止める。強烈な頭突きが胸を直撃すると、猫は落ちないために、全すべての爪つめを慎太郎の体に突き立ててきた。

「こらシンタロウ、邪魔をするなッ。これは私が買った喧けん嘩かなのだ。私のために戦いたいというお前の気持ちもわかるが、まずは蹴っ飛ばされた私の個人的な恨みを全て解消してからだな――」

「落ち着けッ。気持ちはわかるけど、相手は子供なんだからそんな風に本気で怒ることないだろ。何か事情があったのかもしれないから、まずはお互いに話を聞いて……」

「何だシンタロウッ。また私の味方をしないつもりか？　また私を泣かせるつもりか？　今度という今度は、さすがの私もお前を許してなどやらんぞ。他の男に鞍くら替がえするぞ。いいのか？　お前が生涯で出会った最高の女である私がお前を捨てると言っているのだぞ。それが嫌なら、今すぐその小娘を蹴っ飛ばしてやれッ」

「だから、子供なんだからそこは許してやって……」

「蹴っ飛ばしてから許してやると言っているではないかッ。わかったらさっさとその小娘を蹴っ飛ばせッ」

「だから、できないって言ってるんだけど……」

　烈れつ火かのごとく怒るイリスとは対照的に、問題の元凶である少女の態度は冷めたものだった。イリスと慎太郎がいないかのように、マイペースに首を振りキョロキョロしている。

　ったく。何なんだよこの子は……手間のかかる変な奴やつは、この猫だけで充分なのに……

　爪つめを立て体に張り付いたまま、イリスは大洪水のような勢いで文句を言い続ける。この大災害はどう頑張っても自分一人では解決できそうにない。なので、慎しん太た郎ろうは諦あきらめて時間が過ぎるのを待つことにした。

「ミア」

　そうして待っていると、聞いたことがある男の声が聞こえてきた。

「トーヤ」

　ミアと呼ばれた少女が歳とし相応の可愛かわいらしい声を出す。そして、いつの間にか庭先に立っていた男を目指し、足が汚れることも気にせず駆け出していく。

　その先にいたのは、慎太郎もよく知っている少年だった。

「十とお夜や……」

　名前を呼ぶ慎太郎に返事をすることなく、彼は意志の強そうな瞳ひとみで慎太郎を一いち瞥べつした。

　学校帰りなのか、十夜という名前の少年は制服を着ていた。短髪に刈り込まれた髪の毛は逆立っており、清潔感があった。体格がよく、身長のほうはわずかながらだが慎太郎よりも高い。一歩も引くことなく、真まっ直すぐに慎太郎を見つめてくる十夜という少年には、単純な男としての強さが感じられた。

「トーヤ。遅い」

　木に抱きつくコアラのように、裸の少女は十夜の足に抱きついた。さっきまでの無感情、無表情が嘘うそだったかのように、今は甘えるような顔をしている。

　一方で十夜の顔は険けわしい。問題を起こした子供を注意する大人おとなの表情をしている。

「勝手に先に行くなって言っただろ。そもそも、俺おれはお前を連れて来る気はなかったんだ。それをお前が勝手についてきて、挙あげ句くの果てにこんなところで裸で……」

　甘えるような顔が一転、ガーンという擬音がぴったりの顔をして、ミアは十夜の顔を見上げる。

「ト、トーヤ……ひどい。ミアは、ミアは……」

　恨みがいっぱいこもった顔で、ミアは抱きついている十夜のズボンを下に引っ張った。

「こらッ。やめろミア。今は俺がお前を注意してるんだから、そんなつまんねえ仕返ししてる場合じゃないだろ」

「だって、トーヤが、怒るから」

　怒られたことで、ミアはズボンを引き摺ずり下ろすことをやめた。状況が落ち着くと、十夜は降ろされたズボンを元の位置に戻した。

　その光景を見ていたイリスが、慎太郎に話しかけてくる。

「おいシンタロウ。奴は誰だれだ？　親切丁寧かつ、適度に省略しながらも大事な部分を主張しつつ、私が満足するように私にわかりやすく説明しろ」

「あいつは……」

　自重に耐え切れず、胸に張り付いている猫が徐々に下へと落ちていく。「さあ、助けろ」という自信満々の顔をしている猫の襟首を掴つかむと、慎しん太た郎ろうは自分の肩の上に乗せた。

「榊さかき十とお夜や……昔からの、幼おさな馴な染じみだよ」

　十夜は自らの上着を脱ぐと、それを裸のままでいるミアに着させた。ダブダブの上着を着たミアは嬉うれしそうな顔をしていた。

「シンタロウの幼馴染みが何の用だ？　それより、何であの小娘はあの男にあんなに懐いているのだ？　まさか、私を陥れようという刺客か。ならばシンタロウ、今すぐあの二人にしかるべき反撃を――」

「まあ落ち着けって。お前はちょっと気が荒いんだよ。別に何かされたわけじゃないんだから、そんな風に怒らなくても……」

「蹴けっ飛ばされたぞ私はッ。怒るには充分ではないかッ」

「そういや、そうだったけど……」

　猫のくせして虎とらのように威圧してくるイリスを無視して、慎太郎は目線を十夜に向けた。幼馴染みという親近感はあまりない。むしろそれよりも、きっかけがあれば何かが起こってしまうという緊張感があった。

「十夜」

　名前を呼ばれ、十夜が慎太郎のほうを向く。足には幸せそうな顔をした、銀髪の少女がくっついている。一方でこちらの肩には、言葉にできないくらい無茶なことを言っている猫がいる。二人の間の緊張感とは別に、周りの状況はかなりシュールなものであった。

「久しぶりだな、慎太郎。今日、俺おれが何しに来たかわかるか？」

「いや、何の見当もつかないけど……」

　身に纏まとった緊張感を変えることなく、十夜が用件を口にしようとする。だが、それを足にくっついた銀髪の少女が邪魔する。

「トーヤ。ミア、お腹なかすいた」

　緊張感がわずかに崩れ、十夜の顔つきが変わる。律りち儀ぎにも慎太郎に「ちょっと待ってくれ」と言うと、再び足にくっついている少女と向き合った。

「飯はまだだ。いつも言ってるだろ。飯ってのはそれに相応ふさわしい時間に食べるものだって。第一、お前は朝から俺の分もまとめて、いやってほど食ったんだから腹が減ることなんてないだろうが。わかったら、大事な話をしてるんだから我慢してろ」

「トーヤ……ひどい」

　幸せそうな顔が消え、悲しそうな顔が出てくる。すると、気持ちの落ち込みを表現するかのように、ミアは再びズボンを下に引っ張り出した。

「こらッ。それはやめろっていつも言ってるだろうがッ」

　ズボンを上に引っ張り、ささやかにして効果的な嫌がらせに耐える十とお夜や。いつの間にか、二人の間の緊張感はきれいさっぱりと消えてなくなっていた。

　相変わらずだな、こいつ……

　幼い少女と戯たわむれている十夜を見ていると、ついそんな気持ちになった。

　昔から、榊さかき十夜という少年は、なぜか動物や幼女といった、自身の恋愛対象外の人間に異常にもてていた。無論、好かれるために特別なことをしているというわけではない。生まれついての体質として、彼はそういった相手に異常にもてるのだ。

　会話から親しい間柄だというのはわかるが、それを踏まえてもなお、十夜は異常なまでに銀髪の少女に愛されていた。

　子供に人気なのは変わってないな。まあ、本人にとってはそんなことはどうでもいいんだろうけど……あいつは結局、あの人以外だったら誰だれに好かれたってどうでも……

　突然の訪問の理由が、慎しん太た郎ろうには何となくわかったような気がした。

　たった一人の、最愛の人に――彼は会いに来たんだろう。

「慎太郎。少々騒がしいようですが、お客様でもいらっしゃるのですか？」

　声と共に現れたのは、和服に身を包んだ美女、桐生きりゆう静しず華かだった。全ぜん盲もうで両目を閉じているが、歩くことに支障はない。そこだけ時間が違うかのように、庭が見える縁側に姿を現した静華の雰ふん囲い気きはゆったりとしたものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「静しず華かさんッ」

　真っ先に大きな反応を示したのは、他の誰だれでもなく、榊さかき十とお夜やだった。

　ミアとの攻防を忘れ、直立姿勢で静華と対する。その隙すきをつかれ、十夜のズボンがミアに下ろされてしまった。

「だあッ。お前、何てことしやがるッ」

　ズボンにくっついている小さな手を引き剥はがすと、十夜は下ろされてしまった自らのズボンを上げた。

　そして、少しだけ気恥ずかしそうな顔で静華を見つめる。

「静華さん。おはようございます」

　名前を呼ばれ、静華の顔が十夜のほうを向いた。全ぜん盲もうで顔は見えないのだが、声と気配で相手を察したようで、静華は親しげな笑顔を十夜に返した。

「その声は、十夜さんですね。はい、おはようございますと私も言いたいのですが、あいにくと今の時間帯では、その挨あい拶さつは相応ふさわしくないと思いますよ」

　昼を大きく過ぎ、どちらかというと夜に近い時間帯。静華の言うとおり、おはようございますは相応しくない。

「そうですね。じゃあ、こんばんはございます」

　そう言う十夜の顔は、真剣そのものだった。

「静華さん。お久しぶりですけど、今日もすげえ綺き麗れいです。俺おれは、あなたの顔が見れただけで、一週間は何も食べないで生きていけます」

「そうですか。そう言っていただけるのは有難いのですが……挨拶としては、少々個性的ですね」

「わかりました。じゃあ、今みたいな挨拶はやめます。とにかく、俺が言いたいのは、静華さんはすげえ綺麗だっていうことです」

「それは、ありがとうございます」

　冷静沈着な静華が、珍しく困った顔をしていた。それだけ、十夜の愛情表現は真まっ直すぐで強烈だったのだ。

　一連の会話を聞いていたミアが、指先で十夜のズボンを突っつく。

「トーヤ……ミアは？　今日のミア、きれい？」

　それはミアの精一杯のやきもちだった。だが、十夜にとってはどうでもいいことでしかない。

「はあ？　そんなのどっちでもいいだろ。お前がきれいでも、俺には関係ねえんだから」

　凄すさまじくわかりやすい顔で、ミアはショックを受ける。あの顔では、生涯のトラウマになるかもしれない。

「トーヤ……ひどい。ひどすぎる……キャンディ買って、キャンディ。買ってくれないと、ミア、死ぬ」

　要求を突きつけると共に、ミアは十とお夜やのズボンを再び引き摺ずり下ろし始めた。

「キャンディは関係ないだろ。それよりズボンを引っ張るなって何度も言ってるだろうが」

　じゃれあうように喧けん嘩かをする二人を見て、イリスが呟つぶやく。

「おいシンタロウ。何だ、どうなっているのだ？　もしかしてだが、私は置いていかれてるのではないのか？」

「大丈夫だよ。それは、俺おれも同じだから……」

　十夜を中心に、状況は混こん沌とんとしていた。慎しん太た郎ろうとイリスは、少し離れたところでそれを眺めることしかできない。

「十夜さん。お忙しいところ申し訳ありませんが、今日、訪問なされた理由を聞かせてもらってもよろしいでしょうか？」

　混沌を正すために、静しず華かが真っ当な質問をする。十夜は「ちょっと待ってください」と断りを入れると、ミアに着せている制服の上着から飴あめを取り出し、それをミアに与えた。

「甘い」

　満足げな顔をしてミアがズボンから手を放す。この様子だったら、口の中の飴が消えるまでは、ミアは静かなままでいるだろう。

「すいませんでした。見苦しいところをお見せしてしまって」

「気になさらないでください。そういったところは、誰だれにでもあるものですから」

「静華さん……………やっぱり、すげえ綺き麗れいです」

　十夜は静華に見み惚ほれていた。このままでは、今度は十夜のせいで話が進まない。

「十夜ッ。姉さんは、何しに来たんだって聞いてるんだけど……」

　慎太郎の一喝で、十夜が正気に戻る。乱れた服を整えると、十夜は今日見せた中で一番真面目まじめな顔をして言った。

「今日は挨あい拶さつに来ました。静華さん。あなたのために、俺は一いつ色しきの戦いに勝ち残りました」

　十夜が口にした名前を聞き、慎太郎の心臓が強く鳴った。



    

  
    
      


２「再会」



　客間にて、十とお夜やと静しず華かが向かい合うようにして正座していた。部屋の片隅で慎しん太た郎ろうも同じように正座をしているのだが、二人に比べると格段に存在感が薄い。

　十夜が静華を、静華が十夜を意識しているので、自然と慎太郎は脇わ役きやくになってしまっていた。

「十夜さんが一いつ色しきの戦いに参加しているのは存じ上げておりました。最後の戦いまで残ったことを、素直に祝福させていただきます。おめでとうございます」

　静華に褒ほめられた十夜は、愛情のこもった情熱的な瞳ひとみで静華を見つめ返した。

「ありがとうございます。静華さんに褒められて、すげえ嬉うれしいです。でも、最後まで残っただけで……まだ、あなたが望んだものをあげられるところまではいってません」

「……私が、望んだものといいますと？」

「一色の名前と力。それを受け継ぐに相応ふさわしいだけの強い人間。あなたが俺おれに求めたものです。俺は、その願いを叶かなえるためだけに今まで生きてきました。そして、もう少しでそれをあなたにあげられるところまできました。そのための最後の戦い……俺は勝ちます。それをあなたに伝えたくて、今日はここに来させてもらいました」

　静華が身に纏まとっている緊張感が増していく。それは友好的な相手に向けるものではなく、敵対する相手に向けるものであった。

「十夜さん。そう言っていただけるのはありがたいのですが、私にも立場というものがあります。あなたと共に、最後まで残った相手が誰だれなのか……あなたは知っているのですか？」

「もちろん知ってます。あなたの弟の、慎太郎です」

　自分の名前が呼ばれ、慎太郎の体が強こわ張ばる。しかし、二人の会話に口を挟むようなことはしない。

「でしたら、私の立場というものも、わかっていますよね」

「もちろんわかってます。あなたは慎太郎の姉で、慎太郎の味方です。だから……俺の味方をすることはない。もっとわかりやすく言ってしまえば、俺と静華さんは――」

「敵同士ということですね。ですので、十夜さんが何を思い、何を言ってくれたとしても、今の立場がある以上、私が十夜さんの気持ちに応こたえることは……」

「静華さんッ」

　丁寧に説明する静華の言葉を打ち消すように、十夜は静華の名前を呼んだ。

「愛してます」

　そして照れることも恥じることもなく、話の流れを無視した告白をした。

「あなたの立場は全すべて理解しています。そしてそれがわかってて、俺おれは俺の言いたいことを言ってます。だから静しず華かさんは気にしないでください。俺は何も求めてはいません。静華さんに、聞いてほしかっただけですから」

「……」

　言葉こそ発さなかったが、静華は明らかに動揺していた。常つね日ひ頃ごろから冷静な静華の心に波を立てるほど、十とお夜やの告白は愚直で真まっ直すぐだったのだ。

「今日お伝えしたかったのはそれだけです。ですので、今日はここで失礼させてもらいます。本当だったら、このままずっと静華さんのそばにいたいんですけど……それだと、さすがに迷惑がかかると思いますから」

　スッと立ち上がると、十夜は静華に対して頭を下げた。発した言葉どおり、今日はこれで帰るようだ。

　十夜の行動に対し、静華も当然の反応をする。

「十夜さん。玄関までですが、送らせてください」

「あ、はい。静華さんだったら、どこについてきてくれても構いません。玄関までとは言わず地獄の果てまで、俺を送っていってください」

　真剣な顔でとぼけたことを口にする十夜。静華が絡むと変なことを言う変な奴やつになるのは、いつものことだった。

　見送りのために静華が立ち上がり、それに続き慎しん太た郎ろうも立ち上がった。

　玄関に向かうため、庭に面した廊下に出る。

　そこで目撃した光景に、慎太郎と十夜の動きは同時に止まった。

「貴様ッ。さっきの無礼、忘れたとは言わせんぞ。同じような格好になれば条件は同じだ。この場でその身をバラバラにして、空にばら撒まいて捨ててやるッ」

　庭では、豪華な服を着た猫と黒い翼を大きく広げたカラスが喧けん嘩かをしていた。

　翼を器用に広げて空中を舞うカラスに対し、猫は全身のバネを生かした瞬発力を使って対抗している。

　思いっきり高く飛び上がり、猫はカラスを爪つめで引っ掻かこうとする。しかし、さすがに翼を持った相手に高さで敵かなうわけがなく、空を飛び続けるカラスに、猫は翻ほん弄ろうされていた。

「コラッ。貴様、卑ひ怯きようだぞッ。逃げてばかりでは勝負にならんではないか。この私がじきじきに引き裂いてばら撒いて捨ててやると言っているのだぞ。貴様は今すぐ引き裂かれてバラバラになるのがこの世が決めた絶対のルールだというものでは……」

　結構な高さから滑かつ空くうしてくるカラス。上う手まく猫の後ろに回りこむと、鋭そうな両りよう脚あしの鉤かぎ爪づめで猫のお尻しりを鷲わし掴づかみにした。

「にゃあッッ。貴様ぁッ。私の高貴な尻をそんなぞんざいに扱うとは……もう許さんッ。絶対に許さんッ。死んでも許さんッ。とりあえずお前の尻を二つに裂いてやるから覚悟しろッ」

　脅おどし文句を口にして飛びかかろうとしても、カラスはもう射程距離にはいない。お尻しりに一撃を加えたカラスは、翼を使って猫の手が届かない高さに逃げてしまった。

「逃げるなコラァッ。引き裂かせろッ」

　猫が必死になって叫ぶが、カラスはすでに興味を失っているようだった。少し離れた塀の上にとまり、あさっての方向を見つめてぼうっとしている。

「何であいつは、カラスと喧けん嘩かなんかしてるんだ……」

　手間のかかる同居人の奇行に呆あきれていると、隣に佇たたずんでいる十とお夜やが申し訳なさそうに口を開いた。

「すまん。事情はよくわからんが……ミアがお前のところの猫に迷惑をかけたみたいだな」

「え。ミアって……」

「あいつが俺おれの式しき神がみだ。名前はミア。姿はカラス……それ以上の説明は、何といえばいいのかわからんが……とにかく、ほぼ確実にこっちが悪いと思うから先に謝る。すまん」

　真実などは一切確かめようとせず、十夜は慎しん太た郎ろうに対して謝罪の言葉を口にした。

　どうやら、問題製造機のパートナーに苦労しているのは、慎太郎も十夜も同じようだった。



「それじゃあ失礼します。静しず華かさん。今日は静華さんに会えて本当によかったです」

　桐生きりゆう邸の玄関で礼儀正しく、榊さかき十夜は桐生静華に向かって頭を下げた。

　肩には真っ黒なカラスが止まっている。カラスは、十夜の静華に対する情熱的な挨あい拶さつを聞くと、腹を立てたようにくちばしで十夜の頭を突つついた。

「静華さん。なごり惜しいですけど、今日のところはこれで帰ります。ですが、次に会えるときはもっと長い時間、あなたと一緒に……」

　キツツキのように、カラスは何度も十夜の頭を突いた。我慢の限界に達し十夜が叫ぶ。

「いてえよッ……わかった。帰るから、とりあえずそれはやめろ」

　カラスの攻撃が止やむ。だが瞳ひとみのほうは、鳥とは思えないほど恨めしそうな色を浮かべていた。

「それじゃあ、失礼します。静華さん」

「はい。十夜さんも、お気をつけてください」

　静華への挨拶を終えると、十夜は静華のそばに突っ立っている慎太郎に視線を送った。

「……」

　慎太郎を見る顔は、静華に向けていたものとは完全に別物だった。

　挨拶を終えると、十夜は肩にカラスを乗せたまま、玄関の戸を開けて出て行った。

　十夜がいなくなった玄関に、静寂が広がる。

「相変わらずでしたね、十とお夜やさんは」

「そう、ですね……」

「慎しん太た郎ろうの最後の相手は十夜さんのようですが……何か、思うことはありますか？」

「あいつも、この戦いに参加してたんですね……知りませんでした」

「十夜さんが参加なされていることを知り、慎太郎が無駄に心を乱すことを嫌ったのですが……教えておいたほうが、よかったですか？」

「……いえ。別に、誰だれが相手でも関係ないですけど……………姉さん」

「何ですか？」

「その辺まであいつを送っていきたいんですけど、いいですか？」

　態度を乱すことなく、静しず華かは答える。

「もちろん、私は構いませんよ。立場上、次に会えるのはいつになるのかわからないのですから、話したいことがあるのでしたら、話しておいたほうがいいでしょう」

「わかりました。それじゃあ、ちょっと出かけてきます」

　十夜が出て行った後を追い、慎太郎も靴をはき玄関を出ようとする。すると、肩に乗っている猫のイリスが、つまらなそうな態度で話しかけてきた。

「シンタロウ……私は話したいことなど何もないぞ。むしろ、あの不愉快な黒い鳥と顔を合わすのは嫌だ。だから、お前は私を楽しませるために今すぐに部屋に戻って、何かしらの遊戯の準備を……」

　イリスの言葉を完かん璧ぺきに無視して、慎太郎は玄関を出て行く。

「こらッ。私の言うことを聞けぇッ」

　怒るイリスを無視し続け、慎太郎は十夜の後を追いかけた。

　一いつ色しきの名前を巡る戦いがある。

　この世界の王になれる力を求めた戦い。その力を手に入れれば、この世で最も強い者になれて、どんな願いでも叶かなえることができる。

　その戦いが終盤を迎えていた。

　一色になる権利を持った人間は、あと二人しかいない。

　その一人が慎太郎で、もう一人が、律りち儀ぎにも最後の戦いを前に挨あい拶さつに来た、十夜だった。

　あのカラス……いやに人に慣れてるなって思ったけど、十夜の式しき神がみだったのか。

　一色の戦いに参加している者には、式神と呼ばれる異世界の人間が味方につくことになっている。自分が力を貸す人間が一色になることによって、式神は自分の世界の王になることができる。なぜそのような仕組みができているのかは知らないが、一色になるために、それは必要なことらしい。なので慎太郎には、猫に姿を変えるイリスという少女が、十夜には、カラスに姿を変えるミアという少女がついていた。

　カラスを肩に乗せた少年を見つける。歩く方向からして、どうやら駅に向かっているようだ。

「十とお夜や」

　慎しん太た郎ろうが名前を呼ぶと、肩にカラスを乗せたまま、十夜は振り向いた。

「慎太郎。何だ、何か用か？」

「いや。用は別になくて……お前を送っていこうと思っただけだけど……迷惑だったか？」

「別に迷惑ってことはないが」

　慎太郎が横に立つと、十夜は再び目的の方向に向かって歩き始めた。

　お互いに視線は合わせない。

　あくまでも対等の立場として、二人は並んで前を向いて歩いていた。

　合流して早々、会話が弾むということはない。ちょっとした緊張感が漂ただよい会話がしにくい空気の中、十夜はポツリと口を開いた。

「静しず華かさんは……変わりないか？」

「姉さんか？　姉さんだったら、さっきお前が会ったときと同じで、特に変わっちゃいないけど……」

「そうか。だったら、それでいいが……」

　踏み込んで聞きたいことがある。十夜の態度が、その心情を物語っていた。

「何か心配なことでもあるのか？」

「心配……か。そうだな。あえてあげるとすれば、あの人の全部だな。あの人は一いつ色しきのためなら、それこそ自分が死んでも気にはしないって感じの人だからな……何かあっておかしなことになってるんじゃないかとも思ったが……」

「心配しすぎだろ。確かに、少し融通が利かないところがあるけど……そんな無意味に人を心配させるような人間じゃ……」

「眼めを潰つぶしたのはお前を一色にするためだろ。俺おれは、静華さんのそういうところが心配なんだ」

　事実を口にされ、慎太郎は返す言葉がなかった。

　静華は慎太郎に戦う覚悟を植え付けるため、自分の瞳ひとみを自分で潰した。

　静華の穏やかで冷静な態度の裏にそんな狂気が存在していることは、紛れのない事実だった。

「静華さんがどうして一色の名前に固こ執しつしているのかは知らない。だが、それだけのことをしてでも、静華さんがその名前を欲しがっているんだとしたら……俺は、静華さんのためにも、その名前がほしい」

　そばにいる慎太郎を気にすることなく、十夜が自分の思いを宣言する。

　その態度があまりにも真まっ直すぐだったので、慎太郎は横よこ槍やりを入れてやりたくなった。

「……だったら俺に負けろよ。そうすれば、誰だれも苦労しないで姉さんが望むとおりに……」

「ふざけんな。それだったら、静しず華かさんが俺おれのものになってくれねえだろうが。静華さんは欲しかったものを手に入れる。俺はそんな静華さんとそれなりに……いや違う。かなり親密で仲のいい関係になる。そうじゃねえと、俺が戦ってきた意味がないだろうが」

「何だよ。姉さんのためだとか言っておきながら、結局は全部自分のためなんじゃないか」

「悪いか？　俺は、静華さんが俺のものになってくれるんだったら……違う。ものなんて偉そうな言い方じゃなくて、俺の一番大切な人になってくれるんだったら、それで――」

　コツーンと、乾いた鋭い音がする。

　十とお夜やの肩に乗ったカラスのくちばしが、凄すさまじい勢いで十夜の頭を叩たたいた音だった。

「い、いてぇ……」

　頭を抑おさえ、十夜がうずくまる。

　口くち喧げん嘩かをしていた慎しん太た郎ろうですら心配になるほど、その一撃は強烈だった。

「だ、大丈夫か……」

　心配する慎太郎には応こたえず、十夜は立ち上がり、肩に乗っているカラスに怒鳴り散らした。

「何しやがるッ。お前、やっていいことと悪いことの区別くらいは……」

「トーヤ、ばか」

　少女の姿をしていたときと同じ声を出すと、十夜の文句などは一切聞かず、カラスの姿をしているミアは翼を広げて空に向かって飛び上がっていった。

　逃げていった相手に対して怒りを持続させることは難しく、最初は憤ふん慨がいしていた十夜だったが、時間が経たって冷静になると、呆あきれたようにため息をついた。

「ったく。あいつ、いつもいつも迷惑掛けやがって……くそ。血とか出てねえだろうな」

　くちばしで突つつかれた箇所を手で押さえる十夜。覗のぞき見た手の平に赤いものはついておらず、どうやら出血という事態は避けられたようだ。

「無神経に他の女の話などするからだ……あの黒い鳥は、私のいつか引き裂いてやるリストのトップに入っているわけだが……その点だけは、少し同情してやる」

　慎太郎の肩に乗っている猫のイリスが、独ひとり言のようにそんなことを言った。

　同じ式しき神がみの女の子どうし、何か伝わるものがあったようだ。だが、男である慎太郎にはよくわからず、ただ、女の子を怒らせたら恐こわいと思っただけだった。



「見送りはここまででいい。じゃあな。静華さんには、よろしく伝えといてくれ」

　十夜とは駅の近くで別れることになった。

　顔を合わせて別れを告げる十夜に、慎太郎も応える。

「ああ。それはいいけど……あの子は、一緒じゃなくていいのか？」

　機嫌を損そこねて飛び立っていったカラスはまだ戻ってきていない。空を見上げて捜してみても、それらしいカラスはどこにもいなかった。

「あいつだったら大丈夫だ。腹が減ったら、何もなかったような顔をして帰ってくる」

「そうか。だったらいいけど……」

　態度と言葉が示すとおり、焦あせっている様子は欠片かけらもみられない。どうやら、十とお夜やにとっては日常的なことのようだった。

「じゃあな、慎しん太た郎ろう。次がいつになるかはわからねえが……またな」

「ああ。またな」

　簡単な挨あい拶さつを済ませると、十夜は慎太郎の前から立ち去っていった。しばらくその姿を見送り、慎太郎も家路へと向かっていく。

「シンタロウ……さっきの男はお前の敵なのか？」

　意外なほどに大人おとなしく慎太郎と十夜の様子を見守っていたイリスだったが、二人っきりになると、いつもの調子で偉そうに話しかけてきた。

「十夜のことか？　そうだな。戦うってことで言えば、あいつは、俺おれの敵になるな」

「それにしては親しげだったのではないか？　お前だけでなく、シズカとも面識があるようであったし……事情が完全に理解できず、私は気分が悪いぞ。だからもう少し詳しく話せ。話さなかったら、お前の顔を殴るぞ」

　機嫌を損そこねたイリスが、慎太郎の頬ほおを狙ねらい猫パンチを放ってくる。

　脅おどし文句に屈する前に脅しが実行されたわけだが、そんなことを理不尽だと思ってはいけない。

　そんなことをいちいち気にしていたら、イリスと付き合っていくことなどできないのだから。

「……さっきも言ったけど、十夜は俺の……いや、俺たちの幼おさな馴な染じみなんだよ」

「俺たちということは、シズカも含まれているのか？」

「ああ。ずっと昔から、俺はあいつのことをよく知ってる……あいつは、どうしようもないくらい……それこそ、頭がおかしいくらい――姉さんのことが好きなんだ」

　最後の相手として、十夜ほど嫌な相手はいなかった。

　強い、弱いではない。あの少年は、最愛の人のためなら、絶対に誰だれにも負けない。

「お前も見てただろ。姉さんを前にした、あいつの情けない顔を。さっきも言ってた通り、あいつは一いつ色しきになって、姉さんを手に入れるつもりなんだ。だから、そのためにも……あいつは死ぬ気で戦って、一色になろうとするはずだ」

　当事者である慎太郎以上に、静しず華かは一色の名前に執着しており、権威も感じている。一色になった十夜の言葉であれば、本音はともかくとして、絶対に言うことを聞くだろう。

　それを思うと、言葉にしにくい嫌な感情が心に広がっていく。

　ずっと一緒だった姉を、あいつにだけは取られたくない。

「……あいつには負けない。俺おれだって、姉さんのために戦ってきたんだ。だから、別の奴やつならともかく、あいつにだけは……」

　いつの間にか熱くなっていた慎しん太た郎ろうの顔に、冷ややかで鋭い視線が突き刺さる。視線の主は、肩に乗った猫だった。

「……シズカのためか？　シンタロウの分際で、そんなことを偉そうに語るのか……ふん。まあいい。お前がなぜ王を目指すかなど、私にとってはどうでもいいことだが……ふん。シンタロウの分際で、生意気な……」

　何度も何度も、途切れることなく頬ほおに猫パンチが突き刺さる。理由はわからないが、猫の機嫌は最高に悪いようだ。

「何だよ。文句があるならパンチじゃなくて、口ではっきり言えよ」

　この世の恨みを凝縮したかのような眼めを慎太郎に向けると、イリスは何も言わずに殴りかかってきた。

「ふん。アホ。アホ……シンタロウのアーホ。何がシズカのためだ。お前が血を流すのは、私のためだけで……………ふんっ。アーホ」

　呪のろいの言葉を口にしながら、猫は恨みがましい視線を送ってくる。原因はわからないが、どこかでイリスの機嫌を損そこねるようなことをしてしまったらしい。

　相変わらず気難しいな、こいつは。

　機嫌を損ねたイリスの相手をするのは疲れるので、慎太郎は気にしないことにした。

　駅が近いということもあり、人影はそれなりにある。

　肩に服を着た猫を乗せている慎太郎は嫌でも目立ってしまい、すれ違う人間などに好奇の視線を向けられていた。

　こいつが喋しやべってるところを見られても面倒だし、早く家に帰って……



　その瞬間だけ、時間が止まったような気がした。



　一人の女性の後ろ姿が見えた。

　サラサラの長い髪の毛。季節外れのロングコート。見えたのは後ろ姿だけだったが、それは紛れもなく、遠い記憶の中にいる女性のものだった。

「おい、シンタロウ。突然立ち止まるな。家に帰るのであろう？　だったら早く歩き出せ。私がお前の肩から命令してやっているのだぞ。お前は私に命令されたことを喜び、感激に身を震わせて、私の言うとおりに家に向かって歩き出せば……」

　気がつけば体が反応して、慎太郎は後ろ姿だけが見えた女性を追いかけていた。

「こらシンタロウ。そっちではないぞ。命令を受けるのはいいが、受けるのであれば私の言うことを正しく聞いて……」

　女性は曲がり角を曲がった。その先は道が入り組んでおり、一度見失ってしまったらどこに向かったのかがわからなくなる。

　肩に乗ったイリスを落とさないように気を使いながら、だけどできる限りの駆け足で、後ろ姿だけが見えた女性を追いかけていく。

　女性が曲がった角を、慎しん太た郎ろうも同じように曲がる。

　その先にはそれなりの数の人影があったが、肝心の女性の姿はどこにも見つけることができなかった。

　気のせい……だったのかな。

　念のために辺りを見回すが、記憶に該当する女性はどこにもいない。

　慎太郎自身不思議だったが、なぜか、落胆の気持ちが心に広がった。

「おいシンタロウ。私に断りなく、突然走り出すとは何事だ。それなりに納得できる理由がなければ許さんぞ。納得できない理由であれば耳を噛かんでやるから、それなりの覚悟を持って話せ」

　そう言うと、肩に乗っている猫は慎太郎の耳を噛んできた。

　どうやら、脅おどしたら即実行がイリスのやり方のようだ。

「いや、ええっと、突然走り出したのは……」

　詳しい事情を話すのは少々面倒くさい。かといって、適当な言い訳でイリスが納得するとも思えない。

　どうやってこの場を切り抜けようかと悩む。しばらく悩むと、この場を収めるのに最も効果的であろう言い訳を思いついた。

「せっかく、お前と二人っきりになれたんだから、もう少しウロウロしようかなって思って……それで、突然走り出せば、驚いて文句を言われないかなって思ったんだけど……」

　思いついた瞬間は名案だと思えたのだが、口にしてみたら、自分でも驚くくらい説得力がなかった。

　一緒にいたいから走り出した。

　どこの世界に住むどんな女性が、それで納得してくれるのだろう。そういうことは口で言えばわかる。いきなり行動に、ましてや、走り出す必要などどこにもない。

　どんな文句が返ってくるのだろう。

　恐る恐る肩に乗っている猫の様子を窺うかがう。

「シンタロウ……」

　猫は、ビックリするくらいうっとりとした眼めで慎太郎を見つめていた。

「何だ。シンタロウの分際で可愛かわいいところがあるではないか。そうだな。そういう実力行使でないと、お前のような石ころが私のような宝石に相手をしてもらえるわけがないのだからな……中々可愛いところがあるではないかシンタロウ。いいぞ。お前の気持ちに応こたえて、しばらくお前と二人っきりでウロウロしてやるぞ。シンタロウの分際で、臆おくすることなく私を求めてきたことを褒ほめてやるぞ。可愛かわいがってやるぞ。褒ほう美びをやるから耳を出せ。噛かみ千ち切ぎってやるぞ」

「耳を噛み千切るのは褒美にならないぞ」

「そんなの私が知るか。シンタロウ……ふふ。相手をしてやるのだから、私と二人っきりの時間を命がけで過ごすのだぞ」

「あ、ああ」

　違う世界に住むこの少女は、あの言い訳で納得してくれたようだ。

　とっても気持ちよさそうな顔をして、慎しん太た郎ろうの肩の上でうっとりと脱力している。

　家に帰ろうと思っていた慎太郎だったが、言い訳の辻つじ褄つまを合わせるため、イリスと一緒に用もないのに街をうろつくことになってしまった。





　家に帰ってきたのは、日が落ち、辺りが群ぐん青じよう色いろに染まり始めてからだった。

　門をくぐり、玄関を目指す。左手側に広がる大きな庭は、景色と同じように暗くなっていた。

　イリスと過ごした時間は、文字通り街中をうろつくだけのものだった。だが、終始上機嫌だったイリスは中々帰ろうとせず、最終的にこの時間まで連れまわされることになってしまった。

　それとなく、慎太郎は街をうろついている間も、記憶の中の人物を探してみたりもした。だが結局、姿かたちを見つけることはできなかった。

　やっぱり、あれは見間違いだったのかな……

　最終的に、慎太郎はあの時見た後ろ姿を、そう結論付けることにした。

「シンタロウ。褒めてやるぞ。私はそれなりに満足しているぞ。褒美に、今度はこの世で最も美しい姿をしているときの私で、お前の相手をしてやるぞ。光栄に思え」

「そう。それは嬉うれしいな」

　あまり感情のこもってない声だったが、イリスは特に気にしない。

「そう喜ぶな。意地悪してやりたくなるではないか」

　嬉しそうな顔をしたまま、イリスは慎太郎の頬ほおを爪つめで引っ掻かいた。

　なぜかはわからないが、イリスはもの凄すごく機嫌がよかった。

　二人っきりの間は、ずうっと蕩とろけるような顔をして肩に張り付いていた。特に文句やわがままを言わず肩に乗っている姿は、躾しつけの行き届いたペットの見本のようで、これが本来の姿だったらどれだけよかっただろうか。

「シンタロウ。これからも私を可愛がるのだぞ」

「はいはい。仰おおせのままに」

　慎しん太た郎ろうはウットリとした顔の猫を肩に乗せたまま、玄関の戸を開けようとした。

「………どちら様ですか？」

　知らない人間がいたことに気づき、足が止まる。

　その男は、隠れたり気配を消すといった小細工は一切していなかった。部外者だとは思えないほど堂々とした態度で、桐生きりゆう家の広い庭に立っている。

　相応の警戒心を抱きながら、慎太郎は男に近づく。庭に向かい、屋敷を背にするように立つことで男と対面する位置関係を作った。

　話しかけられたことで慎太郎の存在に気づくと、その男は、堂々、というよりは偉そうな態度で慎太郎の問いかけに答えた。

「あん？　誰だれだっていいだろうが。俺おれはテメエと会話する気なんてねえんだから黙ってろよ、クソッタレが」

　返ってきたセリフと見せる態度の悪さは特上のものだった。

　第一印象は、文句の余地がなく最悪だ。

　男は派手な金髪と青い目を持った少年だった。何の変哲もないジーンズに、少し丈の長いジャケットを合わせている。両手はポケットに突っ込まれており、姿勢は若干猫背。肌が白くきめが細かく、本人の容姿も悪いものではない。ただ、顔つきが凄すさまじく悪く、さっきのセリフと合わせ、性格も悪そうだった。

「クソッタレじゃないだろ。ここは俺の家なんだから、部外者は出てけよ」

「馬ば鹿かかテメエは。ここが誰の家かなんて俺がいつ聞いたんだよ？　そもそも、俺はテメエなんかに一ミリたりとも質問してねえんだよ。聞かれてもねえこと勝手に喋しやべんな。テメエのクソつまんねえ言葉を聞かされる身にもなれってんだよ。ッたく」

　吐き捨てるようにそう言うと、男は慎太郎を値踏みするような眼めで見つめた。もちろん、悪びれる様子などまったくない。

　な、何だこいつ。偉そうなこと言われるのは、この猫で慣れてるけど……ここまでむかつく話し方をする奴やつは……

　温厚で、滅めつ多たなことでは怒らない慎太郎でも、男の態度にはイラッとした。初対面で最悪だった印象は、秒単位でどんどん悪くなっていく。

「何なんだよお前ッ。何の用かは知らないけど、用があるんだったらまずはちゃんと口で説明しろよ」

「用事か……ふん。テメエなんかに説明してもまったく得なんかしねえが、わけもわからずぶっ殺されても哀あわれだから、一応事情だけは説明してやるよ」

　セリフは当然として、言い方自体も憎たらしい。

　肩で聞いているイリスも不愉快になってきたらしく、無言のアピールとして、慎太郎の肩に爪つめを立ててくる。

「テメエをぶっ潰つぶしてやろうと思って待ってたんだ。元々陰でこそこそするのは趣味じゃねえんだ。一人くらい死んじまうかもしれねえけど……まあいい。どうせ俺おれの命じゃねえんだ」

　物騒なことを口走ると、男はポケットから両手を出して背中を向けた。誰だれかに連絡をするようで、右手には携帯電話が握られている。しかしそれよりも気になったのは左手のほうで、男は手首に何の装飾もないシンプルなブレスレットをつけていた。そしてそのブレスレットには、赤い十字架がくくりつけてある。

　その赤い十字架を、慎しん太た郎ろうは前に見たことがあった。

「あ、そうだ。おいクソッタレ。あのクソ女がよろしくって言ってたぞ。そうやって負けた奴やつに尻尾しつぽ振る奴の気持ちなんてわかんねえけど、まあ、媚こび売って騙だますしか脳がねえクソ女だったら仕方ねえか」

　赤い十字架。

　思い浮かぶのは、一人の女性の顔。

「おい、待てよ。お前が言ってるクソ女って誰のことだ？」

　こともなげに男は答える。

「シノに決まってんだろうが、バーカ」

　そう言うと、男は右手に持った携帯でどこかと連絡を取り始めた。

　そんな行動よりも、男が口にした名前のほうが慎太郎にとっては重要だった。

「シノ……さん」

　震えるような感覚が体中を包む。

　シノというのは、慎太郎に苦にがい思い出を与えた女性の名前だ。魔ま道どう具ぐと呼ばれる大きな弓を携たずさえている怪しい女性で、簡単に説明すると、慎太郎の――いや、一いつ色しきにかかわる者全体にとっての敵だ。

　その名前を、不愉快な侵入者が口にした。

　敵がすぐそばに来ているかもしれない。そう思うと、慎太郎の緊張は一気に極限まで高まった。

「おい。シノさんが近くにいるのか？」

　呼びかける慎太郎を無視して、男は塀のほうへと向かっていく。かけていた電話が繋つながると、男は慎太郎を気にせず会話を始めた。

「あ、おい。俺だ。予定通りいくぞ。まだ事情がわかってねえ馬ば鹿か面づらしてるから、さっさとやって終わらせたほうがいいんだよ。うっせえよバカ。ガタガタ言わねえでテメエはいわれたとおりにやってろ」

　塀までたどり着くと、男は塀に手をかけ飛び上がり、その上に乗った。携帯で会話を続けたまま、左手を掲かかげる。

　何だ……何か、する気か……

　何が起こるのかわからず、慎しん太た郎ろうは黙って様子を窺うかがっていた。

「ちゃんと合わせろよ、クソ女」

　男が呟つぶやく声。

　声に合わせて、それは起こった。

　―――ッ。

　声を上げる間もなく、流星が虚こ空くうを突き抜けていく。

　青い光を放つそれは、まずは塀の上に立っている男に向かって飛んでいった。男に当たる瞬間、男の左手からわずかに輝く光の盾のようなものが発生する。盾は自分に向かって飛んでくる青い光を受け止めると、勢いを殺すことなく、新たに慎太郎のほうに向かって撃ち出した。

「ッ―――」

　反射的に横に跳び、撃ち出された青い光をかわす。青い光は、慎太郎の背後にある屋敷の壁やふすまなど、進行方向上にある全すべてを抉えぐり倒して突き抜けていった。

「な……………」

　すぐには言葉が出なかった。

　撃ち出された青い光は砲弾と呼んでも差しさわりがないほどの威力を持っており、通り道にあった物は、原形をとどめない無残な姿を晒さらしていた。

「しっかり狙ねらえよクソバカブス女。テメエは俺おれがいねえと何もできねえ無能なクソ女なんだから、俺の手を煩わせるようなことしてんじゃねえよ」

　電話の相手に向かって、男は変わらない態度で変わらない暴言を吐き続ける。会話の内容から、この出来事と通話中の相手は関係があるようだ。

　流星みたいに飛んでくる、青い光……見たことあるぞ。これは、あの人の……

「おいッ」

　慎太郎は立ち上がると、大きな声で男を呼んだ。

「あん？　何だよ？」

「お前が今かけてる電話の相手は――」

　彼女は、自由自在に空を翔かける青い流星を操っていた。

「――シノさんかッ？」

　意外そうな顔をした後、男は人を見下している最高に不愉快な顔で笑った。だが、慎太郎の問いかけには答えない。代わりに手の平を握ると、親指だけを立て、地面に向かって突きつけた。

「おい。喜べよ。テメエの恋人はテメエの正体に気づいたみたいだぜ。何か言いたいことでもあるんだったら言えよ。テメエのきたねえ声の代わりに俺おれが言っといてやるぜ」

　間違いなく、電話の相手はシノのようだ。そして、シノが身につけていた赤い十字架と同じ物を身につけているこの男は、シノと同じ種類の人間のはずで、その目的は――

　俺を狙ねらっているのか……くそッ。確かに、復ふく讐しゆうにいくって感じのことは言ってたけど、まさか、こんなに早く、しかもこんなやり方で狙ってくるなんて……

　前に見たシノの矢の威力はこれほどのものではなかった。自動追尾という厄介な能力を持っていても、こんな常識外れの威力は持っていなかった。

　離れた場所からシノさんがあの青い光を撃ち出してるんだ。それを、あの男が受け止めてはね返してるみたいだけど……それにしても、何なんだこの威力は。

　粉砕された家財を一いち瞥べつする。この威力を正面から受けたら、どんな人間の、どんな体だって壊されてしまう。

　今度の矢は、命中率よりも威力を上げたっていうことか……でも、それだったら、あの男は何でそんな矢を受け止められるんだ。

　状況を理解し対策を立てる前に、男から聞かなければいけないことがたくさんあった。だが、あの不愉快な性格をした男が、聞かれたことにまともに答えるとは思えない。

　目の前にいる慎しん太た郎ろうを完全に無視し、男は通話を続けていた。

「ハハ、バーカ。何信じてんだよ。何で俺がテメエの伝言をわざわざ伝えてやらねえといけねえんだよ。言いたいことがあるんだったらテメエで言え、バーカ。カース。ブース。クソッタレで性格と顔面が悪いクソ女」

　男は楽しそうに、電話の相手に向かって暴言を吐きまくっていた。愉ゆ悦えつが混じった顔で悪口を並べ、聞いているだけの慎太郎も気分が悪くなってくる。

　そんな暴言を向けられている当人はもっと気分が悪いだろう。

　さっきと同じように青い光が飛んできたと思ったら、今度は男が立っているすぐ近くの足場を貫いていった。

　予期していなかった衝撃に、男はバランスを崩す。

「どわッ。テメエッ、何しやがる。俺の合図なしにいきなり撃ってくんじゃねえよ。危ねえだろうがッ、クソッタレがッ」

　興奮した顔で文句を言う姿は、演技ではなく本気だった。

　この男はシノの仲間……のはずだが、もしかすると違うかもしれない。必死になって電話に向かって文句を言っている姿を見ていると、そう思えてきてしまった。

「ッたく。わかったよ。テメエが認めたくねえ事実を言うのは別の機会にしてやる。今はちゃんとした用事があるんだから……テメエもちゃんと合わせろよ」

　口くち喧げん嘩かが終わると、男の空気は一変した。

　慎太郎も気持ちを空気に合わせていく。

「おい。事情は、説明しなくてもわかるだろ。悪いけど、お前は少しどこかに隠れててくれ。今のを見てたらわかると思うけど……ちょっと面倒そうだから、お前を満足に守ってやれそうにないんだ」

　肩に乗っている猫の服を掴つかんで、持ち上げようとする。事情が事情なので素直に離れると思っていたのだが、意外にもイリスは服に爪つめを立てて、慎しん太た郎ろうの肩から離れようとはしなかった。

「私もシンタロウと一緒に戦うぞ。あの男は顔や態度や声や眼めの位置や口の開き方や髪の生え方など、気に入らんところが腐るほどある。だから、私もシンタロウと一緒にあいつを八つ裂きに……」

「無茶言うなよ。その前にこっちが串くし刺ざしにされる。イラつく気持ちもわかるけど、今はわがままを言ってる場合じゃないだろ。だから……」

「……私は、邪魔か？」

　普段強気のイリスが悲しげな声でそう言ったから、そんな状況ではないのがわかっているが、慎太郎は震えてしまった。

　そういうギャップを見せるのは、こういう緊急事態でないときにしてほしい。

「邪魔じゃない。邪魔じゃないけど……今はそういうときじゃないんだ。頭がいいお前だったらわかるだろ？　お姫様は、戦場にはいかないもんなんだよ」

「シンタロウ……わかった。だったら、この場からは避難しておいてやる。だが、私のものであるお前が、勝手にあんな下らん男に傷つけられるのは許さんぞ。だから絶対に……」

「わかってるよ。お前のために、俺おれはあいつに勝ってやるよ」

　イリスは納得した表情をしていた。だが、心配そうな色は消えていない。

「シンタロウ……シンタロウの分際で、私に心配をさせるのは許さんぞ。だから、だから……」

「お前も、俺に心配させないでくれよ」

「……わかった」

　渋しぶ々しぶといった様子で答えると、イリスは慎太郎の肩を降りてどこかへと走り去ってしまった。

　これで、自分以外の心配をする必要がなくなる。

「クソきたねえクソ猫がいなくなったところで、何もかわりゃあしねえぜクソッタレ」

「クソきたねえ言葉遣いで、あいつのことを偉そうに喋しやべるなよ」

「けッ。ほざけよ、クソッタレ」

　金髪の男が呼吸を整えながら、その瞬間に時間を合わせてくる。さっきと同じ一撃が来るのは明白だったが、対策がわからないので下へ手たに動くことができない。

　撃ち出された一撃を避けることを念頭に、慎太郎は次の攻撃を迎え撃つことにした。

　最大まで集中を高める。だから、ついそれを忘れてしまっていた。

　ここは、戦う場所ではなく自宅だったということを。

「慎しん太た郎ろう。何か、凄すさまじい音がしたようですが……」

「ね、姉さんッ。駄目だッ。今は――」

　様子を窺うかがうために姿を現したのは姉の静しず華かだった。

　体中の血液が凍りついたような戦せん慄りつ。しかし、どんな事情があっても、撃ち出された時間は止まらない。

　青い閃せん光こうが奔はしる。

　自身に向かってきた青い光を、男が作り出した透明な盾が受け止める。そして、更なる一いつ閃せんとして、慎太郎たちのほうに向かって撃ち出してきた。

「くそッ」

　屋敷の中へと駆け出し、体を押し倒して静華を庇かばう。そのそばを、青き一閃は突き抜けていった。

　爆音が起こり、物が砕け散り、道が裂ける。

　矢は全すべてを薙なぎ倒して、進行上にあるものを抉えぐり取っていった。

「くそ。無茶苦茶だな……」

　惨状を確認すると、慎太郎は腕の中にいる静華の状態を確認した。

「あ……」

　静華の頭から赤い血が零こぼれ落ちていた。

　そばに青い矢によって吹っ飛ばされた家の破片が転がっている。恐らくは、爆砕の際にそれが頭を直撃したのだろう。

「姉さん……大丈夫ですか？」

　恐る恐る静華の反応を窺う。幸いにも、返ってくる反応にはそれなりの力があった。

「慎太郎……ごめんなさい。状況を確認せずに、我が身を危険に晒さらすようなことをしてしまって……私のことは気にしなくていいですから、あなたは、あなたのすべきことをしなさい」

「姉さん……」

　多分精一杯の力で、静華は慎太郎の手を握った。

　手の平のぬくもりは、慎太郎の胸にある余計な感情を全て消し去っていった。

「わかりました。俺おれは俺がやらないといけないことをしますから……姉さんは、そのまま姿勢を低くして隠れていてください」

「はい」

　破片が広がる畳の上に静華を寝かせたまま、慎太郎は立ち上がった。余計な感情が全て消え去った後、残ったのは蒼あおい炎のような熱い激情だけだった。

「いい加減にしろよ、お前……狙ねらうんだったら俺おれだけ狙ってこいッ」

「なに気取ってんだよクソッタレが。狙ってほしかったら、俺だけ狙ってくださいって頭下げろよ」

　そして男は親指を地面に向かって突きつける。

　その挑発が決定的だった。弾はじかれたように、慎しん太た郎ろうは塀の上から自分を見下ろしている男に向かって飛び掛かっていこうとした。



　予告もなく、空を空き缶が舞った。



　金髪の男に向かって投げられた空き缶。金髪の男は死角からの投とう擲てきに驚き、若干大きなアクションで空き缶を弾き落とした。

　弾き落とされた空き缶。

　それは、トマトジュースの空き缶だった。

「可愛かわいげのないことしてるんじゃないわよ、坊や。攻撃するにも、もっとやり方ってものがあるでしょう。男と男の喧けん嘩かだったら、もっと格好よく一騎打ちって感じでやらないと。そうじゃないと、坊やだけじゃなくて、坊やの上司も格好悪くみられちゃうわよ」

　乱入者は女性だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　それも、記憶にあるままの自由気ままな顔をした、あの人だった。

「何だよババア。説教だったら、ここじゃなくて別のところでやれよ」

「バ、ババア……………なによ。見た目は少しいけてるかなって思ったけど、精神構造がすさまじく歪ゆがんでるみたいね。いいわ。そういう生意気な子供には、お姉さんが色々教えてあげる」

　女性はロングコートから扇せん子すを取り出した。それも、慎しん太た郎ろうの記憶の中にあるのと同じものだった。

「派手なことはあたしも嫌いじゃないけど、やっぱり男の子の喧けん嘩かはグーで思いっきり殴りあうようにしないと。相手の射程外からの長距離射撃なんてダサいことしてると、そのうち中身まで救いようがないダサい男になっちゃうわよ」

「うるせえよ。地味で時代遅れのババアは生まれた時代に帰って恐竜と遊んでろ」

「むかッ。誰だれが白はく亜あ紀きの生まれなのよ。あたしはこう見えても肌がピチピチで、恐竜よりは赤ん坊のお尻しりに近いんだから」

「しらねえよ、ババア」

「もう、可愛かわいくないガキね」

　口くち喧げん嘩かをしながらも、女性は隙すきを見つけると、持っていた扇子を金髪の男に向かって振った。

　その動きに合わせて風が起こる。その風の強さが、半はん端ぱではなかった。

　さすがに体を浮かせるほどの力はないが、たじろがせるほどの威力は充分にある。金髪の男は両手で風を防ぐと、塀から落ちないようにその場で踏ん張った。

「てっめえ……何しやがる。ババアの嫌がらせは口うるさい小言だけにしとけよ」

「小言を言ってもらえるだけ感謝しなさい。本気で踏み潰つぶす気だったら、文句なんて言わないでさっさと踏み潰してやってるんだから」

「なんだと……」

　精神的に優位に立っているのは女性のようだった。

　金髪の男も余裕を持って接しているが、それ以上に警戒心が表に出てしまっている。

　奥の手だったらたくさんあるけど、どれが見たい？

　そんな女性の雰ふん囲い気きに、金髪の男は少しずつ引きずり込まれそうになっていた。

「……ババア。テメエは何だ？　テメエも一いつ色しきに関係ある人間か？」

「うふ。ごめんなさーい。ババアだから若い子の言ってる言葉の意味がよくわからないわ。それよりも、坊やは自分の心配をしたらどうなの？　このまま喧嘩したら、ここで坊やの天命が尽きちゃうわよ」

「なに言ってやがる。風しか起こせねえ扇風機みてえなババアに何ができるって言うんだ」

「そうね。確かに、風しか起こせないかもしれないけど……もしもその風が、お仲間の砲撃が来たときに吹いたらどうなるかしら。吹けよ東南の風って感じで、坊やはとんでもないことになっちゃうかもね」

「ツッ……………」

　金髪の男の顔が、一気に変わった。

　セリフの意味は、慎しん太た郎ろうにもわかった。

　遠くから撃ち出されてくる青い砲撃をはね返すことで金髪の男はこちらを攻撃している。

　もしも、はね返す瞬間に何らかの邪魔が入って、はね返すことを失敗したとしたら……

　結果は考えるまでもない。

　全すべてをなぎ倒す青い矢が、金髪の男の体を貫くだけだ。

「さあ。どうするの？　口が生意気な坊や。命を賭かけ金にして、それでも遊びたいって言うんだったら、気が済むまでお姉さんが付き合ってあげるわよ」

「……………」

　金髪の男は何も言わなかった。忌いま々いましそうな眼めで女性を睨にらむと、返す刀で慎太郎を睨んできた。

「ちッ。肌の張りと可愛かわいさの欠片かけらもねえクソッタレが……人の邪魔をするなって習わなかったのかよ……ったく」

　人を不愉快にさせる一言を発すると、男は右手に握っている携帯を自分の顔に寄せた。

　どうやらまだ、通話自体は途切れてないようだ。

「おい、クソ女……邪魔が入った。ここで帰ると逃げるみてえだけどしょうがねえ。いったん退ひくからな」

　用件だけ伝えると、男は携帯を切ってジャケットのポケットにしまった。次の行動ははっきりしている。口にしたままの行動を、男はためらうことなく実行した。

「じゃあな。クソッタレども。多分また顔を合わせるだろうから、そのときはさっさと死んでくれ。どうせ俺おれの命じゃないんだから」

「おいッ。待てよお前ッ。ここまでしておいて、逃げ――」

　男は言いたいことだけを言うと、慎太郎の言うことを一切聞かず立ち去っていった。

　急転した状況は予告もなく終結した。突然現れて好き勝手に場を壊していき、突然去っていった男に、慎太郎は呆あきれるしかなかった。

「何だよあいつ……最悪だ……今まで出会った人間の中で、ダントツに最悪だ」

　爆撃を受けたような家を見つめ、そんな一言しか言えなかった。

「……」

　あの男の後片付けとして、やらなくてはいけないことはたくさんあった。だがそれよりも、今はそこにいる女性のほうが気になった。

「再会にしてはちょっと色気が足りないみたいだけど……まあ、しょうがないか」

　女性は愛あい嬌きようのある顔で慎しん太た郎ろうに微笑ほほえむと、持っていた扇せん子すで自分の顔を軽く扇あおいだ。

「お久しぶり、坊や。元気だった？」

「はい。お久しぶりです。ソラさん……」

　ずっと昔に戦い方を教えてくれた女性。

　いつまでも忘れないと思っていたその名前を、慎太郎は口に出して呼んだ。



    

  
    
      


３「戦う理由」



「そいつなら知ってる。前の戦いで、俺おれたちにちょっかいを出してきた奴やつだ。名前は確か、ステイとか言ってたな」

　慎太郎の話を聞くと、十とお夜やは溢あふれ出そうな怒りを抑おさえながらそう言った。

　襲撃を受けた翌日。一面がガラス張りになっている病院の食堂で、慎太郎と十夜は向かい合って話をしていた。

　正体不明の男が立ち去った後、静しず華かは一いつ色しきの関係者と連絡を取り、ことの収拾に当たった。連絡を受けた一色側の行動は早く、何も聞かずに屋敷の修復をすると何も言わずに立ち去っていった。そしてその流れとして、頭に怪け我がを負おっている静華は治療のためにこの病院に入院することになった。

　学校帰りに病院を訪れた慎太郎は、そこで、静華の入院を知り駆けつけてきた十夜と遭遇した。

　そして今、静華が入院することになった経緯を説明しているのだった。

「とにかくむかつく野郎だった。だから、今でもはっきり覚えてるが……くそ。静華さんを怪我させるくらいだったら、あのとき迷わずあいつをぶっ壊しておけば……」

　十とお夜やの怒気は凄すさまじかった。

　幼おさな馴な染じみの慎しん太た郎ろうでも、威圧に押されて気を遣ってしまいそうになる。

「トーヤ。何か買ってくるから、お金ちょうだい」

　その怒気をまったく気にしないのが、十夜の式しき神がみであるミアという名前の少女だった。

　誰だれもが振り返るきれいな銀髪。今日はちゃんと自分の服を着ており、冬用のコートのようなフワフワがついた暖かそうな服を身に纏まとっている。

　そのまま子供服のモデルになれそうな可愛かわいらしさ。だが、一つおかしなところがあった。

　ミアはぬいぐるみを抱き締めていた。その、抱き締めているぬいぐるみの可愛さが、慎太郎にはちょっと理解できない。

　腹巻をしてステテコをはいた人相の悪い熊くまが、腹にナイフを突き立てられて苦く悶もんの表情を浮かべ悶もん絶ぜつしている。仁にん侠きよう映画に出てきそうなシーンを擬人化した熊で再現しているそのぬいぐるみの可愛らしさが、慎太郎には今ひとつ理解できない。

　だが、本人にとっては大切な物のようで、ミアは大事そうに、刺されて悶絶している熊を抱き締めていた。

「ほら。あんまり無駄遣いするなよ」

　ミアのおねだりを聞き、十夜は財布から紙幣を一枚抜いてミアに手渡す。「ありがとう」と言ってお金を受け取ると、ミアは早足で売店のほうに向かっていった。

「なあ、あの子が持ってる人形って何なんだ？」

　どうでもいいことなのだが、気になったのでつい聞いてしまった。

「あれか。あれは『仁義なき熊さんシリーズ』の三作目で、確か、『やりやがったなコンチクショウ』だったと思うが」

　答えた十夜の顔は嘘うそみたいに真面目まじめだった。どうやら、おちょくられているわけではないようだ。

「『仁義なき熊さんシリーズ』……」

「あいつの趣味だよ。あいつはああいうわけのわからない物が好きなんだ。あの人形だって、ゲームセンターの前で見つけて無理やり取らされたもんで……俺おれも何が可愛いのかさっぱりわからん」

「そ、そっか……変わった子なんだな」

「代わりに、猫みたいに一般的に可愛いと思われてる動物は嫌いらしい。野良猫を見つけたら、何も言わずに蹴けっ飛ばそうとしてるからな」

　初対面で猫のイリスが蹴っ飛ばされた謎なぞが解けた。変人と変人が遭遇して、理解できない化学反応が起こったということなのだろう。

「それより話を戻すぞ。静しず華かさんを怪け我がさせたあの野郎は、今どこで何をしてるんだ？」

「さあ。目的は果たしたって感じのことを言ってどっか行ったけど……」

　椅い子すを飛ばす勢いで十とお夜やが立ち上がる。

「そのどっかを聞いてんだろうがッ」

　そして、十夜は慎しん太た郎ろうの首元を強く掴つかんだ。周りにいた人間はみんな息を飲んで、二人に注目する。

　その空気に触れ、十夜は冷静さを取り戻した。

「わ、悪い……つい、カッとなって……」

　首元を掴んでいた手を放し、慎太郎に謝罪する。特に驚いていなかった慎太郎は、掴まれた首元の乱れをおちついて直した。

「あの野郎の目的ってのは何だったんだ？　何でそれで、静しず華かさんが怪け我がすることになったんだ？」

「それは俺おれもわからない。突然来て、突然去っていっただけなんだから」

「………そうか」

　行き場を失なくした怒気が落胆に変わる。静華のこととなると見境を失くすのは、十夜の悪い癖だった。

　嫌な沈黙が訪れ、会話が続かなくなる。

　売店で買い物を終えたミアが、その横を通り過ぎていった。

　な、何だあの子……なんであんな、三つも弁当を持ってるんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　帰ってきたミアは、大人おとなが食べるような弁当を三つ持っていた。話をしている慎しん太た郎ろうたちを気遣い、ミアは十とお夜やの後ろの席に座る。

　十夜の体の陰になり、何をしているのか見えなくなる。覗のぞき込もうとも思ったが、正面で落胆している十夜に悪いと思い遠慮した。

「お前がいれば、静しず華かさんは安全だと思ったんだがな」

　悔しそうに十夜が呟つぶやく。その思いは、慎太郎も同じだった。

「悪いな。俺おれも、できる限りのことはしたつもりだったけど」

　慎太郎が素直に謝ったことで、十夜は自分のセリフの女め々めしさを自覚したようだった。

「……………そうだな。お前がいたから、怪け我がだけで済んだっていう風にも考えられるんだよな。さっきといい今といい、悪い。お前を責めるつもりはないんだ。ただ、静華さんがあの野郎に怪我させられたと思ったら、我慢できなくて――」

　何かを握っていたら、そのまま粉々に握りつくしてしまいそうな迫力だった。それほど強く、十夜は静華のことを想おもっているのだ。

「さっき、前の戦いで俺たちにちょっかいを出してきたって言ってたけど」

「ああ。『王族の血統ロイヤルブラツド』って組織の人間で、一いつ色しきの力を狙ねらっているらしい。それで、一色にかかわる人間は排除するって感じのことを言ってたが……まさか、次に慎太郎のほうにいくとはな」

『王族の血統』

　前の戦いで慎太郎にちょっかいを出してきたシノも、その組織の名前を口にした。どうやら、慎太郎たちにはシノが、十夜たちのほうにはあの男が、という風に役割分担をしていたようだ。

　それが結託して、慎太郎一人を狙ってきた。今回の出来事は、そういうことなのだろう。

　会話が途切れ、おもむろに十夜が立ち上がる。

「まあいい。ここで俺たちが何を話し合ってたって何の意味もねえ。それに、まだ俺たちの戦いは決着がついてねえんだ。このままいつまでも仲良く話し合うってわけにもいかないだろ」

「十夜……」

「俺はこれから静華さんの病室に行く。お前はどうするんだ？」

「俺はもう姉さんの顔を見たから、いったん帰るよ」

「そうか。じゃあ、ここでお別れだな」

「ああ」

　誰だれかを探している様子で、十夜が辺りを見回す。話に夢中で、ミアがどこにいったのかを把握していないようだ。

「ミアちゃんだったらお前の後ろだけど」

　慎しん太た郎ろうがそれを教えると、十とお夜やは振り返り、後ろの席に座っていたミアを確認した。

　弁当を食べている途中だったようで、ミアの口はせわしなく動いている。

　三つあった弁当は、全すべて空からになっていた。

「食い終わったか？」

　十夜に聞かれ、ミアは首を縦に振る。ミアが空にした弁当の量を見ても十夜は顔色を変えない。むしろ、それが当然であるといった顔をしている。

「三つか……たったそれだけで足りるのか？」

　十夜が口にした言葉を聞き、顔色を変えたのは慎太郎のほうだった。

　何言ってるんだ、あいつ。あんな小さな子があんなに食べて、足りないなんて……

　ミアは首を横に振る。そして、可愛かわいい声で「足りない」と言った。

「……」

　驚きよう愕がくして言葉を失う慎太郎を無視して、二人の会話は進む。

「我慢できるか？　俺おれはこれから大事な人に会いに行くが、お前はここでまだ食べ続けてたほうがいいか？」

「トーヤが行くんだったら、ミアも行く」

「わかった。ただし、わがままとか言うんじゃないぞ」

　コクコクと素早く頷うなずくと、ミアは席を立って十夜の服の裾すそを掴つかんだ。片手には、お気に入りの悪趣味な熊くまのぬいぐるみを抱いている。

「じゃあな、慎太郎」

　最後にそう言って、十夜とミアの二人は病室のほうへと姿を消していった。

　底なしにおかしな二人だった。ただ、仲はよさそうだった。

　十夜も、式しき神がみでは苦労してるんだな……

　留守番している猫を思い出すと、慎太郎は十夜に同情せずにはいられなかった。



　病院を出ると、慎太郎は寄り道もせずにすぐに帰ろうと思った。昨日の今日で再び家が襲撃されるというのは考えにくいが、襲撃がないという保証もない。なので、用心のためにも早く帰りたかった。

「……ソラ、さん」

　帰るつもりだった足が自然に止まる。

　外に出てすぐ、病院の庭先にあるベンチにソラが座っていた。何をするわけでもなく、のんびりとした顔で時間を潰つぶしている。

　金髪の男に襲撃され、ソラに助けられてから、怪け我がをした静しず華かの世話や、破壊された屋敷の後片付けなどをしているうちに、気がつけばソラはいなくなっていた。

　だから、簡単な挨あい拶さつを交わしただけで、話したかったことなどは何も話せていない。

　慎しん太た郎ろうの気配を感じて視線を上げると、ソラは人ひと懐なつっこいいつもの顔をして笑った。

「ハロー、坊や。昨日は話ができる感じじゃなかったから、黙って帰っちゃったけど……今日は時間、空いてる？」

「時間だったら空いてますけど……何か、用ですか？」

「用だったら確かにあるけど……それ以上に、久しぶりに坊やと話がしたいのよ。迷惑だったらさっさと用を終わらせてあたしは立ち去るけど……どうする？」

　答えだったら決まっていた。

　話をしたいのは慎太郎も同じだ。

　返事をするよりも早く、慎太郎はソラの隣に腰を下ろした。

　足を組んで座っているソラは扇せん子すを取り出すと、おもむろに自分の顔を扇あおぎ始めた。

「ええっと……何から話したらいいのか、よくわからないんですけど……とりあえず、お久しぶりです」

　話の糸口を作ったのは、慎太郎だった。

「ええそうね。お久しぶり、坊や。しばらく見ないうちに大きくなっちゃって。もう坊やなんて呼べないわね。まあ、あたしは全然気にせず坊やって呼び続けると思うけど」

「はあ。そうですか……」

　二人の間に流れる時間が自然とゆったりとしたものになっていく。きっと、ソラ自身が持つ不思議な魅力のせいだろう。その魅力が邪魔をして聞きたいことが要領よく聞けない。

　頭の中で質問をまとめる慎太郎にソラが微笑ほほえみかける。手に持っていた扇子をたたむと、世間話をするようなノリで話を始めた。

「おめでたいのかどうかはわからないけど……とりあえずおめでとう。一いつ色しきの戦い、最後まで残ったんですってね」

　予期せぬ言葉に、若干面食らった。

「あ、ありがとうございます……いや、そうじゃなくて、どうしてソラさんがそれを？」

「あら、だって当然じゃない。今の一色はあたしのお父さんだもの」

「お、お父さんッ？」

　驚く慎太郎の声は、まったく余裕が感じられない子供っぽいものだった。

「ソラさんが一色……え、どういう……」

　再び扇子を広げ、ソラはそれで自分の唇を覆おおい隠す。年上の魅力溢あふれる顔が一転、唇を隠したまま悪戯いたずらに成功した子供のように笑う。

「そんなに慌あわてないでよ。事実っていうものを教えてあげただけなんだから。動揺するよりは、理解するほうに頭を使いなさい」

　そう言うと、頭を冷やせといわんばかりに、ソラは扇子で風を送ってきた。

　風を受け、慎太郎の前髪がわずかに揺れる。

「色々と世界をうろついてたんだけどね、最後の戦いが近いってことでお父さんに呼び戻されたのよ。それで、聞いたら昔の縁がある坊やが最後の戦いに残ってるっていうから、今回は挨あい拶さつもかねて顔を見に来たのよ。お姉さんは嬉うれしいわ。草ぞう履りを売っていた坊やが、まさか王様に一番近いところまで残ってるなんて」

「草履を売ってたことはないですけど……」

「いいのよあたしの趣味なんだから。そこは黙って聞き流しなさい」

　ピシャリと慎しん太た郎ろうの反論を打ち切り、ピシャリと扇せん子すをたたむ。どうやら、広げたりたたんだりするのはソラの癖のようだ。

「というわけで、坊やと十とお夜やくんの最後の戦いはあたしが審判するから、よろしく。賄わい賂ろは絶好調受付中だから。あたしが気に入りそうなものがあったら気兼ねなく持ってきてね」

　意味深でありながら、まったく意味がないであろうウィンクが飛んでくる。

「ソ、ソラさんが立会人をするんですか……でも、それだったら、ソラさんじゃなくて陣じん内ないさんがいるんじゃあ……」

　陣内というのは、ソラとは別にいる、一いつ色しきの戦いの監視者だ。眼鏡をかけた知的な男性で、今までの戦いは全すべて彼の監視下で行なわれてきた。与えられた役割を淡々とこなし、必要以上に戦いに絡んでこない陣内は、監視者として適任であったと思う。

　それが突然交代だと聞かされたら、慎太郎でなくても理由が知りたくなる。

「ああ、それだったら別に深い理由はないわよ。最初から最後の戦いになったらあたしが審判……っていうか、立会人をするって決まっていたから。陣内とあたしが替わるってことに深い意味はないわよ。なに？　もしかして先走って、陣内にかなりの賄賂でも贈っちゃったの？　だったら残念ね。それは全部無駄ってことになっちゃったから」

「いや、賄賂は別に贈ってないから、大丈夫です」

　慎太郎が答えると、ソラはつまらなそうに「あ、そうなの」と言った。人を食った飄ひよう々ひようとした態度のせいで、どこまで本気なのかよくわからない。

「まあ、とにかく、最初から決まってたことだから、最後の戦いはあたしが審判をするわ。陣内のほうは、坊やが気にする必要はないわよ。あいつだって、それがわかってて今まで雑用をしてたわけなんだから。それに……………」

「それに？」

「いや、いいわ。これは別に坊やたちには関係ない話だから」

　人ひと懐なつっこそうな顔から、隠し切れなかった真面目まじめな表情が零こぼれ落ちている。だがすぐに、その表情は消えてなくなってしまった。

「まあ、こっちの話はつまんないからやめましょう。坊やが聞いても得する話ってわけでもないし、それに、今日はそんな話をしに来たわけじゃないんだから」

　話題が変わるタイミングに合わせ、ソラは手に持っている扇子を広げた。

「でも、坊やが最後の二人に残ってるって聞いて、正直驚いた。遠い昔に戦い方を教えてあげた仲だけど、正直期待はしてなかったのよね」

「そ、そうなんですか？」

「ええそうよ。あの日あたしが坊やの前に現れたのも、別に坊やだからってわけじゃないのよ。一いつ色しきになる権利を持ってる人間だったら誰だれでもよかったの。それがたまたま坊やだったっていうだけの話よ」

「……はっきり言うんですね」

「坊やとあたしの仲だからね。包み隠さず話さないと水臭いでしょ」

　にこっと笑う顔は本当に子供っぽい。

　間違いなく年上なのだが、そう思わせない雰ふん囲い気きがあった。

「まさか……あのときの坊やが、遊ゆう馬まちゃんに勝つなんて夢にも思わなかったわ」

　ソラの口からこぼれるように発せられた、遊馬という名前。

　慎しん太た郎ろうの体は、自然と硬くなった。

「ソラさんは……一色って人の子供なんですよね？　じゃあ、あいつは……新しん堂どうとは……」

　慎太郎の緊張とは逆に、ソラの顔に浮かぶ笑みは軽い。

「遊馬ちゃんとは姉弟きようだいってことになるわね。お母さんが違うから、正式にいったら異母姉弟ってことになるけど……まあ、昔から可愛かわいげのないクソ生意気な根暗だったわね、あの子は。あたしも暴力であの性格をどうにかしようと思ったこともあったけど、暴力に関しては馬ば鹿かみたいに強い子だったから……遠くから見つめては、悪口言って逃げてたわね。懐かしい思い出よ。うん」

　勝手に納得して一人で頷うなずく。とてもではないが、終始軽い調子のこの女性が、新堂遊馬の姉とは思えなかった。

　新堂遊馬というのは、一色の戦いにおいて慎太郎が戦った相手の名前だった。どんな人物かと聞かれたら説明が難しいが、とにかく、馬鹿みたいに強かったのだけは間違いない。結果として、慎太郎は彼に勝ったことになっているが、本人はそう思っていない。

　もっと真面目まじめに、もっとゆるぎない理由を持って遊馬が戦っていたとしたら、きっと結果は違ったものになっていただろう。そう断言できるほど、彼は何かが違う生き物だった。

「でも、根っからの根暗ってわけでもなくて……あの子はあの子で、色々とあったわけなのよね。性根の部分は優しい子だと思うから、今度会ったら坊やも友達になってあげてね」

「俺おれは、そうは思いませんけど……」

「あら、どうして？」

「あいつのせいで、相そう馬まは……………ええっと、俺の友達は怪け我がしたんです。本当に優しかったら、そんなことはしないと思いますし……」

　相馬というのは、慎太郎と親しい仲にある少女の名前だ。彼女も一色の戦いの参加者だったのだが、遊ゆう馬まとの戦いにおいてその権利を失っている。また、その際に腕の筋を切られるという重症も負おっている。その事実がある限り、慎しん太た郎ろうは遊馬のことが一生好きにはなれないだろう。

「それは逆恨みよ、坊や。彼女は彼女で、それだけの覚悟を持ってたわけなんだから。たとえ何があったとしても、それで相手を恨むのはおかしいわ」

「でも、あいつくらい強かったら……相手に怪け我がをさせないで勝つっていうのも簡単にできたと思いますし……」

　頑かたくなに遊馬を批判する慎太郎を前に、ソラはふうっとため息をついた。

「あの子……相そう馬ま、香か澄すみちゃんだったっけ。彼女は、遊馬ちゃんと戦うことで一番安全に一いつ色しきの戦いから身を引くことができたのよ」

「な、何でですか？　相馬はあいつに腕の筋を切られたんですよ。幸い、完全に握力がなくなるっていうほどの大おお怪け我がじゃなかったですけど……それでも、あいつのせいで、相馬は……」

「そうね。だからこそ、香澄ちゃんは完全に一色の戦いから身を引くことができたんじゃない」

「……」

「その怪我が中途半はん端ぱな怪我だったら、香澄ちゃんはまた戦おうとしたと思うわよ。だって、それだけの理由があの子にもあったんでしょ。だから遊馬ちゃんは、もう二度とそんな気を起こさないだけの怪我をさせようと思ったのよ」

　それは、慎太郎が一度も考えたことがない可能性だった。完全に諦あきらめさせるという意味では、確かに間違った方法ではない。

「本当に大怪我をさせようと思ったんだったら、他にも色んな方法があったはずよ。実際、遊馬ちゃんはどんな方法でも実行できるほど、馬ば鹿かみたいに強いわけなんだから。でも、それらをしないで、わざわざ腕の筋を切るっていう繊細で面倒な方法を取った。それがあの子の気持ちだっていう風に、坊やは考えられない？」

　反論する部分が見当たらなかった。いや、それよりも、そこまで考えたことがなかった。

　あの時は、ただ遊馬が憎くて、戦いを挑んで……いきつくところまで、いきかけて……

　今更誤解だったなんて、口が裂けても言えるわけがない。

「……でも、それは全部、ソラさんの想像じゃないですか。実際、あいつがそんな風に考えてたなんて証拠はないわけなんですから……」

　二度目となるソラのため息。子供のわがままに、呆あきれているといった感じだ。

「まあ、そこは坊やたちが納得するようにまとめたらいいと思うわ。坊やのいうとおり、所しよ詮せんは全部あたしの想像なんだから。それに、クソ生意気で根暗な弟の弁護も面倒くさいし……ま、この話はここまでってことにしておきましょう」

　音を立て、ソラが広げていた扇せん子すをたたむ。慎しん太た郎ろうとしても、もうこれ以上この話をするのは避けたいところだが、最後に一つ聞いておきたかった。

「あの……知ってたらでいいんですけど」

「なに？　大丈夫よ、気を遣わなくても。どうせ知ってることしか教えてあげられないんだから」

「じゃあ聞きますけど……新しん堂どうは、今、何をしてるんですか？」

　何でもないことのように、ソラは答える。

「坊やとの戦いの後は、しばらくアホみたいにぼうっとしてたらしいけど……今は、お父さんに言われてどっかで喧けん嘩かしてるみたいよ。世界の半分くらいは一いつ色しきの敵なんだから、遊ゆう馬まちゃんとしても喧嘩をする相手には困らないでしょうね」

「そう、ですか……」

　再び出会い、戦うことを恐れているのか。

　曖あい昧まいだった、あのときの戦いの決着をつけたいのか。

　それとも、何か別の理由があったのか。

　何を思ってそんな質問をしたのか。慎太郎本人にもわからなかった。

「坊やにも思うところがあるんでしょうけど……まあ、少なくとも新しい一色が決まるまでは遊馬ちゃんが帰ってくる予定はないから、安心してちょうだい」

　さて、と一声発し、ソラが立ち上がる。

「今日は久しぶりに坊やと話したわけなんだけど……変わってないみたいで安心したわ。本当はもっと話したいところなんだけど、坊やとばっかり話すのも不公平でしょ。相手である十とお夜やくんがいて、あたしは中立な立場でいないといけないんだから……そこら辺はフェアじゃないとね。お父さんに怒られるわ」

「……それにしては、露ろ骨こつに賄わい賂ろを求めてましたけど」

「バレなきゃいいのよ。だから坊や。賄賂を贈るときは上じよう手ずに贈ってね。あたしも、上手に受け取るから」

　冗談めかせた顔でにこっと笑う。相変わらず、つかみ所のない人だった。

　広げた扇子をたたむ。

　ソラは、似合わない真面目まじめな顔をしていた。

「坊やとの思い出話はこれでお終しまい。これから、坊やにとって一番大切な話をするわ」

　慎太郎を見つめる瞳ひとみは、強く真まっ直すぐなもので、責任ある、大人おとなの瞳だった。

「今日、坊やに会いにきた一番の理由。十夜くんとの最後の戦いの日付が決まったから、それを坊やに教えてあげる。今日から一週間後。その日が、一色になるための最後の戦いの日よ」

　呼吸が止まる。

　自覚できないほど弱く、だが確実に、慎しん太た郎ろうは興奮していた。

「場所は改めて連絡するわ。だからそれまで生き延びて、ちゃんと準備をしておいてね」

　強い眼まな差ざしで、慎太郎は自分を見つめるソラに向かって「はい」と答えた。

「いい顔ね。昔の坊やよりは、ちょっぴり大人おとなになったってことでしょうね」

　話が終わると、ソラは挨あい拶さつもなく立ち去っていこうとする。用が済んだ後の別れは、あの頃ころと同じで素っ気ないものだった。

「あ、そうだ坊や。最後に言い忘れてたんだけど……坊やが襲撃されたことを受けて、こっちとしても、坊やに警護をつけることにしたから」

「えッ。警護って……」

「大丈夫よ。警護っていっても、筋肉隆りゆう々りゆうの黒服が坊やのそばにつきっきりってわけじゃないから。ちゃんと坊やの知ってる子で、同じ学校に通ってて、一いつ色しきになれる権利を持つくらい強い子を、坊やにはつけてあげたから」

「え、それって……」

「今日からしばらく坊やの家に住み着くことになると思うけど、優しくしてあげてね。じゃああたし、これから十とお夜やくんに日付が決まったことの報告にいくから。バイバーイ」

　背中を向けて手を振って、軽い調子でソラは立ち去っていった。

　一人になった慎太郎。

　頭の中で踊るのは、警護のために家に来ることになっている人間の名前だった。

　ソラさんが言った条件に当てはまる人間って……まさか……

　その人物とイリスとの相性は最悪。予想が当たっていたらと思うと、慎太郎は不安で堪たまらなかった。





「お、お帰りなさいませ。だんな様……お、お風ふ呂ろにしますか？　お食事にしますか？　そ、それとも……ああ違う。こんなことなんて別に言わなくてよくて……」

　家に帰ると玄関で同じ学校の制服を着た少女が三つ指をついて慎太郎の帰りを出迎えてくれた。姉がいつもやっている出迎えの儀式だが、少女と姉とでは出来に雲うん泥でいの差がある。

　姉は落ち着いた姿勢と口く調ちようで一連の行動をするのだが、少女はそれが上う手まくできてない。ガチガチに緊張した面持ちと、タドタドしい言葉遣い。どこからどう見ても、不自然な出迎えであった。

「……何してんの？」

　声をかけられた少女はビクッとした様子で頭を上げ、慎太郎の顔を見た。顔色は赤く、どうやら相当恥ずかしいのを我慢してやってるようだ。

「えッ。な、何してんのって……こ、これがあんたの家の決まりじゃないの？　だから、あたしはこうやって……」

「いや、あれは、姉さんが自分の性格として好きでやってることだから……別に、家の決まりってわけじゃなくて……」

　その言葉を聞き、少女――相そう馬ま香か澄すみの顔は更に赤いものへと変わった。

　無駄な肉が一切ないスレンダーな体つきに、切れ長の瞳ひとみ。長い髪の毛は頭の右側で一つに纏まとめられており、少女が顔を動かすたびにかすかに揺れる。

　今は権利を失っているが、一いつ色しきの戦いの参加者であり、同じ学校に通っている友人でもある相馬香澄が、桐生きりゆうの家の玄関で、三つ指をついて慎しん太た郎ろうの帰りを出迎えていた。

　三つ指をつく香澄の隣には、高貴な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる狐きつねが行儀よく座っている。狐は香澄の式しき神がみで、名前をルカといった。

「ちょッ、ちょっとルカ……やっぱり違うじゃない。あたしはやっぱりおかしいって思ったのよ。いくらこれからお世話になるからって、いきなり、奥さんみたいに出迎えるのなんて……」

「私は礼儀の話をしただけだ。この屋敷に、この屋敷なりのルールがあるのなら、私たちは部外者としてそれに従わねばならんと。それを早とちりして、ここで頭を下げなければいけないと思ったのはカスミであろう」

「そ、それはそうだけど……で、でも、桐生みたいに歪ゆがんだ趣味を持ってそうな人間だったら、女の子にこういうことさせるのが趣味なのかなって思っちゃうじゃない……」



    

  
    
      



    

  
    
      　慎しん太た郎ろうに隠れるようにして、秘密の作戦会議をする香か澄すみとルカ。残念ながら、距離が近いので会話が丸聞こえだ。

　歪ゆがんだ趣味を持ってそうって……相そう馬まは、俺おれのことをどう思ってるんだ？

　せっかく出迎えてもらったのに悪いが、帰ってきた早々慎太郎の気分は沈んでしまった。

「ええっと、聞いてもいいかな？」

　遠慮気味に声をかけ、香澄の意識をこちらに向ける。

「えッ。な、なに――」

　三つ指をついて慎太郎の顔を見上げている自分の姿勢を思い出し、突とつ如じよ、香澄は勢いよく立ち上がった。

「何よッ？」

　玄関に上がらず土間にいる分、慎太郎の頭の位置は香澄よりも低い。ついさっきの恥ずかしい姿を誤ご魔ま化かそうとしているのか。立ち上がって慎太郎を見下ろす香澄の態度は、普段のものよりも若干偉そうだった。

「何で、相馬がうちにいるの？」

　少し照れた顔を見せると、香澄はまとめられた髪の毛を手の甲で弾はじいた。

「い、一いつ色しきの関係者っていう人から、あんたの家が襲われたって話を聞いて……それで、ええっと、ああっと、ううっと……あ、あんたを守るために……し、しばらく、あんたの家で一緒に暮らせって言われて……ああもうッ。勘違いしないでよッ。あんたには色々と借りがあるから来てやっただけで、別にあんたと一緒に暮らしたいって思って、押しかけ女房を気どって来たわけじゃなくて……ああもうッ。違う、そうじゃなくて言いたいことは別にあって……」

　一人で説明し、一人で怒りだし、一人で落ち込みだす香澄。黙って見ていたら、噛かみつかれそうな目で睨にらまれた。

「何よッ。何見てんのよッ。八つ裂きにするわよ」

　護衛のために家にやってきたはずなのに、行動の選択肢を間違えると彼女に八つ裂きにされてしまうらしい。

「八つ裂きにされるのは困るけど……そっか。しばらく一緒に過ごすことになる子って、やっぱり相馬だったのか」

「な、何よ。やっぱりって……」

「いや、帰ってくる前に俺もそういう話を聞かされて……それで、誰だれかなって予想はしてたんだけど……」

「わ、悪かったわね。あたしで。桐生きりゆうのことだから、もっといやらしい感じの変な女のほうがよかったんじゃないの？」

「いや。相そう馬までよかったよ」

　本心からの言葉。相馬香か澄すみのようにすぐにテンパる――どちらかというと単純な女の子でないと、慎しん太た郎ろうは上う手まく付き合っていける自信がなかった。

　もしも、もっと大人おとなな感じの、妖あやしい魅力を持った女性だったとしたら――

　考えたら、嫌な思い出が甦よみがえってきた。

「ちょッ、あッ、え……な、何よ。よかったとか急にいわないでよ……………もう、ばか」

　そんな慎太郎の心を知らず、香澄は「よかった」という言葉に単純に照れていた。

　さて、相馬が家に来るっていうのは大体予想通りだったけど……問題は……

「シンタロウッ」

　奥のほうから廊下を駆ける足音が聞こえる。響く音の重さや大きさからして、どうやら今は人間の姿をしているようだ。

「どういうことだッ？　なぜだッ？　何を考えているッ？　意味がわからんぞッ？　何で、この娘がここにいるのだ？」

　人間の姿をしているのに、イリスは餌えさに飛びつく猫のような勢いで駆けてきて慎太郎の前に止まった。

「なぜだぁッ？　私は許可した覚えがないぞッ。どうして私の王国であるこの屋敷に、立ち入ることすら許していないこの娘が住み着こうとしているのだッ？　ああッ？　納得できるように説明してみろ。出来なければ蹴けるぞッ」

　親の仇かたきでも見たかのような騒ぎよう。ここまで怒らなくてもいいのでは、と正直思う。

「落ち着けよ。相馬は、何かあったときに手助けしてくれるために来てくれて……いわば、援軍みたいなものなんだから。そんな風に怒らなくても……」

「援軍などいるかッ。私のために血を流すのはお前だけで充分なのだッ。だからあいつは今すぐに、国にでも追い返せッ」

　唾つばを飛ばしてイリスは叫ぶ。人間の姿をしているときのせっかくの美び貌ぼうが、完かん璧ぺきに台無しになっていた。

「ふんッ。あたしだって別にあんたなんか助けたいなんて思ってないわよ。あたしは別に、桐生きりゆうに恩を返せたらそれでいいんだから」

「何だとッ。シンタロウに取り入ろうとする小娘がッ」

「何よッ。格好と頭が悪い金髪女」

　近距離で二人は睨にらみ合う。間に入ったら、一ひと欠かけの肉片も残ることはないだろう。

　どうにかしろよ。言葉ではなく視線でそう言って、ルカを見る。

　香澄はルカの言うことなら素直に聞くので、助けてもらおうと思って目線を送ったのだが……ルカは我関せずといった顔で、そっぽを向いてしまった。

　くそ。ずるい奴やつだな……正直、ルカはかなり当てにしてたのに……

　睨にらみ合う二人の少女を前に、慎しん太た郎ろうはため息がもれそうになった。

　十とお夜やと戦う日まで、俺おれは無事でいられるのかな……

　そんな、本来ならする必要のない心配が湧わき出て、消えなかった。





　客人として香か澄すみに与えられたのは、普段は使ってない客間だった。

　家から持ってきた荷物を部屋の片隅に置く。旅館にやってきた修学旅行生のように、香澄は部屋の隅々を見渡した。

「おいコラ。文句があるから言いに来てやったぞ」

　振り返ると、部屋の壁に背中を預け、偉そうに腕を組んでいる金髪の少女がいた。

　香澄が最も信頼している、式しき神がみのルカはいない。今は慎太郎に案内されて屋敷を見て回っており、必然的に、慎太郎もそこにはいなかった。

「何よ。文句があるからって、いちいち言いにこなくてもいいじゃない。あたしは別に、あんたと喧けん嘩かしたいわけじゃないんだから」

「ふん。そんなもの私が知るか。私はお前に言ってやりたいことがあるから、お前に言ってやるのだ。文句があるなら、まずは私が抱えている文句をどうにかしろ」

「何よその言い方……いいわよ。文句があるんだったら言えば。あたしも、あんたに言いたいことを思いっきり言ってやるから」

　向ける敵意と応こたえる敵意。喧嘩をしない理由を見つけるほうが難しかった。

「そうか。だったらまずは私が言ってやるぞ」

　腕を組んだまま、イリスが香澄に歩み寄っていく。

「私のシンタロウに媚こびるな。お前がどんな企たくらみを持っているのかは知らんが、シンタロウはどうしようもないアホなのだ。だから、簡単に騙だまされる。だから、私が常にアホのシンタロウの面倒をみてやらねばならん。わかるか？　私の仕事を増やすな。シンタロウは死んでしまうその日まで私のものなのだから、つまらんちょっかいをかけようとするな」

　大きな瞳ひとみを近づけて、香澄の顔を覗のぞきこんでくる。近距離で見ると思っていた以上に迫力があるその美び貌ぼうに、香澄は思わず一歩引いてしまった。

「な、何よ……自分のものだとかどうかとか……あたしは別に、桐生きりゆうが誰だれのものかなんて気にしてないし……」

　迫力がある美貌から逃れるために、香澄は後ろを向き、イリスの顔が眼めに入らないようにした。

「ではなぜ慎太郎に近づく？　見返りを求めておらんのであれば、お前が慎太郎のそばにいる理由などはないであろう。何度も言うがシンタロウはアホなのだ。だから、何の用もないのにうろちょろされること自体が迷惑で、そのせいでシンタロウが無駄に力を使うことになってしまうだろうが。それが迷惑だと言っているのが、お前はわからない――」

「か、返してあげたいのよッ」

　強い口く調ちようで押され、香か澄すみはいつの間にかうつむいてしまっていた。

「返す？　何をだ？」

「貰もらった……色々なものを……」

　目を瞑つぶると、最愛の妹の笑顔が浮かんできた。そして、そのために戦ってくれている少年の顔も。

「病気の、妹がいるのよ……もう、治らない病気で、手術しても駄目だって言われてるの。あたしは、その病気を治してあげたくて、一いつ色しきの戦いに参加して、一色になって……何でも願いが叶かなう一色の力で、病気を治してあげようと思ってたんだけど……弱いから、すぐに負けちゃって、その願いは叶わなくなって……でも、そんな願いを、桐生きりゆうは叶えてあげるって言って……」

　迷惑を掛けているかもしれないというのは、自分でもわかっていた。桐生慎しん太た郎ろうという人間には、何度も迷惑を掛けた。そしてその度に、自分は助けてもらっていた。

　慎太郎が戦っている理由は、香澄のためだけではない。

　自分にしかない、自分だけの願いがあって慎太郎は戦っているはずだ。そこに自分の願いまで背せ負おわせるのは、重荷でしかない。

　自分の願いを人に任せ、戦わせていることは、どうしようもなく卑ひ怯きようなことに思えた。だけど、それ以外に自分の願いを叶える方法がわからなくて……

　慎太郎はいつも優しかった。それが苦しかった。素直になれず、いつもひどい態度を返していた。それが、申し訳なかった。

　慎太郎には数え切れないくらいたくさんのものを貰った。だけど、自分は何一つとしてそれを返してあげられていない。

　だから、力になれるそのときは……全すべてを捧ささげてでも、慎太郎のために何かをしてあげたかった。

「あたしは……桐生に甘えっぱなしなのよ。だから、今日から少しの間だけかもしれないけど……少しでも、桐生の力になってあげたくて……」

「……」

「わかってるわよ。あたしがそばにいても、桐生は嬉うれしいなんて思ってないって……でも、そばで何かしてあげたいの……あたしは、桐生にたくさんのものを貰ったから……ほんのちょっとでも、それを返してあげたくて……」

　それを言う自分が、ひどく弱々しい口調になっていることに気づいた。

　誰だれにも言えない、最も信頼している相手であるルカにさえも話していない気持ち。どうしてこんな相手に話してしまったのかは、香澄自身にもわからなかった。

「……もうッ、何よ。何でこんなことあんたなんかに話さないといけないのよ。ああもうッ。今言ったこと全部忘れてよ。あたしは別に、桐生きりゆうに感謝なんかこれっぽっちもしてなくて、今回だって、頼まれたから仕方なく来ただけで……」

「……娘。名前は、何といった？」

「か、香か澄すみだけど、それが……」

　急に敵意が消えたイリスを不審に思い、香澄は振り返った。

「なッ……」

　そこには整った顔をグシャグシャにして、今にも泣き出しそうな顔をしたイリスがいた。

「カスミィ……お前、苦労しているのだな……わかるぞ。病気の妹がいて、そのために戦ったなど……うう、女のくせして、苦労しているのだなぁ……いいぞ。わかった。シンタロウの所有権はやらんが、たまにだったら貸してやる。だから、お前の気に入るようにしたらいい。カスミ……これからは私がお前を可愛かわいがってやるぞ」

「え、え、え……」

　クシャクシャの顔のまま、イリスは香澄を抱きしめてきた。わけがわからず混乱している香澄は、抱きしめられたことでバランスを崩して倒れてしまう。

「うう。苦労している女はみんな守ってやりたくなる。カスミ、私はお前が気に入ったぞ」

「ちょ、ちょっと……何よ急に、やめてったら。あたしは別に、あんたに同情してもらおうと思ってそんな話をしたわけじゃなくて……」



    

  
    
      



    

  
    
      「私の前では強がらなくてもいいぞ。私がお前の辛つらさを全部受け止めて可愛かわいがってやるぞ」

「いいわよそんなの。それより、こんなところ人に見られたら誤解されるから……離れてってば……」

　倒れこんだ香か澄すみを抱きしめたまま、イリスは頬ほお同士を擦こすり合わせようとしてくる。

　事情を知らない人間が見たら、いらぬ誤解を招いてしまうのは間違いない光景だった。

「相そう馬ま。今、家の大体の間取りをルカに説明したんだけど……」

　突然部屋の戸が開き、慎しん太た郎ろうが顔を出してきた。

　事情を知らない人間である慎太郎は、イリスと香澄の現状を視認するといらぬ誤解を抱き、照れた様子で部屋の戸を閉めてしまった。

「ごめん……なんか、取り込み中だったみたいで……」

「ち、違うのよ……ちょ、桐生きりゆう……出てかないでよ」

　誤解を解くために必死になって叫ぶ。

「カスミ。可愛がってやるぞ」

　それを邪魔するように、イリスが強く体を抱きしめてきた。

「ちょっと待って桐生ッ。助けてよぅッ」

　その後、完全に誤解が解けたのは、夜が更ふけ、日付が変わってからだった。





　何もやることがない休みの日。

　慎太郎は、人間の姿をしているイリスと一緒に街中をウロウロしていた。

　イリスの服装は、黒を基調にした派手な黒いドレス。容姿自体の派手さも手伝い、目立つということで言えば、そこらの人間の追つい随ずいを許さないくらい、ダントツで目立っていた。

「おい。お前が出かけたいって言ったから出てきたけど……用がないんだったら、相馬も家で待ってるんだから、早く帰ったほうが……」

「何だシンタロウ。私と二人っきりなのに、そんなつまらんことを気にしているのか。だったら、私が気にしなくてもいいと言っているのだから、気にする必要はないぞ」

「必要はないって……そういう、わがままは……」

「シンタロウとは前に約束したな。今度は、この世で最も美しい姿をしている私が、お前の相手をしてやると」

　すぐには思い出せなかったが、少し考えると、イリスの言っていることがわかった。

　十とお夜やと再会し、十夜を見送った後の帰り道。猫の姿をしているイリスと街中を散歩したときにした口約束のことを言っているのだろう。

「私は人間が出来ているから、そういう誓いは必ず守るようにしているのだ。わかったらシンタロウ。お前はこの世で最も美しい姿をしている人間と一緒にいるのだから、もう少しこの時間を楽しむようにしろ」

「楽しむって言われても、心配なことは色々あるわけなんだから……」

　今この瞬間も、『王族の血統ロイヤルブラツド』の人間に襲われないという保証はない。

　あいつらは一いつ色しきの戦いの妨害を目的としているのだから、襲うタイミングはいつであろうが関係ないはずだ。

　突然、全すべてを貫いて道を作る青い矢が飛んでくるかもしれないと思うと、どんな状況であれ、楽しもうという気持ちにはならなかった。

「シンタロウ」

　心配で肩を落としていた慎しん太た郎ろうの顔を、イリスの大きな瞳ひとみが覗のぞきこんでくる。

　相変わらず派手できれいな顔は、近距離で直視するにはまぶしすぎるものだった。

「わッ。な、何だよ」

「私がお前に楽しめと言っているのだ。明日死ぬとしても、悔いなきように心の底から楽しむのがお前の義務ではないのか？」

「そう言われても……」

「それとも何だ？　私といても、楽しくないと言うつもりか……」

　子供みたいに唇を尖とがらせてそう言う顔は、完かん璧ぺきにして完全な不意打ちだった。

　一気に体温が上がり、心臓が激しく鳴り響く。いつも暴君のように生きているイリスだからこそ、たまに見せる顔が暴力的なまでに可愛かわいらしく見えた。

「いや、お前と一緒なのが楽しくないってわけじゃなくて……」

　その一言で、イリスは一気に機嫌を直す。

「そうか。だったら、今日一日は私がお前の相手をしてやるから、心の底から楽しんで、シンタロウは悔いなく明日死ねるように心積もりをするのだぞ」

「いや、明日死ぬ予定も特にないけど……」

「そんなことはどうでもいい。ほら、いくぞシンタロウ。時間には限りがあるのだ。今日一日しかこの姿の私を独ひとり占めすることはできんのだから、時間は有効に使うのだぞ」

「あ、ああ」

　体質的に男の体を直接触れないイリスは、シンタロウの服の袖そでを掴つかむと、それを引っ張り先に進むことを促してきた。

　顔には子供のような笑顔。身に纏まとっているのは天てん真しん爛らん漫まんな小悪魔のような雰ふん囲い気き。

　そんなイリスに逆らうことなどできるわけがなく、結局、慎太郎は人間の姿をしているイリスと一緒に街中をうろつくことになった。



「ふふ、シンタロウ。シンタロウの分際で、今日は私をよく楽しませた。褒ほめてやるぞ」

「そう。それはとても光栄だけど……今日はお前が俺おれのために時間を使ってくれるはずじゃなかったっけ？」

「そんなものはどうでもいい。私が楽しかったからお前を褒ほめてやると言っているのだぞ。空から星が落ちてきたとしても、お前は喜べばいいのだ」

　満足げに笑うイリス。その顔を見ると不満な気持ちは全すべて消え去り、文句など言えるわけがなかった。

　街中をうろつく。

　それは文字通りうろつくだけで、特にどこかで何かをするということはなかった。イリスが気ままに歩き、慎しん太た郎ろうがそれについていく。何かあったら立ち止まり、何かあったらそれについて話した。

　本当に、味も素っ気もない散歩だったわけだが、退屈だとは思わなかった。それどころか、どちらかというと、イリスとの散歩は結構楽しいものだった。

　今は帰り道の途中にある、小さな公園にイリスと二人っきりでいた。さっきまでは子供がいたのだが、夕暮れが近づき、今はもう誰だれもいない。

　ブランコに座っているイリスの正面に、慎太郎は立っている。

　夕日に照らされているイリスを直視しているとなぜか恥ずかしくなってきて、慎太郎は逃げるように視線を逸そらしてしまった。

「シンタロウ……少しは、気が紛れたか？」

「……気が紛れたって？」

「戦いが近いのであろう。お前は私の所有物なのだ。気持ちくらい、簡単にわかるぞ」

「……」

「恐こわがっている……というわけではないようだが、それなりに不安や心配はあるのであろう。それくらい、私は簡単にわかるぞ。だから、今日は特別にお前を可愛かわいがってやったのだ。それをお前は、深く私に感謝することだな」

「そうか……じゃあ、深くお前に感謝するけど……」

　自分では意識していなかったが、どうやら、いつの間にかそんな気配を発してしまっていたようだ。

　わがままで自分勝手なこいつに心配されるなんてよっぽどなんだな。

　そう思うと、慎太郎は自然と苦笑してしまっていた。

「そういえば……何でお前は王様になりたいんだ？　前に聞いたときは、誰かのためだって感じのことを言ってたけど……よかったら話して――」

　イリスは、心を裸にした無防備な顔をしていた。そんな顔を見たら、何も考えられなくなる。

　ブランコに座ったまま、若干うつむいたイリスが話し出すまで、慎太郎の頭は完全な空白になってしまっていた。

「姉がいたんだ……」

　呟つぶやくイリスの声に、慎しん太た郎ろうは正気を取り戻した。

「あ、姉がいたって？」

「そのままの意味だ。私には姉がいた。私にはもったいないと思えるほどの、美しく聡そう明めいで気品ある姉が」

　プライドが高く、自分以外の女性を認めようとしないイリスが、手放しで自身の姉を賞賛している。どんな人物なのかは想像できないが、きっとかなりの人物なのだろう。

「歳としが離れた姉でな、よく、本などを読んでもらい相手をしてもらっていた。私にとっては自慢の姉で、私はいつも、姉のような女性になりたいと思っていた」

　思い出を語るイリスは、どうしようもないくらい美しかった。本当に、目の前にいるのは女神なんじゃないかと錯覚してしまうほどに。

「……いるじゃなくて、いたって言うってことは……」

　美しき女神の顔に、わずかな影が落ちてしまった。

「死んでしまった。その頃ころの、幼い私にはよくわからん、権力闘争とかいうもので」

　イリスが本来住んでいる世界は、こことは異なる文化や風習を持った世界だ。

　そこでは、権力を奪い合うために、命をかけるようだ。

「私は泣いた。そして思ったんだ……私に力があれば、きっと、姉上は死ぬことはなかっただろうと。どんな奇き麗れい事ごとを言っても、最後は結局力が要いるんだ。そうでなければ、奇麗事は戯ざれ言ごととして、ゴミのように捨てられてしまう。私はそれが嫌だった。だから力を欲した。そして一番力が強い者のことを王と呼ぶと知った。だから――王になりたいと思った」

　金色の髪が風に揺れる。

　普段の面影がまるで感じられないほど、今のイリスはか細くて弱そうに見えた。

「だが……実際に強くなるというのは難しいものだな。自分では限界まで頑張ったつもりでも、実際に必要とされている強さには遠く及ばない」

「そうなのか？　でも、そんなこと、お前が気にする必要なんて……」

「シンタロウが危なくなったとき、私は、私なりにお前の力になってやりたいと思っているのだ。だが、それすらも上う手まくいかん。肝心なときに、私はお前の足を引っ張る足手まといにしかならなかった……駄目だな。私はお前に、危険な思いをさせているだけだな」

　金髪の男に襲撃されたときのことを言っているのだろう。

　確かに、慎太郎はあのときのイリスを戦力として考えてはいなかった。だが、それはイリスのことを足手まといだと思ったからではなく、あの状況では、彼女を確実に守ってあげられると思えなかったからだ。

　自分の無力さを気にして落ち込んでいるイリスの隣のブランコに、慎太郎はそっと腰を下ろした。

「そんな弱気なこと言うなよ。お前らしくないぞ。お前はいつもみたいに無意味に偉そうな顔してたほうがいいぞ。それに、お前が気にしてるほど……俺おれは、お前を無力だとは思ってないし」

「シンタロウ……無意味に偉そうとは何だ？　私は実際に偉いから偉そうな顔をしているのであって、それを否定するのは、翼を持つ鳥に空を飛ぶなと言っているのに等しく……いや、今はそんなことはどうでもいい……どういうことだ？　お前は私のどこに感謝しているのだ？」

「え。具体的に言えって言われても難しくて……」

「どんなに難しくても具体的に言え。私の命令だ。神に裁かれるとしても従え」

「そう言われても……」

　慎しん太た郎ろうはイリスと出会ったときのことを思い出した。

　あれは一いつ色しきの戦いが始まってすぐのことだった。あのときから、猫の姿を持った偉そうな金髪の少女との生活は始まって……

　戦うことに悩んでいるとき、少女は力強く答えてくれた。

　強い生き物と戦って苦戦しているとき、少女は力強く自分を励ましてくれた。

　敵に騙だまされて間違えてしまいそうだったときも、少女は自分の味方をしてくれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　出会った頃ころは、何でこんな子が自分の式しき神がみなんだろうと思ったこともあった。だけど、一緒に戦ってきて、最後のときを迎えた今は、違うことを思っている。

「お前じゃなかったら……俺おれは、きっと今ここにいないと思う」

　イリスと出会わなかった自分を想像することはできない。だけど、おおよその見当だけはついた。

　きっと、どこかであっさりと負けてしまい、身を引くことになっていただろう。

「俺をここまで連れてきてくれたのはお前なんだ……だから、お前が自分をどう思ってるのかは知らないけど……俺は、お前を足手まといには……」

　やけどしそうなくらい熱い視線を隣から感じた。

　キラキラと輝く宝物を見つけた子供のように、興奮した情熱的な瞳ひとみで、イリスがこっちを見ていた。

「シンタロウ……何だ、どうした？　私を相手に媚こびたい気持ちはよくわかるが……普段のお前らしくないぞ。シンタロウの分際で、そういう、情熱的な求愛は……」

　照れたイリスは顔を赤らめ、逃げるようにうつむいてしまった。その仕草を見て、慎しん太た郎ろうは柄にもなく語りすぎた自分に気づいた。

　イリスに言われたとおり、らしくない。

　しみじみと語ったことが、時間差で思いっきり恥ずかしくなってきた。

「あ、いや……そういうつもりで言ったわけじゃなくて……俺は、ええっと……」

「……」

　イリスが上目遣いで慎太郎を眺めてくる。

　そういう弱げな仕草は、照れるからやめてほしかった。

　会話のない時間がしばらく続く。完全に空気に飲まれてしまった慎太郎は、オロオロしながら目線を泳がせていた。

「シンタロウ……」

「な、何だよ」

「お前はどうして戦っているのだ？　前に聞いたかもしれんが忘れてしまった。だから、よかったらもう一度話せ」

「理由……か」

　戦っている理由を思い出そうとすると、最初に頭に浮かぶのは姉である静しず華かの顔だった。

　一いつ色しきの力のために命をかけてもいいと思っている姉は、慎太郎に覚悟を植え付けるために自分の瞳を潰つぶした。

　その狂気を静華から取り払ってあげるために、慎太郎は一色の力と名前を求めた。

　全すべては姉のため。

　それが、慎太郎が戦い始めた理由で、戦っている意味だった。

「姉さんの、ためだな……姉さんが俺おれを一いつ色しきにしたがってるから、俺はそのために戦って、姉さんのために一色になろうと思って……」

「それだけか？」

　小さく顔を動かし、イリスは慎しん太た郎ろうの顔色を窺うかがっている。気恥ずかしくて、慎太郎はその顔を正面から見返すことができなかった。

「別に、それだけってわけじゃないけど……」

　始まりは確かにそれだけだった。だけど、色んなことが起こるたびに、その上に、また別のものを背せ負おうようになっていって……

「私のためという理由はないのか？　私は、それなりにお前のことを信じて、お前の勝利を願って……それなりに、勝ってほしいと思っているのだが……」

　頭の奥のほうを殴られたような感覚だった。

　今日のイリスの様子はどこかおかしい。

　こんな、普通の女の子としての顔を見せられたら、頭がどうかなってしまいそうになる。

「シンタロウ……王になるための戦いは、次で最後なのであろう……」

「あ、ああ……そう、だけど……」

　純粋なイリスの魅力だけで、体中の水分を持っていかれるような気がした。

「じゃあ、私とシンタロウが一緒にいられる時間はあとわずかだということだな」

「あ、それは……」

　考えたことがなかった。

　一色を目指す者と式しき神がみの関係は、所しよ詮せん一色が決まるまでのものでしかない。だからイリスが言っているとおり、次の一色が決まれば式神とは別れることになる。

　イリスの様子が普段とは違う理由が何となくわかった。

　慎太郎よりも早く、イリスはそのときのことを考えていたのだろう。

「最後なのであれば、結果は悔いがないものであってほしい。シンタロウ。ここまできたのだ。自分自身のためにも……お前は勝て」

「あ、ああ」

　イリスの細くて白い指が伸びてくる。

　イリスは慎太郎の顔を見ないようにして、慎太郎の小指をちょこんとつまんだ。

「お前が戦いに勝ち、私が王になったら最初にやろうと思っていることがある」

「……な、何だよ？」

「男に触れてもドキドキしない体になりたい。だからシンタロウ。そのときは、お前は私を手伝うのだぞ」

「て、手伝えって言われても……」

　頭が火ほ照てって心臓がバクバクと鳴る。

　今この状態を我慢し続けろと言われても、我慢し続けられる自信はなかった。

「あ、ええっと……」

「シンタロウ……お前は誰だれのものだ。それがわかっているのなら……私の命令に逆らうのではないぞ」

　つままれた小指に爪つめが立てられる。痛みがあるのは間違いないが、猫に優しく噛かまれているようでもあり、言葉にしにくい気持ちよさもある。

「不思議だ。すごく不思議な感覚だ……今は、シンタロウに……ずっといっぱい可愛かわいがられたいと思ってる……………ような気がする」

　最後にあやふやな言葉を入れたが、それでもかき消しきれないほど、その一言は強力だった。

　やばい……このままだと……

　その場の空気に流されて、言わなくてもいいことを言ったり、やらなくてもいいことをやってしまいそうだ。

　慎しん太た郎ろうは必死になって冷静さを取り戻そうとした。だけどそのたびに、小指に感じる柔らかさが体中を甘く貫いていき……

　激しくなった鼓動を意識しながら、慎太郎はイリスの顔を見ようとした。

「………………ッ」

　振り向いた瞬間視界に入った人間を見て、慎太郎の血は凍りついた。

　人を八つ裂きにしそうな顔で、香か澄すみが立っていた。

「帰りが遅いから心配になって捜しにきたんだけど……」

　地獄の鬼ですら、今の香澄の前では裸足はだしで逃げ出す。

「ふーん。そっか……まあ、桐生きりゆうが別にどこで誰と何をしようがあたしには関係なくて……あたしは何も言わないであんたの面倒みてればいいんでしょうけど……」

　切り裂くような香澄の視線は、イリスが触れている慎太郎の小指に注がれている。

　慎太郎は空気をすばやく察し、小指をつまむイリスの手から逃げ出した。

「ま、まあ待てよ相そう馬ま。これはお前が思っているようなことじゃなくて、もっと不可抗力的でしょうがないもので……」

　必死になって弁明を試みるが、効果はまったくないようだ。鬼のような顔は修しゆ羅らのような顔に。秒刻みで恐こわさが増してくる。

　慎太郎に遅れてイリスも香澄の存在に気づく。

　慌あわてふためく慎太郎とは対照的に、凄すさまじく怒っている香澄を前にしても、イリスは飄ひよう々ひようとしていた。

「何だカスミ。何を怒っているのだ。私がシンタロウを独ひとり占めしているから怒っているのか？　だったらお前の相手もしてやるから、そんなに怒るな。お前は私のお気に入りだから、たっぷりと可愛かわいがってやるぞ」

「結構よッ。何よッ。バカァッッ」

　罵ば声せいを浴び、慎しん太た郎ろうは額ひたいを思いっきりぶん殴られた。

　慎太郎を殴った香か澄すみは、殴りこみにいくような勢いで今来た道を引き返し、家へと帰っていった。

「何だシンタロウ。カスミは何で怒っているのだ？」

「さ、さあ。それは相そう馬まにしかわからない理由があるんだろうけど……」

「その点がわからないと、お前はこの先女のことで色々と苦労することになるぞ。シンタロウ、王になる前に、お前は女のあしらい方を覚えたほうがいいのではないか」

「かもな……」

　額が凄すごく痛い。

　被害にあった部分に触れる。血が出ていたとしても、あまり驚かないような気がする。

　香澄と入れ替わるように、凛り々りしい雰ふん囲い気きを持った狐きつねがそばに寄ってきた。

　最初から最後までちゃんと見ていたようで、若干、慎太郎に同情するような顔をしている。

「カスミは少々難しいところがある娘だからな。まあ、つまらん感情を抱かせたお前が悪いとは思うが、このままでは都合が悪いだろう。私も一緒にいってやるから、まずは信頼関係を取り戻すぐらいのことはしておいたほうがいいのではないか？」

　菩ぼ薩さつのようにありがたいルカの助言。八つ裂きにされるのは嫌なので、慎太郎はルカの助言に従うことにした。

「何だかよくわからんが色々と面倒なようだな。シンタロウ。全すべてはお前が理想とする王になるための試練だと思って頑張るのだぞ」

　当事者のくせして傍ぼう観かんを決め込んでいるイリスは、これから体験するであろう慎太郎の苦労を気にもせず、適切な助言をしたと思い偉そうな顔をしている。

　文句を言いたくなったが、何に対して文句を言えばいいのかわからなかったので、慎太郎はぐっと我慢して、香澄に弁明するために家に帰ることにした。



　それから数日が経たち、香澄やルカと一緒に過ごすようになって一週間が経とうとしている。この一週間、何も起こってはいない。

　イリスと香澄の間で翻ほん弄ろうされ、慎太郎は気苦労を積み重ねているだけだ。

　だけどそんな気苦労を重ねる時間でも、慎太郎にとっては紛れもなく楽しいものだった。

　苦労を重ねてきた香澄が、抜群に家事が上う手まいということを知った。気高く頭がよさそうな狐であるルカだが、都合が悪くなると逃げ出すという面を持っていることを知った。わがままなお姫様だと思っていたイリスが、色々な表情を持っている普通の少女だということをあらためて知った。

　いつしか思っていた。こんな日々が変わることなく続けばいいのにと。

　だけどわかっていた。

　戦わなければいけないことを。そして、戦うべき理由があることを。

　日付が変わる。

　一いつ色しきを決めるための、最後の戦いの日がやってきた。





「それじゃあ、姉さん。行ってきます」

　病室のベッドの上。美しい姿勢で座っている静しず華かに、慎しん太た郎ろうはそう言った。

　静華の怪け我がは重いものではなった。だが、襲われる危険がある家にいるよりは、病院にいたほうがいいということで、最後の戦いの日まで病院にいることになった。

　そんな姉に最後の戦いに向かう報告に来たのは、慎太郎が一色になるために戦い始めた理由が、静華にあるからだった。

「はい。いってらっしゃい、慎太郎」

　開かない二つの瞳ひとみ。その顔が、ぞくぞくするくらい魅力的だった。

　挨あい拶さつを終え、慎太郎は病室を出て行こうとする。

　それを呼び止める静華の声。

「慎太郎。最後に、あなたの口から聞きたいことがあるのですが、いいですか？」

「はい？　何です？」

「あなたは、私を恨んでいますか？」

　声に抑揚はない。虚こ空くうを流れる、風の音を聞いているようだった。

「私は、あなたが戦うことを望んだ。そしてその覚悟を植え付けるために、私は自分の瞳を潰つぶした。全すべては一色の力のため。そのために、私はあなたを死んでしまうかもしれない危険に晒さらしている……それを、恨んではいないのですか？」

　つまらない質問だったから、思わず笑ってしまった。

「恨んでなんていませんよ。姉さんのためにっていうのは確かにありますけど……選んだのは、結局俺おれ自身ですから。姉さんを恨むのは、筋違いです」

「慎太郎……」

「姉さんがどうして一色の力にこだわるのかは知りません。ただ、俺は姉さんのために、一色の力を手に入れてあげたい……それだけです。じゃあ、待たせてる人がいるんで、いきますね」

「はい……わかりました」

　そして慎太郎は病室を出て行った。最後の最後まで、姉に親愛の情を向けながら。



　誰だれもいなくなった病室は、恐こわいくらい静かだった。

　静しず華かは、自分でも気づかないくらい小さく、顔を落とした。

　それから少し時間が経たった。

　新たな客が、静華の病室を訪れた。

「こんにちは、静華さん」

「十とお夜や……さん？」

　気配と声から察するに、病室を訪れたのは、弟の最後の相手となる少年のようだった。

「どうしたのですか？　今日は、あなたにとっても大切な日ではないですか。そんな日に、私のような者のところを訪れ、大切な時間を浪費するなど……」

「俺おれにはこの時間以上に大切なものなんてありません」

　強い口く調ちようで言い切る。彼は、静華ですら戸惑ってしまうほど、真まっ直すぐな少年だった。

「静華さん。最後の戦いの日だから、俺はあなたに言いたいことがあるんです」

「何ですか？」

「愛してます。ただ、それだけです」

　少年の純愛を静華は知っていた。だから驚くことなどない。むしろ、その気持ちを知って、静華は少年と接してきた。

　だけど、今日は事情が違う。静華は無条件で慎しん太た郎ろうの味方なのだ。だから、無条件で、慎太郎の敵である十夜は、静華の敵になる。

「十夜さん。あなたのご好意は大変嬉うれしいのですが、今はそんなことを言われても困ります。むしろ、それが言いたいのであれば、あなたが一いつ色しき様の名前と力を手に入れてから言ってください。そうでなければ、私は何も言えません」

「わかってます。でも、今日伝えておきたかったんです。次があるか、わかりませんから」

　この少年も、自分のために戦場に向かっていく。

　望んだのは自分。止めることなど、出来るわけがない。

「俺が一色になったら、俺はあなたを望みます。それだけを、覚えておいてください」

　その純粋で大きな愛情が、静華の心を揺らす。

「十夜さん。何度も言わせないでください。私は慎太郎の姉で、あなたの敵なのです。だから、あなたが何を言ったとしても……今は決して、私はあなたの気持ちに応こたえることは――」

　少年はどこまでも、真っ直ぐだった。

「静華さん。愛してます」

　そして、少年は病室を出て行った。自分の愛情が届いていないことを、理解したまま。

　静華は何も言わなかった。何も思わなかった。

　見えない瞳ひとみで、真っ白な天井を見上げるだけだった。



　伝えたい相手に伝えたい言葉を伝えると、十とお夜やは満足げな顔で病室を出て行った。迷惑だというのはわかっていた。だが、最後になるかもしれないから伝えておきたかった。

　病室の外には、ミアという幼い少女がいた。待合室で待っているように言っておいたのだが、気づかれないようにここまでついてきたようだ。

　可愛かわいさが理解できない悪趣味な熊くまのぬいぐるみを、ミアは力いっぱい抱きしめていた。

「……どうした？　下で待ってるように言ったろ」

　病院の廊下は、耳鳴りがしそうなほど静かだった。

　ミアは小走りで近づいてくると、何も言わずに十夜の服の裾すそを掴つかんだ。

「トーヤ……あの女、好き？」

「静しず華かさんのことか？　ああ、大好きだよ」

　ミアの顔が沈む。昔からそうだったのだが、自分はなぜか子供や動物に異常に好かれやすい体質をしていた。幼女であるミアも、自分のことを熱心に愛してくれている。もちろん、その愛情に応こたえてあげることはできないが、その愛情の強さは痛いほど感じていた。

「ミアのほうが……トーヤのこと、好き。あの女より、ずっとずっと、好き……」

「そうか……」

　一言呟つぶやくとそれ以上は言わず、十夜はミアと一緒に廊下を歩き始めた。

「昔な……俺おれは事故で死ぬほどの大おお怪け我がをしたことがあるんだ」

「……」

　誰だれもいない静かな廊下で語りかける相手は、服にくっついている幼い少女だった。

「かろうじて命は取り留めたが、体が動かなくなるっていう障害が残った。医者も諦あきらめるほどの障害で、俺は、生きてるけど死んでるっていうような状態になったんだ」

「でも、トーヤ今動いてる」

「ああ。動けなくなった俺をいつも励ましてくれる人がいたんだ。あなたは男の子で、一いつ色しきになるほどの強い力を持っているんだから、そんなものに負けるなって言ってな。その人はずっと俺を励ましてくれた。俺を見ててくれた……俺のために、俺のそばにいてくれた。死んでた俺は、そのおかげで生き返れたんだ。そのときから、俺はあの人のためだけに生きてくことにした。そして、あの人の望む、強い王になろうって思ったんだ」

　服を引っ張るミアの力が強くなる。

「そのために最後に戦う相手が、あの人の弟だ。あの人は俺よりも弟のほうが大切だと思ってる。それはわかってる。そして、俺もそれでいいと思ってる。だけど、だからこそ、俺はますます負けられなくなった」

「何で？」

「一いつ色しきになったら、色んなものを相手に、ずっと戦わないといけないらしい。そんな危険なことを、あの人の弟にさせられるわけがないだろう。きっと、大切な人が傷つくよりは……俺おれが傷ついたほうが、あの人の痛みは少ないはずだ。だからあいつを一色にするわけにはいかないんだよ。俺は、あの人の涙だけは見たくないんだ。だから、あの人が泣かない、俺が傷ついたほうが――」

　自分の存在を主張するように、ミアは十とお夜やの服を引っ張った。

「いやだ。トーヤが怪け我がしたら、ミア、悲しい……トーヤが死んだら、ミア、泣く。トーヤがいなくなったら……いやだ……」

　幼い子供だからだろう。上う手まく感情がコントロールできず、ミアは小さく泣き始めた。

　大切なぬいぐるみを強く抱きしめ、うつむきながら小さな涙をこぼす。

「トーヤ、トーヤ……好き。ミア、トーヤのこと、大好き……だから、だからぁ……」

「ああ……俺もそんな気持ちだ。辛つらいな、片思いってのは……」

　そっと、十夜はミアの肩に手を乗せた。

「これが最後だ。ミア、もう少しだけ俺に付き合ってくれ」

　そして二人は、最後の戦いに向かっていった。





　最後の戦場に先に来たのは慎しん太た郎ろうだった。そばには、人間の姿をしているイリス。今日まで住み込みで力を貸してくれた相そう馬ま香か澄すみと、狐きつねの姿をしている香澄の式しき神がみ、ルカ。

　街の中央辺りにある自然公園という名の大きな公園。日が暮れているせいもあってか人通りは皆無と言っていいほど途絶えている。その公園の南側にある野外音楽堂が最後の戦いの場所となった。

　最後の場所としてここが選ばれた理由はいくつかあるが、ソラが言っていた一番の理由は、ここが戦いに適した場所で唯一、狙そ撃げきできるポイントがないからだということだった。

　ここ数日、『王族の血統ロイヤルブラツド』を名乗る人間の襲撃はない。だからといって安心することはできない。一色になる人間が集まり互いに消耗しあう今日こそ、襲う側からすれば絶好の襲撃日なのだから。

　時間は夜。服装は、もっとも気が引き締まるからという理由で制服姿だった。

「相手の男はまだ来ていないのか？　ふん。どうやら私に恐れをなして逃げ出したようだな。シンタロウ。これ以上待つのは時間の無駄だから、相手の男が来る前に勝ち名乗りを上げてしまえ」

「何であんたを恐れて逃げ出すのよ。文句言うことしかできないくせして。第一、ちょっと遅れたからこっちの勝ちって……発想が卑ひ怯きようなんじゃない」

「ふん。そんなのは待たせるほうが悪いのだ。それよりもカスミ。文句を言うことしかできないというのはどういうことだ？」

「別に、そのままの意味だけど」

　納得いかない雰ふん囲い気きでイリスが問い詰めると、香か澄すみはそしらぬ顔でそっぽを向いた。

　同性ということもあり、和解が成立してからの二人はそれなりに仲がよかった。まあ、あくまでも前に比べたらということなのだが、軽い冗談を言い合っても喧けん嘩かになるようなことはない。

　二人の言い争いを眺めていると、香澄と目が合った。用心のためにと、香澄は自身が武器として扱っている木刀を袋に入れた状態で携帯している。

「あ、あのさ桐生きりゆう……」

「うん？　なに？」

「あんたが勝っても負けても……これが、最後なのよね？」

「ああ。一応そういう風に聞かされてるけど……」

　手に持った木刀を強く握り締めると、香澄は照れた様子で上目遣いに呟つぶやいた。

「あ、あんたには最後まで面倒をかけることになっちゃったけど……どうなったとしても、あたしは文句言わないから……あの、その、ええっと……」

「……」

「が、頑張ってね……」

　恥ずかしげにそう言うと、香澄は素早く顔を振ってそっぽを向いてしまった。

「何だカスミ。そういうときは素直に抱いてくれと言ったほうが意味が伝わっていいぞ」

「誰だれがそんなこと言ってんのよッ。あ、あたしは単純に桐生に頑張ってって……」

「ふっふっふ。照れるな照れるな。私のおさがりにはなるが、カスミにはちゃんとそれなりのものをやるぞ」

「だ、だからそんなこと言ってなんか……」

　必死になって弁明する香澄を、愉快そうにイリスはからかっていた。

　その光景を眺めていると自然と笑みがこぼれた。しかし、それもすぐに風に吹かれ消えていく。

「……カスミはああ言っているが、やはり、負けると勝つでは大違いだ。偉そうにものを言える立場でないことはわかっているが……お前には勝ってもらわないと困る」

　足元にやって来ていたルカは、香澄に聞こえないように小さな声で呟いた。

　言われるまでもなく、それは慎しん太た郎ろうも理解していた。

「ああ。わかってるよ……」

　緊張と興奮と――恐怖が時間と共に高まってくる。後は、戦うべき相手である十とお夜やが来るのを待つだけだった。



「……」

　だが、やはり、思い通りにはいってくれないようだ。

　視線を感じて振り向いた先。野外音楽堂の入り口に背中を預けるようにして、あの日出会った金髪の男が立っていた。



「なあ……」

　そばにいるイリスに話しかける。

　どうやら、あの男の存在に気づいているのは慎しん太た郎ろうだけのようだ。

「何だシンタロウ。高貴で美しくて最高の女である私に甘やかしてほしいのか。だとしても、今はそういうときではないので我慢を……」

　慎太郎が見ているほうをイリスも見る。

　金髪の男を見つけると、イリスは心底から憎々しそうに声を出した。

「気品の欠片かけらもない、最高に腹立たしいあの男ではないか。何だ。今更こんなところに顔を出して何の用だ？」

「用だったら一つしかないだろ。あいつらの目的は俺おれたちの邪魔をすることなんだ。だったら、姿を現した理由なんて決まってる」

　慎太郎はポケットから白い布に包まれた刀の刃先を出した。それをイリスに差し出し、手渡そうとする。

「今日はやられっぱなしってわけにはいかないんだ。頼む、お前の力を貸してくれ」

　差し出された刃先を、イリスはそっと受け取る。

「お前が望むのであれば、私はお前に力をくれてやるが……いいのか？　今日は、あんな男の相手をしているような日では……」

「ほっといても結局相手をしないといけないことになるさ。それよりも、そのせいでみんなを危険な目にあわせたくないから……」

「シンタロウ……わかった。お前がそう言うのであれば、私はお前を信じてやる。だから絶対に……全すべての戦いで負けるのではないぞ」

「ああ。わかってるよ」

　慎太郎の覚悟を受け取ると、イリスは手に持っている刀の刃先を、胸の前で大切そうに抱きしめた。

　その瞬間、胸元で青白い光が生まれる。

　その光は月の女神の祝福となり刃先に宿り、慎太郎に与えるための力へと変わる。

　青白い光がやむ。

　イリスは、鞘さやに入った刀を愛いとしそうに抱きしめていた。

　これがイリスの力。剣の契約術だった。

　イリスの力によってこの世の全すべてを切り裂くことができる剣が召喚される。だが、その剣は三度しか振るうことができない。

　たった三度しか振るうことができない、この世の全てを切り裂く刀。

　イリスは自らが召喚した刀の刀身を握ると、鞘さやから取り出すために、持ち手を慎しん太た郎ろうのほうに向けた。

　その意思を受けて、慎太郎は鞘から刀を抜き去る。

　あらわになった銀色の刃やいばは、月の光を受けてわずかに光った。

「お前たちはここで待っていてくれ。用が終わったらすぐに戻ってくるから」

「……私は邪魔者だということか？」

「そうじゃない。わかってるだろ。あいつは、お前を必要とするほどの奴やつじゃないってことだよ。だから、終わるまでここで待っていてくれ」

「……ふん。確かに、それもそうだが……まあいい。すぐに終わらせて戻ってくるのだぞ。私につまらん心配をさせたら、許さんからな」

「ああ。わかったよ」

　抜き身となった刀を手に、慎太郎は金髪の男のほうへと歩き出す。

「ねえ桐生きりゆう……あいつが、前に言ってたあんたの家を襲った奴なの？　だったら、あんた一人じゃ危ないから、あたしも一緒に……」

　袋から木刀を取り出し、香か澄すみが協力を申し出る。だが、慎太郎がその申し出を受けることはなかった。

「大丈夫だよ。俺おれ一人でどうにかなると思うから……それよりも、相そう馬まはあいつを守ってやっててくれ」

　イリスを一いち瞥べつし、香澄にイリスの護衛を頼む。香澄は完全に納得したという様子ではなかったが、素直に「うん」と頷うなずいた。

「じゃあ、頼むよ。すぐに終わらせて、帰ってくるから」

「うん。気をつけてね」

　残ったみんなの視線を背中に感じながら、慎太郎は男のほうに向かっていった。

　向かってくる慎太郎に合わせ、金髪の男は野外音楽堂を出て行く。歩く速さはきわめて遅く、逃げているというわけではない。

　きっと、自分にとって最も都合のいい場所を目指して歩いているのだろう。

　金髪の男が立ち止まったのは、何の変哲もない公園内の歩道だった。両りよう脇わきの広さは充分で、戦うことに不便はない。

　並んでいる街灯は、視界に不自由がないだけの光を放っていた。

「テメエは自信家なのか？　それともただのクソ馬ば鹿かなのか？　まあ、ツラからしたら間違いなくクソ馬鹿のほうなんだろうけどよ……一人で俺の相手ができると思ってんのか？　クソ馬ば鹿かが」

　露ろ骨こつで不愉快な挑発だが、わかっていたことなので相手はしない。それよりも、この機会に聞けるだけのことを聞いておきたい。

「どうして俺おれたちの邪魔をするんだ？　今は別に、俺たちとお前たちは戦ってるってわけじゃあ……」

「頭空からっぽで能天気なこと言ってんな。そんなんだから、世界で一番の馬ば鹿か面づら下げてても気にしないで生きていけるんだよ。今じゃねえんだよ。いつになるかはわからねえけど、俺たちはいつか必ずお前らと戦争をするんだよ。だから、先手を打って邪魔をするのは当然のことじゃねえか。それもわかんねえのか？　そんなこともわかんねえから、テメエは救いようのないクソ馬鹿なんだよ」

「ただ単に、邪魔することだけが目的ってわけか？」

「ああ。本隊が忙しくてこっちにこれねえから、その間は俺たちが一いつ色しきの邪魔をするってわけだ。別に命を奪ってやろうって思ってるわけじゃねえが……一生もんの怪け我がくらいはしてもらうぜ。新しい一色が決まってそっちが活気付くと、俺たちが面白くねえからな」

　敵対する存在の戦力を削ぐ。

　一色の戦いにかかわろうとする『王族の血統ロイヤルブラツド』の目的は、それで一貫していた。

　慎しん太た郎ろうは刀を握り締めた。この男との戦いは、どうあっても避けられそうになかった。

「悪いけど、そういう自分勝手な理由で邪魔されたら困るのよね。こっちにはこっちの都合があって、次の一色を決めようと思ってるんだから。そうやって自分の都合を押し付けてくる男をなんていうか知っている？　ウザイっていうのよ」

　声がしたのは後ろのほうからだった。

　街灯が当たらない暗くら闇やみの中から、いつもの余裕を漂ただよわせたソラが姿を現した。

「ソラさん」

　慎太郎と目が合うと、ソラはいつもの調子でにこっと笑った。

「何だよ。また呼んでもねえババアの登場か……空気よめよ。それともシワだらけの顔じゃあ、もう空気は感じられねえか」

「はっはっは……さすがのあたしもむかついちゃった。あんたはとりあえず生なま爪づめはいでやるから、覚悟しなさいよ」

　ソラの雰ふん囲い気きが戦うためのものに変わっていく。だが、無警戒に近づこうとはせず、少し歩いて立ち止まると、コートから扇せん子すを取り出してそれを広げた。

「こねえのかよ。クソババア」

「口の悪いクソガキの思い通りになってあげるほど、あたしはお人よしじゃないのよ」

　ソラは警戒していた。

　金髪の男とは別にいる、もう一人の人間の攻撃を。

「そうかよ。じゃあ、俺おれは俺の好きなようにさせて――」

　新たな人の気配を感じ、金髪の男は振り向いた。

　その視線の先を、慎しん太た郎ろうとソラも追う。

　現れた人物は、胸から湧わき出る怒りを少しも隠そうとはしていなかった。

「……ったく。何だよ、怖い顔してよ。テメエとだったら前に遊んでやっただろ。そのときボコボコにされたのが忘れられねえっていうんだったら、また相手してやるが……どうすんだよ？　クソ雑ざ魚こども三人がかりでも、俺は全然問題はねえけどよ」

　完全に見下した態度で、暴言を叩たたきつける。

　暴言をぶつけられた男は、怒りを宿した静かな口く調ちようで答えた。

「ふざけるなよ。お前をぶっ潰つぶすのは俺一人で充分だ。誰だれの助けもいらねえ。お前は俺の一番大切な人を傷つけたんだ。百万回ぶっ壊したって、まだ足りねえ」

「興味ねえよ、テメエの大切なんてよ。あんまり生意気な口きいてんじゃねえぞ。気が変わって、テメエをグチャグチャにしちまうぞ」

「こっちは最初からそのつもりなんだよ」

「あっそ。んじゃ……テメエはここで死ねよ」

　姿を現したのは榊さかき十とお夜やだった。その後ろには、お気に入りのぬいぐるみと一緒に、自分の身長よりも大きな刀を握り締めているミアがいる。

「慎太郎……それと、立会人のあんた。邪魔はしないでくれ。こいつは俺一人で、俺がぶっ潰す」

　どうして十夜が怒っているのか。その理由は明白だった。

　言葉どおりだ。

　十夜が一番大切にしている人を、あの男は傷つけた。

　だから十夜は、一人であの男と戦うことを望んでいるのだ。

「静しず華かさんを傷つけたんだ。お前は、俺が絶対にぶっ壊す」

「ピーチクパーチクさえずんな。テメエじゃ、俺様には勝てねえんだからよ」

　二人の気配が熱を持って膨張していく。

「十夜くんが怖い感じでああ言ってるんだけど……坊やはどうしたらいいと思う？」

　状況も考えず一人で突っ走っていこうとする十夜を心配し、ソラが慎太郎に意見を求めてくる。

　それに対する慎太郎の答えは、一つしかなかった。

「十夜の好きにさせてやるしかないと思います。じゃないと……俺たちがあいつに殺されますから」

　本音でそう言っている慎太郎を見て、ソラは呆あきれたようにため息をついた。

「まあ、相手をしないといけないのはもう一人いるわけなんだから、ここは十夜くんに任せるっていうのもありなんだけど……」

　状況を確認して考えを練ろうとしているソラは、当の二人にとって、もはや風景でしかなかった。

「お前はここでぶっ潰つぶす」

「死ぬのはテメエだよ」

　熱が限界を迎え、破裂する。

「あ、こら。十とお夜やくん、勝手に……」

　ソラの制止も聞かず、十夜とステイの戦いは始まった。



    

  
    
      


４「最後の戦い―その前―」



　眼前で繰り広げられる十夜とステイの戦い。

　十夜が距離を詰めてステイを攻撃しようとするが、その攻撃は届かない。何度も何度も同じように、十夜が放つ全すべての攻撃は、ステイが作り出す光の壁によって遮さえぎられ、撃ち落とされていた。

　あのときと同じだ。シノさんが撃ち出した矢を弾はじき返して俺おれを狙ねらってきたときと同じように、あの光があの男に向けられた攻撃を全て防いでいる。シノさんと同じ『王族の血統ロイヤルブラツド』の人間だから、何らかの力を持ってるのはわかってたけど、あの光は……

「『盾の支配者シールドルーラー』。あの金髪の坊やが使ってる魔ま道どう具ぐの名前よ」

　慎しん太た郎ろうの心の声が聞こえたかのように、ソラがそれを教えてくれた。

「シールド……」

「坊やにわかりやすいように直訳すると、盾の支配者ってところかな。それがあの力の名前で、それで十夜くんの攻撃を邪魔してるのよ」

　十夜が攻撃を放つ。

　何度も見た光景と同じように、ステイの光の盾は十夜の攻撃を弾き返した。

「坊やが見ている通り、あの魔ま道どう具ぐは盾となる光を作り出して相手の攻撃を防いでいるの。でもね、その光自体には大した強度はないわ」

　ソラの視線が、十とお夜やが握っている刀に向く。

「坊やが持ってるその剣でなくても、そこいらの武器で案外簡単に壊せちゃうと思うわ。だけど、あれは最高の強度を持つ盾と称されている。それは何でだと思う？」

「さあ。俺おれにはよくわからないですけど……何でなんですか？」

　素直にわからないと言う慎しん太た郎ろうに対し、ソラは少し勿もつ体たいつけて答えた。

「答えは簡単。あの盾は、壊れた瞬間に元に戻ってるのよ」

「元に、戻る？」

「そうよ。見た目には一つに見えてるかもしれないけど、あの盾が作り出す光っていうのは一つだけじゃないの。同時にいくつもの光を作り出して、それが地層みたいに何重にも重なっているの。そしてその全すべての光には再生能力が備そなわっていて、攻撃で砕かれた最初のほうの光は、他の光が攻撃を防いでいる間に再生するわ。そしてそれは永遠に続く。簡単に言えば、砕かれた瞬間にあの盾は復活してるってわけね。だから砕いても意味がないし、広義の意味で砕けないって言われてるの」

「でも、実際は砕けてるんだったら、再生する前にあいつに攻撃を届かせれば……」

「言ったでしょ。他の光が再生までの時間を稼ぐって。互いにそうやって支えあってるから、全ての光を同時に破壊することは不可能なのよ。永遠に立ち塞ふさがる永遠の光……それがあの盾の正体よ。だから、正確に言ってしまえば、盾っていうよりは永遠ね。どれだけ馬ば鹿かげた力を持ってる人間だって、永遠は砕けないでしょ。だからあの盾は、絶対に砕けない盾っていわれてるのよ」

「……そう、ですか」

　ソラの説明を受けても、慎太郎の口ぶりは冷めていた。

「あら、薄い反応ね。坊やは心配じゃないの？　このままだと、雌し雄ゆうを決する最後の相手がやられちゃうっていうのに……それとも、坊やはこのまま十夜くんがやられちゃったほうが楽でいいとか思ってるの？」

「まさか。そんなことは思ってないですよ」

「じゃあ何でそんなに落ち着いてるの？　あたしの説明はちゃんと理解してるでしょ。このままだと、十夜くんは……」

　慎太郎は二人の戦いを見つめていた。どれだけ苦戦していようが、その結末だけは想像できない。

「あいつは……榊さかき十夜なんです。姉さんを傷つけた奴やつには、絶対に負けない。立ち塞がるものが永遠だっていうんだったら、あいつは永遠だって砕いてみせる」

「……十夜くんの破は眼がんをいってるの？　だったら悪いけど、どう頑張ったって……永遠ってのは壊せないようにできてるのよ。だから、坊やがどんなに彼を信じたところで……」

　ソラがどんなに忠告しても、慎しん太た郎ろうは動こうとはしなかった。

　慎太郎の意志が強いことを感じ、やがてソラの態度も変わる。

「……わかったわ。坊やにその気がないっていうんだったら、こっちは坊やには任せないで、あたしが隙すきを見つけてどうにかするけど……坊や。多分、同じ心配をしてるんでしょうけど、あれが飛んできたらそのときはその眼めでどうにかしてよ。こっちも色々と準備をしてるから、一発目が撃たれたらすぐに対応できるようになってるんだけど……どこにいるかがわからない一発目だけは、どうやっても防ぐことができないから」

　流れ星のごとき青い光を放つ射手。

　まだ姿を現さないシノの動きを絶えず警戒しているから、慎太郎はむやみに動くことができなかった。

「わかってます。あの人はきっと、俺おれを狙ねらってくるはずだから……」

　青い光の矢は必ず自分を狙って撃ち出されてくる。

　確信と因縁があった。

　だから慎太郎はその瞬間を待って、静かに集中していた。





　破は眼がんなんてくだらない力、別に欲しいなんて思ってなかった。

　物を壊せる黒い点が見える力――破眼。その力で見える黒点を攻撃すれば、どんなものでも簡単に壊すことができた。

　そんなくだらない力を持っているから、十とお夜やは生まれてすぐに養子に出された。そして、榊さかきの家の人間として、一いつ色しきという名前の王を目指す宿命を背せ負おわされてしまった。

　元々、王の位なんてものに興味はなかった。それよりも、人にはない瞳ひとみを持ち、その力のせいで捨てられたという事実のほうが、辛つらかった。

　自分に近づく全すべての人間が、破眼と一色の名前にしか興味を持っていなかった。

　誰だれも十夜を気にはしない。瞳にも入れようとしない。背負った宿命以外、誰も気にも留めようとしなかった。

　榊十夜という人間は、一色の名前を得るためだけに生きている。それ以外は何も必要とされていない。それが十夜を包む当たり前の現実で、だから十夜は、なりたくもない王を目指さなければいけなかった。

　そんな生き方に嫌気が差してきた頃ころ、十夜は事故にあった。命が助かっても、全身が動かなくなるような大きな事故だった。

　これで一色になるという宿命からは解放された。だが、かわりに十夜は一人になった。

　宿命と力を失った十夜を、誰も必要とはしなかった。

　もう、死んでいるのと何も変わらない状態だった。体は動かない。誰だれも必要としていない。そしてそれは、本当に死んでしまうときまで続く。

　生きているということの意味が、完全に見み出いだせなくなった。

　そんなときに出会ったのが、桐生きりゆう静しず華かという女性だった。彼女は、十とお夜やに一いつ色しきを目指すことを望んだ。だが、十夜にはもうそれだけの力がない。だから断った。だけど彼女は諦あきらめなかった。

　毎日毎日姿を現しては、献身的に十夜を支え、十夜を強き者にしようとした。

　はっきりとした瞬間は、もう覚えていない。ただ、いつの頃ころからか、十夜にとってその女性が全すべてになった。

　たった一人、世界で自分を必要としてくれている人間に出会った。だからもう一度、ゼロから生きていくつもりになった。だから残りの人生全てを、その人に捧ささげても構わないと思った。

　桐生静華が幸せになってくれるのなら。

　榊さかき十夜は――生まれ持った力で、この世の全てだって破壊することができる。

　ただ、桐生静華を愛しているから。

　彼女のためなら、何だってできた。



　何度目かの攻撃が光の壁に防がれると、十夜はつきたくもない片かた膝ひざをついてしまった。

　不愉快な笑みを浮かべる金髪の男、ステイと戦うのはこれが二度目だった。前に戦ったときは、一色の戦いの最中だったということもあり勝敗はあやふやに終わっている。だが、その力量だけは嫌というほど記憶に植え付けられることになった。

　前に戦ったときとまったく同じ。ステイを守る盾となる光が、どうしようもなく邪魔だった。

「何度も同じことしてよぅ……テメエはバカなのか？　バカなんだな。バカで決まりだ。バカが勝手に暴れて疲れんのはいいけどよ、俺おれを巻き込むなよ。わかんだろ？　バカにできる唯一の仕事だ。人様に迷惑かけねえで、ひっそりと生きてひっそりと死ね」

　流りゆう暢ちような口く調ちようで、際限なくむかつく言葉を口にするのも前と同じだった。

「黙ってろ」。そう言いたい気持ちを押さえつけ、十夜はステイに殴りかかっていく。

　硬い壁で、こぶしが傷つく生々しい音が響いた。

「はいはい。同じことを繰り返すバカの習性は見飽きました。はぁ……もう、終わりでいいか？　テメエと違って俺は忙しいんだよ」

「……」

　気持ちを視線に込め相手を睨にらみつけると、十夜はまたしても向かっていき、立ち塞ふさがる光の盾を殴りつけた。

　破壊できる黒点は見えていた。だが、黒点を攻撃して破壊しても、光はすぐに甦よみがえり、盾となって十とお夜やの前に現れる。戦いが始まってからずっと、それが続いていた。

　見えてるんだ……だが、あれを壊したって意味はねえ。もっと奥、もっと遠く……表面だけじゃなく、あの全すべてをぶっ壊せるだけのものが見えねえと……

　攻撃が盾によって防がれる。十夜が傷ついたこぶしを気にしていると、ステイは突とつ如じよとして距離を詰めてきて、軽く握ったこぶしで十夜の顔面を殴った。

「わかったか？　バカみたいに力を込めたらいいってもんじゃねえんだぞ。わかったらさっさと家に帰って、さっき言ってたシズカとかいうクソ女の相手でもしてろ」

「……」

　怒りによる灼しやく熱ねつの感情は、そのまま真っ黒な殺意に形を変えそうだった。

「第一よぅ、俺おれはテメエみたいな雑ざ魚この相手をいつまでもしてるわけにはいかねえんだよ。テメエが終わったらあっちの馬ば鹿か面づらの相手もしなきゃいけねえんだから、テメエはさっさとくたばれ」

「……」

　ステイが見つめる先には、慎しん太た郎ろうたちがいた。

　慎太郎のそばにいる女性、一いつ色しきの戦いの立会人を名乗る女性は心配そうな顔で十夜を見ていた。

　当然の話だ。全ての攻撃が防がれ、挑発を受けまくるという無ぶ様ざまを晒さらしているのだから。

　だが、慎太郎は、真まっ直すぐな眼めで十夜を見ていた。

　それで終わりじゃないだろ。

　そんな眼をしている。

　慎太郎……負けねえ。俺は、お前にだけは負けない。負けたら、静しず華かさんへの気持ちが、お前に負けてることになる。

　硬く、強く、十夜はこぶしを握り締めた。

「まだわかんねえのか？　本気ださねえで、遊びでお前に付き合ってやってこれなんだぜ。それくらいクソ雑魚のお前と俺には差があるんだよ。だからテメエはさっさと泣きべそかいて、あっちの馬鹿とババアに助けでも求めろよ」

　十夜と目が合うと、ステイは気に入らないといった顔をした。全てを盾に防がれ、何度も地面に這はい蹲つくばらされたのに、熱を失わない瞳ひとみにイラついているようだった。

「ほら。さっさと謝ってお仲間を呼ばせてくださいって頼み込めよ」

「……」

「バカなテメエでもわかるだろ。テメエの攻撃は俺に通じねえんだよ。それでどうやって俺に勝つってんだ？　わかるだろ？　わかったらさっさとくたばれ。イライラさせんのは好きでも、イライラさせられるのは好きじゃ――」

　握ったこぶしの親指だけを立てると、十とお夜やは自分の首に親指を突きつけ、横に引いた。

「黙ってろ。お前の話なんて聞いてねえんだよ」

　ステイは親指を立てると、地面に向かって突きつけた。

「黙っててくださいだろ。クソ雑ざ魚こがッ」

　もう一度こぶしを握り締める。もうこれ以上、このむかつく相手との戦いを続けるつもりはなかった。

　背中越しに小さな気配を感じる。

　ぬいぐるみと刀を握り締めた幼い少女が、一いち途ずに十夜の勝利を願っていた。

　もっと奥だ……もっと奥、もっと遠く……いい。破は眼がんの使いすぎで、このまま眼めが壊れたって文句はいわねえ。どうせ、俺おれは一度死んでるんだ……ここで眼が潰つぶれてもいい……だから、あいつは……静しず華かさんに傷をつけたあの野郎だけは……絶対に……

　破眼を使うと、その代償として十夜の眼は激痛に襲われた。小さな血管が潰れていくのが自分でもわかる。破眼は全すべてを壊せる黒点を見せる代償として、自身の瞳ひとみさえも壊そうとしていた。

　……俺の眼がほしかったらくれてやる……その代わり、あれをぶっ壊せるだけのものを俺に見せろ――

　物体に浮かぶ、黒い点の濃さが増していく。それと共に、痛む瞳の悲鳴もボリュームが上がっていく。だが、十夜はもっと瞳を酷使する。

　盾には無数の黒い点が浮かんでいた。だが、そのどれもが偽りで、破壊したところですぐに元に戻ってしまう。

　もっと奥。もっと遠く。

　十夜の瞳は、最奥にある最後の黒点を見つけた。

「来いよクソッタレ。時間の無駄だけどよ。テメエがむかつくから最後まで付き合ってやるよ。それでテメエの全部が無駄だったってことを悟りやがれッ」

　挑発をきっかけに、十夜は走り出した。

　殴りつけるが、光の盾が立ち塞ふさがり邪魔をする。こぶしが潰れる嫌な音がするが、榊さかき十夜は止まらない。全身全霊を込めて、もっとも触れたい黒点に向かってこぶしを突き出す。

　何発も何発も――

　体中の悲鳴を自らの意思で黙らせて――

　十夜は永遠を誇る盾を殴りつけた。

「無駄だって言ってんだろ、クソッタレが。これは、テメエなんかがぶっ壊せるようなものじゃあ………………ッ」

　音が変わった。

　何かが――壊れる音がする。

　それは、最愛の人のために、永遠を壊した音だった。





「うッ……そ……」

　感情のまま間抜けな驚きの声を上げたのは、隙すきがあれば十とお夜やの助すけ太だ刀ちに入ろうと様子を窺うかがっていたソラだった。

「うそ、うそ、うそ……だって、あれは……人間の力だけで壊せるものじゃあ……」

　驚きよう愕がくするソラを見ても何も思わない。

　目の前で起こった現実は、慎しん太た郎ろうにとっては驚くほどのものではなかった。

「あれが……榊さかき十夜だ。あいつは姉さんのためだったら、死んでいた自分だって生き返らせるような男なんです」

　十夜の過去を慎太郎も知っている。だからこそ、静しず華かに対する愛情の深さも知っていた。

「王だろうが神だろうが……姉さんの敵だったら、あいつは壊す。邪魔するものが永遠だっていうんだったら……あいつは永遠さえも破壊してみせる」

　気づくと、慎太郎は自分の瞳ひとみに触れていた。

　停てい眼がんを持った少年は、最後の戦いの相手である、破は眼がんを持った少年を見つめていた。

「あれが――榊十夜なんだ」

　盾を失ったステイは、相手をバカにする余裕もなく慌あわてふためいていた。

「なんッ、だと――」

　信頼していた永遠が砕かれたら、誰だれだってこんな醜しゆう態たいを見せる。

「なにしやがったテメエッ。何でッ、俺おれの盾がッ」

　残る力を全すべて振り絞り、十夜は大きくこぶしを振りかぶった。

「まッ、待てテメエッ。きたねえぞッ。どんなイカサマしやがった。ちょッ、ま――」

　無力となった両手を差し出し、抵抗を試みる。しかし、そんなもので十夜を止められるわけがなく、ステイの顔面は十夜によってねじ伏せられた。

　上から殴りつけ、顔面をこぶしに貼はり付けたまま地面に叩たたきつける。

　ステイの口からは、轢ひかれた蛙かえるのような悲鳴が上がった。

　そして静寂が訪れる。

　十夜は必死の形ぎよう相そうで瞳を押さえると、息を荒らげながら地面に両りよう膝ひざをついた。そばで倒れているステイは、ピクピクと体を震わせ動かない。

「すごい……実際、十夜くんがどれだけのものなのか、話で聞いてた範囲でしか知らなかったけど……まさか、あの盾を一人で壊すなんて……」

　ソラは素直に驚いていた。

　榊十夜という人間を知らなかったら、慎太郎も同じように驚いていたはずだ。

「十とお夜やがあれだけのことをするっていうのは、最初からわかっていましたよ。そんなことよりも、俺おれとしては……」

　青き矢は、まだ撃ち出されてこない。

　いつ攻撃が来ても反応できるように最大限の警戒をし、十夜の戦いを見守っていたのだが、それらしい気配は一向に感じられない。

　頬ほおを伝って汗が流れていくのを感じた。

　いつ襲われてもおかしくはない。だが、いつまで経たっても襲ってはこない。その事実が体を縛る緊張感を高めていく。

　こないのか？　どのタイミングで来るかはわからないけど……絶対に、あの人は俺を狙ねらってくるはずなのに……

　いつまでも気を張り続けることはできない。このままの状況が続けば、間違いなくどこかで集中が途切れてしまう。

「あの金髪の子をおとりにして坊やを狙うつもりだったけど、十夜くんに倒されて事情が変わったってことかしら」

　慎しん太た郎ろうも考えていた可能性を、ソラが口にする。

　確かに、慎太郎が知っているシノという女性は、狂ってしまった計画を強引に貫き通すような人間ではない。

「そう……なんでしょうか。だったら、とりあえず十夜を連れて安全な場所に……」

　警戒したまま、場所を移そうとする。

　不意に、本来ならここには来ないはずの人間がやってきていることに気づいた。

　香か澄すみとルカ。

　それにイリスが、この場に姿を現した。

「おい。シンタロウ。いつまで経っても戻ってこないから心配で来てやったぞ。もう終わったのか？　だったら、私を安心させるためにさっさと戻って来い」

　戻って来いといいながらも、イリスは慎太郎の無事を安心すると、少し微笑ほほえみながらこちらに向かって駆け出してきた。

　無警戒に無邪気に、イリスは慎太郎に近づこうとしている。

　あいつ……危ないから、ここには来るなって……

　――嫌な予感が、頭の中を走った。

　シノという女性は、青い矢が慎太郎に通用しないことを知っている。

　狙い撃ったところで、慎太郎が持った刀に切り伏せられることを、シノは知っている。

　そんな人間が、真正面から慎太郎を狙うようなことをするだろうか？

　もしも、自分がシノの立場だったとしたら……

　本人よりも、もっと狙いやすい――だけど、そばにいなくてはいけない人間を……

「来るなッ」

「ツッ――」

　叫ぶと、イリスは驚いた顔をしてその場に立ち止まった。



　そして戦せん慄りつと閃せん光こうが、暗い虚こ空くうを駆け抜けた。



「くッ」

　全速で近づき、イリスを抱き倒す。

　ギリギリ。

　後一秒でも遅かったら終わっていたというタイミングで、慎しん太た郎ろうはイリスを青い矢から救うことができた。

「シ、シンタロウ……何だ？　何が起こって――ッ」

　イリスを助けることはできた。だが、無傷でというわけにはいかなかった。

　やってくれる……あの人は、最初から俺おれじゃなくて、俺の式しき神がみを狙ねらってたんだ。そのほうが、俺に確実にダメージを与えられると考えて……

「シンタロウ。お前、怪け我がを……」

　青い矢は、イリスを庇かばった慎太郎の左肩を抉えぐっていった。

　幸い、放ほうっておいたら死にいたるというほどのものではないが、重症であることに変わりはない。

　まるで銃で撃たれたかのような傷と痛み。

　シノからの贈り物は、それを慎太郎に届けていった。

「シンタロウ……おい。大丈夫なのか？　シンタロウ」

　恐る恐る、イリスが慎太郎の服に触れてくる。

　痛みがあるのは間違いなかったが、イリスの手前、露ろ骨こつに痛そうな顔をしていられない。

「大丈夫だよ。大丈夫だから、お前はそんな顔を……」

　イリスは、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　それはイリスが見せる顔の中で、一番慎太郎が嫌いな顔だった。

「すまん……私のせいだな。お前の言うとおり、私はお前を待っていればよかったのに……余計なことをして、お前に怪我を……」

「大丈夫だよ。怪我なんて、大したもんじゃないから。それよりも、お前のほうは大丈夫だったか？」

「私か？　私は当然大丈夫だが……シンタロウ。どうしてこんなときにも、お前は私の心配をするのだ？」

　あらためて聞かれると、上う手まくは答えられない。

　どうしてと聞かれても、心配だからという理由しか思いつかないのだ。

「さあ。多分、お前が心配だからだと思うけど……」

「シンタロウ……」

　潤うるんだ眼めをして、イリスが慎しん太た郎ろうを見つめる。

　誰だれもいなかったら、無意識のうちに抱きしめていたかもしれないくらい、魅力的な顔をしていた。

　だが、今はそんな状況ではない。

　最後の戦いが近いのだ。

　痛みがあっても、立ち上がらないといけない。

「一人で立てるな？」

「も、もちろんだ」

　イリスの返事を受け、先に慎太郎が立ち上がる。それに続き、イリスがうつむきながら、慎太郎の服の裾すそを掴つかみながら立ち上がった。

　怪け我がをしたのは予想外だったけど……まあいい。それはあいつも同じなんだ。だったら、俺おれだけが泣き言をいうわけには……

　立ち上がって振り向いた先にいたのは十とお夜やだった。

　傍かたわらに立つミアは、十夜の服を掴んでいた。

「矢が飛んできた方向から位置を割り出して、そこに見張りを送る手はずになってたから、もう矢が飛んでくる心配はないと思うけど……坊やが怪我しちゃったら、それも意味がないか。やってくれるわね。単純に妨害ってことだったら、あっちの戦果は充分ってところね」

　最後の戦いの二人である慎太郎と十夜は、共に『王族の血統ロイヤルブラツド』の干渉によって手傷を負おってしまった。

　戦えないわけではない。だが、戦うのであれば、二人が負った手傷は消して軽いものではない。

　ましてや相手は十夜だ。

　自分の瞳ひとみが目撃したとおり、永遠を武器にしても、十夜は必ずそれを乗り越えてくる。そんな男に勝てるのかと聞かれて、答えられるわけがなかった。

　恐らくは激しく痛む瞳を押さえたまま、十夜は慎太郎を見つめてきた。その瞳に慎太郎も応こたえる。刀を握る手は、いつの間にか力を増していた。

　十夜が近づいてくる。

　視線をぶつけ合う、二人の少年の間の空気は凝縮していった。

「駄目ッ」

　突然、二人の間にミアが割って入ってきた。

　腕に抱いたぬいぐるみと刀を強く握り締め、慎しん太た郎ろうたちを睨にらみつけてくる。

「トーヤ、怪け我がしてる。もう戦えない……だから、もう、駄目」

　意味はすぐにわかった。

　十とお夜やの呼吸の荒さは半はん端ぱではない。盾を殴り続けた手と、永遠を砕いた瞳ひとみの痛みは容易に予想できた。

「……まあ、確かにお嬢ちゃんの言う通りかもね。坊やは見た通りだし、十夜くんのほうもあの子との戦いで怪我してるわけだし……」

　ソラが慎太郎と十夜の様子を見比べる。

　平静を装よそおっているが、慎太郎が負おっている怪我も決して軽いものではない。

　かすった程度とはいえ、砲撃のような威力を持つ青い矢に射抜かれたのだ。すぐに戦えるような状態で済むわけがない。

「……どうする坊や？　今日は色んなことがあったわけだから、また日を改めるっていうのはナシじゃないけど……」

　最後の戦いの審判役であるソラの言葉。日を改めるという選択肢は確かに存在した。

　だが――

「お前はどうしたらいいと思う？」

　慎太郎は、自身の式しき神がみであり、もっとも信頼できる少女にそれを尋ねた。



    

  
    
      



    

  
    
      「わ、私か……私は、もちろん、お前には勝ってほしいと思っているが……だが、私のせいで、怪け我がをしたのであれば……」

　責任を感じ、イリスは普段では絶対に見せないような弱々しい顔をしていた。

　そんな顔はやめてほしい。

　そんな顔をされたら、自分が戦っている理由を見失ってしまいそうになる。

「お前は、俺おれが勝つと思うか？」

　簡単な問いに、イリスは真正面から慎しん太た郎ろうを見返して答えた。

「当たり前だッ。私のシンタロウなのだぞ。たとえ誰だれが相手でも……私が力を貸してやっているのだから、お前が勝つに決まっているッ」

　決心は固まった。

　今は、自分を支えてくれたこの少女のために――戦って、勝って、一いつ色しきになりたかった。

「それが聞きたかった。それだけ聞ければ充分だ。お前はいつもみたいに、俺を信じていてくれ。俺はお前のために……勝つよ」

　答えが決まると、慎太郎は強い瞳ひとみで十とお夜やを見つめた。

　その視線を受け、無言で十夜が歩みだす。目指す方向は、野外音楽堂のほうだった。

「トーヤ……」

　心配が頂点に達した、ミアのか弱い声。十夜は微笑ほほえみかけ、ミアの頭を軽く撫でた。

「大丈夫だ。お前がいれば、俺は負けない」

「トーヤ……」

　辛つらそうだったミアの顔が、やがて何かを決意した強い顔に変わる。

「わかった……トーヤは、負けない」

　ぎゅっと強く、想おもいの全すべてを込めて、ミアは腕にあるものを抱きしめた。

　二人の少年、二人の式しき神がみ。

　全ての意思を確認すると、ソラは小さく笑った。

「……そうよね。この世で最も強い者である、一色になろうって人間が、この程度のことで泣き言をいうわけにはいかないわよね。二人とも、それを乗り越えてここまで来たんだから……わかったわ。二人がその気なんだったら止める理由もないし……いいわ。始めましょう。あなたたちの、最後の戦いを」

　慎太郎と十夜。

　停てい眼がんを持つ少年と破は眼がんを瞳に宿す少年。

　最後の戦いが、始まろうとしていた。



    

  
    
      


５「最後の戦い―氷ひよう姫きに愛された者―」



　野外音楽堂の客席。

　相そう馬ま香か澄すみは手に持っていた袋から木刀を取り出した。香澄の木刀は仕込み杖づえのようになっており、中には真剣が隠されている。

　月明かりの下。香澄の真剣が姿を晒さらす。同時に、無数の淡い蛍ほたるのような光が発生した。

　香澄とルカの契約の証あかし。光の契約術だった。

　光には簡単な傷なら治せるだけの治癒能力がある。香澄はその力を使い、シノの襲撃で負おった慎しん太た郎ろうの傷を治そうとしていた。

　だが、慎太郎は手を出してそれを拒否する。

「桐生きりゆう……」

「悪い。相馬の気持ちは嬉うれしいけど、あいつがそのままで戦うっていうんだったら……俺おれもそのままじゃないとフェアじゃないから」

「あいつって……」

　十とお夜やはすでに壇のそばに立っている。すぐ隣には、ミアがいた。

「……武士道精神のつもり？　そんなこと言ってる場合じゃないと思うけど……」

「かもしれないけど、俺はそうしたいんだ。十夜にだけは、真正面からやって勝ちたい」

「……何で、そんなに拘こだわるの？　あいつと桐生は知り合いみたいだけど……意地を張る理由なんて、別に……」

「同じ人を好きになって、同じ人のために戦ってるんだ……だから、真正面からじゃないと意味がないんだ」

「同じ人が好き……」

　香澄は小さな声で呟つぶやくと、黙って真剣を鞘さやに収めた。

「き、桐生が誰だれを好きでも、あたしには何の関係もないけど……ばか……本当に、どうしようもないくらい……桐生のばか……」

「ああ。俺もそう思うよ」

　舞台はすでに整っていた。

　ソラは壇上で、二人の少年が準備を終えるのを待っている。

　自らの刃やいば。『色しき彩さい虚こ空くう』を握り締めると、慎太郎は壇上に向かった。

「同じ人というのは、シズカのことか……ふん。気に入らんぞ。シズカもそれなりに上等な女かもしれんが……いい女でいえば、私のほうが遥はるかに優雅で上等で美しく……」

　セリフは偉そうだったが、態度は少し頼りなかった。

　自分のせいで慎太郎が怪け我がをしたと思い込み、それが気持ちを重くしているのだ。

「なあ、頼みがあるんだ」

「な、何だ？　シンタロウが私に頼みごとをするなどは生意気だが……事情が事情だから、聞いてやってもいいぞ」

　精一杯強がっているイリスに、慎しん太た郎ろうは優しく語りかける。

「俺おれが勝つって、信じててほしいんだ。たとえどんな状況になったとしても、お前が信じてたら勝てるような気がするから」

　今までの戦いは全すべてそうだった。

　傷つき弱り、戦うことをやめてしまいそうだったときに力をくれたのは、いつもこの少女だった。

「あ、当たり前だ。お前が負けたら私も困るのだ……だから、私が信じていてやるから、お前は絶対に勝ってこいッ」

「ああ。勝つよ。俺は……色んなもののために」

　声をかけると慎太郎は壇上に向かった。

　イリスと香か澄すみ、そしてルカはその場を動かない。

「トーヤ……」

　ミアが十とお夜やの服を引っ張る。それをきっかけに、十夜も動き始めた。

　ミアが抱きしめている刀を抜く。鞘さやの部分だけは、ミアが抱きしめたままだった。

「じゃあ、いってくるぜ」

　背を向けた十夜に、ミアの最後の言葉がかかる。

「トーヤ。勝って」

「ああ……勝つさ」

　そして十夜が壇上に上がってきた。

　壇上の中央で慎太郎と向き合う。そこに、邪魔にならない程度の気配を発し、ソラが近づいてきた。

「一番強い人を決めるからといって、別に殺し合いをしろって言ってるわけじゃないの。明らかに戦えないような傷を負おったときはあたしがすぐに止めて、そこで決着ってことにするから……文句はないわね？」

　無言で二人が頷うなずく。

「ルールは特にないわ。二人で納得するように戦って、お互いに白黒をはっきりさせなさい。それじゃあ――」

　突とつ如じよとして、十夜が抜き身の刃やいばを慎太郎に突きつける。

「榊さかき十夜。神器は『氷ひ雨さめ丸まる』。力は、『氷を操る』だ……破は眼がんは、お前が知ってる通りのものだ」

　最後の戦いを前に、ちゃんとした名乗りを上げる。真まっ直すぐな、十夜らしい行動だった。

　慎しん太た郎ろうが、それに応こたえないわけがない。

「桐生きりゆう慎太郎。神器は『色しき彩さい虚こ空くう』。すべてを切り裂く刃やいば……それだけだ。停てい眼がんは……説明するまでもないだろ」

　名乗りが終わると、二人は睨にらみ合った。

　馬ば鹿か正直に手の内を明かしあった二人を見て、ソラは呆あきれたようにため息をつく。だが決して、気分が悪いものではなかったようだ。

「二人ともまだまだ坊やね……でも、そういうのは嫌いじゃないわ。責任は全部あたしが取ってあげる。だから――」

　二人の間をソラが通り抜ける。壇上のふちまで来ると、足取りも軽く、飛び降りた。

「悔いが残らないように戦いなさい。骨は――拾ってあげるわよ」

　そして、最後の戦いが始まった。

　まずは十とお夜やが一歩引く。充分な距離を取ると、ためらいなく『氷ひ雨さめ丸まる』という名前の刃を振り下ろした。慎太郎が『色彩虚空』で受け止める。

　緊張が奔はしりぬけ、金属音が鳴り響く。

　初撃を受け止められたが気にすることなく、十夜は攻撃を続けてくる。上から、横から、下から――力強く、だが繊細に、十夜の刃は慎太郎を狙ねらってきた。

　休みなく攻撃が続くが、その程度のことでは慎太郎は焦あせらない。神速には及ばない攻撃を、慎太郎は一つ一つ確実に凌しのいでいた。

　これが十夜の限界だったら……絶対に、俺おれが勝つ。だけど、わかってるんだ。十夜の限界が、こんなもんのはずがない……

　立ち塞ふさがるのであれば、永遠さえも破壊する。榊さかき十夜は、こんなものじゃない。

　何度目かの剣撃を防ぐと、その異変は起こった。

　白い気配が十夜の刀を包み込む。切っ先が触れている地面が、わずかに凍っていた。

　何だ……

　白い気配に包まれた刃が横よこ薙なぎに振られる。同じように刀で受け止めると、受けた箇所が一瞬で凍りついた。

　氷……そうか。さっき十夜が言ってたな。名前は『氷雨丸』で、力は氷を操ることだって……それにしても、触れただけでこれが凍るなんて……

　強い生き物の攻撃に屈することなく、流星さえも切り伏せてきた『色彩虚空』を、慎太郎は全面的に信頼している。だが、その信頼を揺るがそうとしているかのように、十夜は『色彩虚空』を凍らせてきた。

　式しき神がみの力が並でないということは、それだけで理解できた。

「どうしてさっきは、それを使わなかったんだ？」

　ステイとの戦いを振り返り、慎太郎は聞いた。間合いを取った状態で慎重に、十夜は答える。

「あの野郎と戦ったのは静しず華かさんのためで……俺おれのわがままだ。そんなものに、あいつを巻き込めるわけがないだろ」

「あいつ？」

　壇のそばには、お気に入りのぬいぐるみと刀の鞘さやを抱いたミアがいた。慎しん太た郎ろうの前では無関心、無表情だった少女は、心配そうに、一生懸命十とお夜やの勝利を願っていた。

「ずいぶんと気に入られてるんだな。それも、お前の体質のせいか？」

　十夜は動物や幼児に異常に好かれるという変わった体質をしている。ミアに好かれているのもそれが原因だろうと思い尋ねたが、十夜は関係ないといった風に首を振った。

「そんなもんは関係ない。俺とあいつは……ここまで一緒に戦ってきたんだ。ただ、それだけの話だ」

「一緒に、戦ってきた……」

　イリスの視線を感じる。祝福をくれる女神がいるのは、慎太郎も同じだった。

「そうか……そうだな。悪い。戦ってる最中にくだらないことを聞いて」

「構わないさ……」

　戦っている理由があり、背せ負おっているものがあり、王を目指せる力があった。

　二人の刃やいばが交わる。戦いは少しずつ、その密度を増していった。



　壇上から降りたソラは客席の一番奥まで行き、そこで腰を下ろした。ここからなら、全体がまんべんなく見渡せる。何か異常が起こっても対処できるように、戦いが極点を迎えるまではここから様子を見るつもりだった。

　戦いが始まっちゃったわけだけど……さて、どうなるものかしらね。遊ゆう馬まちゃんに勝った坊やと、永遠さえも砕いちゃった十夜くん。どっちが勝っても一いつ色しきには充分だと思うけど……まあ、怪け我がだけはしないでほしいもんね。

　中立の立場のソラだからこそ、二人の少年の結末が心配だった。

「始まったのですね」

　最後列にいるソラの更に後ろから、その声は聞こえた。

　清せい楚そにして、穏やか。

　その人物が放つ雰ふん囲い気きのせいで、流れる時間が遅くなったような気がした。

「……確か、坊やの……ううん、慎太郎くんのお姉さんだったっけ？」

　姿を現したのは静華だった。

　いつもと同じ和服姿だったが、怪我をしているために、頭には包帯を巻いていた。

「はい。桐生きりゆう静華と申します。このたびは、慎太郎がお世話になっているようで」

「別にお世話をしてるってわけじゃないわよ。あたしがいなくても、坊やはしっかりやっていくだろうし、あたしは別に特別なことをしてるわけじゃなくて、自分の仕事をやってるってだけだし……それよりも、その眼めでここに来たところで、結果がわかるの？」

「はい。気配だけですが、大体のことはわかります。それに、たとえ何もわからないとしても、私はここに来なくてはいけない義務がありますから」

「……弟を戦場に送り込んだ責任、か。そういう考え方は立派だと思うけど、そもそもどうして、あなたは一いつ色しきの力を求めてるの？　弟だからといって、坊やが勝ったところで一色の力があなたのものになるわけじゃないのよ。それに、見た感じ、あなたはそういう力を求めるタイプの人間には見えないけど……」

　静しず華かは見えない瞳ひとみで、二人が戦っている壇上を見つめていた。

　そして、ため息のように言葉をこぼす。

「昔の話です。私は、一色様の力に触れ、その力によって助けられたことがあります。そのとき、力の強さと意味を知りました。そして、それが守らなくてはいけない大切なものであるということも……だから私は、それを守れる強い人を育てることにしました。そのためには色々なものを失う覚悟を持っていました。この瞳はそのうちの一つで、私自身は何ら後悔はしていません。ですが……」

「関係ない人間を巻き込んだことは、少し気にしてるってわけ？」

「そう……かもしれません。私がいなければ、あの二人は血を流すようなことはなかった。そう思うと、辛つらくなります」

　ソラがコートから扇せん子すを取り出す。そして流れるような動作でそれを広げた。

「残念だけど、それはあなたの自意識過剰よ。確かに、最初はあなたのために戦い始めた二人だったかもしれないけど、今はもうあなたのためだけに戦ってるわけじゃないはずよ。あの二人を支えてきたのは、あなただけじゃないんだから」

　二人の戦いを見つめる二人の少女。

　イリスとミア。

　二人を最後の戦いまで導いてきた二人の少女は、自分のことのように心配しながら、二人の戦いを見守っていた。

「……そうですね。慎しん太た郎ろうと十とお夜やさんには、私よりも大切な人がいるのでしたね」

「そういうことよ。だから保護者は、黙って見てればいいのよ」

「……」

　無言を答えとし、静華はソラに言われたとおり、二人の戦いを見守ることにした。

　二人の会話はそこで途切れる。

　少年たちの刃やいばがぶつかる音が、風に乗って運ばれてきた。



　どんな攻撃をどれだけ繰り返しても、決定的な一撃を与えられる気がしなかった。

　手数は圧倒的に自分のほうが多い。攻撃を受ける慎しん太た郎ろうは反撃もせずに、刃やいばの奥からこちらを見み据すえているだけだ。

　状況だけで言えば間違いなく押している。だが、手ごたえは皆無だった。

　さすがだ。慎太郎は、俺おれの攻撃が全部見えてるんだ。反撃してこないのは確実なタイミングを待ってるからで……その気になれば、どこでやられててもおかしくねえ。

　刃をぶつけると同時に、慎太郎の刀を凍りつかせる。普通の武器ならばそれで強度が落ち、次の一撃で破壊できるのだが……

　慎太郎の刀はすぐに氷を溶かすと、何も変わらない強さを誇り続けていた。

　あの刀はやばい。どんなもので造られてるのかは知らねえが……この眼めで黒点が見えないものがこの世にあるなんて、思いもしなかったぜ。

　破壊するための黒い点が、慎太郎の刀にはまったくなかった。痛みを代償に瞳ひとみの力を増しても結果は変わらない。

　あの刀は、絶対に壊せないという奇跡を宿した武器だった。

　あれに加えて、慎太郎には停てい眼がんがある……無駄に攻撃してたら、勝手に消耗してこっちが潰つぶれるだけだ。

　桐生きりゆう慎太郎という少年のことはよく知っている。そして、戦っている理由も。

　十とお夜やの最愛の人である桐生静しず華かは、弟である慎太郎に覚悟を植え付けるためだけに自らの瞳を潰した。それだけの覚悟を突きつけられた人間を、簡単に凌りよう駕ができるわけがない。

　心に宿る覚悟を、もう一段階強くする。

　十夜には、決着を急がなければいけない理由があった。

　先の戦いを通じて、瞳がすでに限界ギリギリだった。黒点はかろうじて見えるが、肝心の視力自体がぼやけてきている。これ以上戦いが続けば、確実に瞳が終わってしまう。

　式しき神がみであるミアとの契約で、『氷ひ雨さめ丸まる』を介して十夜は氷の契約術を使用することができた。剣先が奔はしった箇所であれば、そのまま相手を凍りつかせることができる。

　切っ先に宿る白い凍気を強くする。それをそのままぶつけるように振るうが、慎太郎の刀にあっさりと凌しのがれた。

　刀をどうにかするのは無理だ……だったら、使い手をどうにかするしかねえ。

　凌がれた刃の行き先を変え、十夜は慎太郎の足元を切った。瞬間、凍りつく音と共に、慎太郎の足元が凍る。それを気にした一瞬の隙すきを突いて、十夜は切っ先で慎太郎の右腕を軽く斬きった。

　刃が通った部分が白く凍りついていく。慎太郎の意識の全すべては、凍りついた右腕に向けられていた。

　傷よりも、心を砕きそうな冷たさのせいで慎太郎はまともに戦えなくなるはずだった。しかしその予想に反し、慎太郎は凍りついた腕を自らの刀で切り裂く。そうすることで流れた血の熱によって、慎しん太た郎ろうの腕を包む氷は溶けて消えてしまった。

　……考え自体は間違っちゃいないが……決断してから実行するまでが異常に速はええ。自分の腕を斬きるなんて馬ば鹿かなこと、躊躇ためらうのが普通なのにな……

　慎太郎の眼めは熱を失っていない。それどころか、血を流したことによって、更に力強さが増している。

　切っ先を地に付けたまま、一定の距離を取って慎太郎の周りを歩く。刀を構えたまま、慎太郎は停てい眼がんが宿る瞳ひとみで十とお夜やの動きを追っていた。

　あの眼は……どうすれば砕ける？　負けられないのは、俺おれも慎太郎も同じだ。このままだと、行き着くところまで行くしかなくなる……そんなことはできるわけがねえ。どこかで、あいつの心を砕かねえと……

　慎太郎が最も信頼している絶対。

　それは瞳に宿る力と、壊れないという奇跡を宿した刀だった。

　……そうか。俺と慎太郎は結局同じっていうことか。瞳か神器。どっちかを失なくしたら、もうそこで終わりだ……だったら、やることは……

　十夜は狙ねらいを絞った。

　奇跡を宿した月の女神の贈り物。『色しき彩さい虚こ空くう』を砕けば、そこで勝負は決着する。

　戦いを長引かせることができない十夜は、小さく息を吐くと、切っ先を地面に擦こすりつけたまま駆け出した。一気に間合いに入る。足元から頭の先まで、一気に刀を振り上げることで、どこか一箇所でも凍りつかせられればという狙いがあった。

　まずはどこでもいいから凍りつかせる。武器をどうにかするのはそれからで……

　刀を振り上げる刹せつ那な。慎太郎の顔が視界に入った。今までずっと、攻撃する十夜の顔を見ていた慎太郎が、そのときだけは――真まっ直すぐに『氷ひ雨さめ丸まる』を見つめていた。

　やばい―――――ッ。

　直感がそれを告げる。だが、刀を振り上げる動きは止まらない。十夜は出せるだけの力を出すと地面を急激に激しく凍りつかせ、作り出した氷で無理やり刀の動きを止めた。

　振り下ろされる一いつ閃せん。

　初めて振るわれた慎太郎の刃やいばは、十夜の刀が通るはずだった場所を駆け抜けていった。

「ツッ」

　冷静に戦いを進めていた慎太郎が、初めて「しまった」という顔を見せる。今の一振りが慎太郎にとってどれだけ重要なものだったのかということは、その顔が証明していた。

　あいつ……真正面から刃をぶつけ合って、俺の刀を斬ろうとしてきやがった……馬鹿な。そんな、神かみ業わざって言っても足りないくらいの奇跡……本気で……

　冷たい汗が体を流れる。十夜は、反射的に慎太郎から距離を取った。

　慎太郎の視線が、離れる十夜に突き刺さる。あの瞳が宿す力を、十夜は知っていた。

　本気……って、ことだろうな。忘れてたぜ。あいつは桐生きりゆう慎しん太た郎ろうなんだ。姉である静しず華かさんの覚悟を背せ負おってるんだ。それくらいの奇跡……起こして当然なんだよな。

　十とお夜やは、焦あせりからくる軽い決意で、慎太郎の絶対を破壊しようとしていた自分を恥じた。

　今目の前に立っている相手は、自分と同じだけの覚悟と力を持ってこの場に立っているのだ。同じだけの覚悟を見せて、それ以上の力を出さない限り、上にいけるわけがない。

　盾を壊すために酷使し、限界が近い瞳ひとみにそっと触れる。

　静華さん……この眼めがなかったら、俺おれとあなたは出会えなかった。そしてあなたがいなかったら……俺は生きてる意味を見み出いだせなかった……だから静華さん。あなたのためだったら……この眼が壊れたって……

　強く、揺るぎない覚悟を決めた。

　最愛の人のために、この戦いに勝てるのであれば――全部失っても、それでよかった。

「慎太郎……」

「……何だ？」

　十夜にしたら、次の交錯が最後になるはずだった。

　だから思わず、話しかけてしまっていた。

「お前は何で戦ってるんだ？」

　最後になるかもしれないから、それだけは聞いておきたかった。

　慎太郎は答えた。揺らぐことのない、真まっ直すぐな瞳で。

「俺は決めたんだ。全部を背負って、強い王になるって……それに、俺のことを信じて、力を貸してくれる奴やつがいるから……俺は、そいつのためにも勝ちたいんだ」

「……静華さんのために、戦ってるんじゃないのか？」

「もちろん姉さんだって入ってる。だけど、姉さんのためだけじゃない……俺は、俺の背負ってる全すべてのもののために……戦うんだ」

「……そうか。それだけ聞ければ、充分だ」

　覚悟の強さは、眼を見ていればわかった。生き方が違っていたから、背負っているものも違った。だけどきっと、重さ自体はかわらないはずだ。

　慎太郎は全てのために。

　十夜はたった一人のために。

　王という、証あかしが必要だった。

「慎太郎……多分、次が最後だ。何があったとしても、そのときお前が戦える状態だったら、お前の勝ちだ」

「……眼か？」

「ああ……もうすぐ使い物にならなくなる。だから……これで終わらせるしかないんだ」

「……わかった。お前の最後を俺が潰つぶして……俺が勝つ」

　十とお夜やは瞳ひとみを閉じると、最愛の人の顔を頭に思い浮かべた。

　慎しん太た郎ろうが勝つと、あの人はずっと慎太郎を心配して、心を痛めることになる……あの人に、そんな思いはさせたくない……

「静しず華かさん」

　慎太郎には聞こえない、小さな声で呟つぶやいた。

「俺おれは……勝ちます」

　瞳を壊す覚悟を持ち、刀に宿る力を全すべて吐き出すつもりで十夜は駆けた。

　迎え撃つは――時を止める瞳と、絶対に壊れない奇跡。そして、同じ人のために戦う、絶対に負けたくない男だった。

　致命傷となる反撃を受けないように、十夜は隙すきの小さい剣撃を繰り返す。軽く刃やいばが触れる攻防が続くが、お互いにこれといった決め手はない。

　十夜の刀が発する白い凍気が空中に舞う。少年たちの温度とは対照的に、辺りと、二つの刃の温度は下がっていった。

　刃がぶつかる音が、虚こ空くうに舞う。

　氷がぶつかり合うような、冷めた響きだった。

　慎太郎……これが最後だ。俺は―――――絶対に負けないッ。

　一歩引いて間合いを取る。そして体を捻ひねり、刀を振り上げる。

　全身全霊を込めた、十夜の最後の一いつ閃せんだった。

　横よこ薙なぎに、白い凍気を宿した剣けん閃せんが奔はしる。

　全てをこめた瞳をしているのは慎太郎も一緒だった。慎太郎の刃は、文字通り一寸の狂いもなく、真正面から十夜の刃とぶつかり合った。

「―――――」

　眼前で起こる奇跡。

　無言なのは、二人とも一緒だった。

　慎太郎の刃は真正面から十夜の刃とぶつかった。しかし、十夜の刃を切り裂くことはできなかった。

　お互いの刃がふれあう瞬間――十夜は『氷ひ雨さめ丸まる』の全てを使い、慎太郎の『色しき彩さい虚こ空くう』の刀身を凍りつかせた。

　振り切れなければ刀ではない。『色彩虚空』は全てを切り裂く力を発する前に『氷雨丸』によって凍りつかされ、その力を封じられた。

　絶対切断の奇跡を、瞬間凍結の奇跡で斬きり返す。

　何度も繰り返した凍気を撒まき散らした軽い剣撃も、このための布石だった。

「わかってたんだよ、慎太郎……お前の停てい眼がんは、これくらいの奇跡を起こすって。だが、俺はその上をいく。勝つのは……俺だ」

　刀身が凍りつくことで初めて、『色しき彩さい虚こ空くう』の壊れる点が見えた。だが、淡い。この程度のものでは、攻撃したところでは破壊することはできない。

　嘘うそ偽りなく、最後の力だった。

　破は眼がんの全すべてを使い――慎しん太た郎ろうの絶対を壊すことができる黒点を凝視する。

　終わる両目を無理やり黙らせ、十とお夜やは全力で『氷ひ雨さめ丸まる』を振るった。

　金属がぶつかり合う音。

　音は――一つの絶対が壊れる音に変わる。

　全てを切り裂くことができる剣を。

　破眼の力は、粉々に砕いてしまった。



「な……に……」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、離れた客席から壇上の二人を見守るイリスだった。

　腕には慎太郎から渡された刀の鞘さやがあった。だが、刀身が砕かれたことで、鞘も姿を失い消えていく。

　慎太郎が持っている刀はイリスが作り出したもので、その強さはイリス自身が最もよく知っている。

　この世の神が束になってもあれは壊すことはできない。

　イリスが慎太郎に託した剣は、そういう性質のものだった。

　だが、あの少年と氷の力は――

「永遠を誇る盾の次は、絶対を謳うたう剣か……はは、どこかの神話にでも出てきそうな話ね。どんな時代の英雄にも、そんなことできる人間なんていないのに……」

　感心したように言葉をもらしたのは、いつの間にかそばにやってきていたソラだった。

　口く調ちようこそ同じだが、雰ふん囲い気きは普段の軽そうなものとは明らかに違う。戦いが極点に近づいているからこその緊張感が、ソラを包んでいた。

「おいッ。どういうことだ？　あんなこと、絶対に誰だれにもできるわけがないのだ。あの剣は、私が求めた力の究極であり……誰の手にも、侵おかすことなど……」

「それをやっちゃったのよ、あの子は……大したもんね。よっぽど、勝ちたい理由があるんでしょうね」

　慎太郎とイリス。二人の力があるからこその強さだった。だが、その片翼は破壊され消えてしまった。

「シンタロウ……」

　祝福を失った女神ができるのは、共に戦ってきた少年の勝利を願うことだけだった。



　勝った……

　十とお夜やは勝利を確信した。

　代償として、瞳ひとみはもうすぐ終わる。だが、それ以上の成果を得ることができた。

　慎しん太た郎ろうにはもう、信じるべき力がない。対してこちらにはまだ、氷を操る刀がある。

　月の女神の祝福を失った慎太郎と、氷ひよう姫きの寵ちよう愛あいを受けたままの十夜。

　十夜が勝利を確信するのは、当然のことだった。

　切っ先を、慎太郎の肩を狙ねらって突き出す。最後に、勝利の証あかしとなる手傷を慎太郎に刻み付けるつもりだった。



「わかってたよ、十夜……」



　十夜の動きを凍りつかせる声。放っているのは、目の前に立っている少年だった。

「お前の破は眼がんは、絶対にそれだけのことをするって……この刀がどんなに強力だったとしても、お前は……絶対に、この刀を破壊するって……」

　慎太郎が、突き出した刃やいばを両手で挟み込む。

「わかってたよ。わかってたからこそ……俺おれはそれに賭かけたんだ。姉さんのために戦うお前が……絶対に起こらないはずの奇跡を起こすのを」

　刃を両手で挟んだまま、慎太郎は体を捻ひねった。その行為によって十夜の手から『氷ひ雨さめ丸まる』が離れ、慎太郎の手に渡る。

『色しき彩さい虚こ空くう』を破壊することに全力を尽くした十夜に、それを取り返す力はなかった。

「十夜……俺はお前の上をいく」

　刃を手に挟んだまま、刀の動きをコントロールする。さっきまで十夜が握っていた持ち手の先が、十夜のほうを向いた。

「勝つのは……俺だ」

　そして全身全霊を込め、慎太郎は持ち手となる部分で――十夜の喉のど元もとを貫いた。

「がはぁッッ」

　一発で行動不能になる激痛が喉のどを襲う。十夜は貫かれた喉を手で押さえると、反射的に両りよう膝ひざをついてしまった。

　かはッ……クソ。そうか……そういうことかよ。刀を砕かれても、あいつが顔色一つ変えなかったのはそういうことか……

　慎太郎が最も信頼している力はおとりだった。それを奪われてなお、その上をいくことが慎太郎の狙いだったのだ。

　クソ、クソ……どうして気づかなかった。気づいていれば……こんな無ぶ様ざま……

　すぐに立ち上がろうとする。だが、体がついてきてくれなかった。

　貫かれたばかりの喉が痛む。永遠と絶対を破壊した瞳は、あともう少しで全すべての力を失ってしまう。激戦による集中を強いてきた体も、思い通り動いてくれるのか怪しかった。

　終わるのか？　ここで、俺おれは慎しん太た郎ろうに負けるのか……………いや。それはできねえ。俺は、俺は……

　気力だけで、十とお夜やは体を立たせた。

　慎太郎は、それを予測していたような顔をしていた。

「負けねえ……俺は、慎太郎にだけは……」

　このまま死んでもいい。十夜は、そう思っていた。

「トーヤァ……」

　それは、今にも泣き出しそうな少女の声だった。

　振り返ると、ミアが腕にあるものを精一杯抱きしめ、涙を我慢している顔で十夜を見つめていた。

「ミア……」

　もうやめてくれ。

　その眼めは、間違いなくそう言っている。

　上辺だけでなく、心の底から心配しているのは顔を見てるだけでわかった。だが、その顔のためだけに、引き返すことはできない。

　もっと……

　もっと大切な人のために……十夜は前に進もうとする。

　そんな十夜を、慎太郎は悲しげな顔で見つめた。

「十夜……もう、いいだろ。お前の姉さんに対する気持ちはわかってる。ここでやめたって、それが嘘うそだなんて誰だれも思わない……だから、ここで……」

「黙ってろよ。まだ、勝負は終わってないんだ……俺は、お前にだけは……」

「ここまで一人できたつもりか？　この先もずっと一人で進むつもりか？　違うだろ。お前は、姉さんのためだけに戦ってきたんじゃないはずだろ」

　そう言うと、慎太郎は奪った『氷ひ雨さめ丸まる』を十夜に返した。音を立てて、十夜の前を刀が転がる。

　氷を操る銀の刃やいばは、依然として変わらずに光を放っていた。

「……………ミア………」

　変わらずに力を貸そうとしてくれている刀を見て、十夜は思わずその名前を呼んでしまっていた。

「まだ先に進むって言うんだったら付き合ってやる。ただし、どうなっても知らないぞ」

　引き返すなら、ここがギリギリ。この一線を越えたら、本当に瞳ひとみは光を失う。

　思い出したら激痛が甦よみがえってきた。もう、目の前にいる相手の顔も満足に見えない。

　最後の決断を迫られた十夜。

　眼前に転がる『氷ひ雨さめ丸まる』を手に取った。

「俺おれは……」

　刀を握り締める。

　戦う意思を見せた十とお夜やに、氷を操る小さな姫が叫んだ。

「トーヤッ。トーヤ、約束した……負けないって、ミアに言った……だから、だから……」

『氷雨丸』から氷が奔はしる。今までとは比べ物にならない速さと強さ。

　辺りの温度を全すべてマイナスに塗り替えたかのように――

「トーヤは、負けないッ」

　――氷ひよう姫きの声と共に、世界は蒼あおい氷の世界に包まれた。



「な、何よッ……これ……」

　夢でも見ているような気分で、相そう馬ま香か澄すみは呟つぶやいた。

　一瞬で、辺りの景色が氷に包まれた。しかも、軽く膜が張ったというようなレベルではない。炎さえも無力にしてしまいそうな強さで、氷は世界を包み込んでいた。

「おい。今度のはどういうことだ？　これがあの小娘の力だというのはわかるが……この力は何だ？　ここまでの力……聞いたこともないぞ」

　イリスが振り返り、ソラに事情を尋ねてくる。

　世界を氷で包み込む。それほどの圧倒的な力、ミアと同じ世界で生きるイリスでさえも、見たことも聞いたこともなかった。

「最期の契約」

　聞かれたソラは、誰だれに聞かせるでもなく呟いた。

「契約してる式しき神がみが使うといわれている最期の力。その力は普通のときとは比べ物にならないほど強くて……この世界のルールを書き換えることができるほどの力があるって言われてるわ」

「……なんだそれは？　私は聞いたことがないぞ。あの小娘と私は同じ立場なのであろう？　だったら、私がそれを知らぬというのはおかしなことでは――」

「知らなくて当然よ。だって、あれはやろうと思ってできることじゃないもの」

「なに……」

　壇上に向かい、ソラは一歩歩みでた。

　舞台は極点を迎えている。戦いが終わるのは、もうすぐだった。

「言葉の通り……あれは式神にとっての最期の力よ。あの子は自分の命を使い切る覚悟で……十夜くんのために、この世界を凍りつかせたの」

　氷による世界の侵食は足元にまで及んでいる。今はまだ大丈夫だが、放ほうっておいたら、きっと体中全てを凍りつかせるだろう。

「自分は死んでもいい。だから、最愛の契約者を勝たせてほしい……心の底からそう思ったときだけ、式しき神がみとの最期の契約が完了する……あのお嬢ちゃんはそれほど十とお夜やくんのことが好きで……自分の命を犠牲にしてでも、勝ってほしいと思ってるのよ」

「自分が、死んででも……」

「そうよ。今まで積み上げてきた式神との信頼……簡単に言えば、愛してるってことよ」

「……」

　イリスは無言で、壇上に視線を戻した。心配そうに、だけど信じている眼めで――慎しん太た郎ろうを見つめていた。

　決着は近い。

　ソラにできることは、その瞬間を間違えないことだけだった。



　正直に言えば、言葉が出ないほど驚いた。

　あの少女が氷を操る力を持っているということはわかっていた。だが、ここまでの力があるなんて夢にも思わなかった。

　全すべてを切り裂くどころの話ではない。

　世界を凍りつかせる。目の当たりにすれば、嫌でもその圧倒的な力がわかった。

　凍りついた世界。

　正面には、慎太郎が認めている少年が立っていた。

　右手には刀が握られている。その刀を使い、この世界を包み込む氷を操られれば、もう慎太郎にはどうしようもない。

　瞳ひとみの力で時を止めたとしても、何も変わりはしない。

　十夜が刀を振るえば、確実にそれでこの戦いの全てが終わる。

「……」

　十夜と視線が合う。

　二人の間では――世界を包む氷も背景でしかなかった。

「慎太郎……悪いが、もう少しだけ付き合ってくれ。ここまで俺おれに力を貸してくれたミアのためにも……もう、はっきりとした答えを出すしかないんだよ」

「そうか……それは俺も同じだ。だけど悪いな。背せ負おってる色んなもののために、俺も負けられないんだ」

「……強がりか？　だったら無駄だ。お前にはもう何もないんだ。停てい眼がんがあったところで、肝心の武器が壊れてたら、意味なんて……」

「かもな。だけど、俺も譲れないんだよ。俺が負けたら、あいつが責任を感じて泣くんだ。そんな顔は見たくない。だから、俺は……」

　地面に落ちている、刀の刃先を見つけた。

　式しき神がみとの。

　出会ってからずっと、自分に力を与え続けてきた月の女神との絆きずなの証あかし。

　慎しん太た郎ろうはそれを手に取った。

　イリスが、一いち途ずに自分の勝利を信じてくれていると思って。

　偉そうに言い返してみたが……正直、きついな。こんな氷の世界を相手に、ほとんど丸腰の状態で、何ができるって……

「シンタロウッ。勝てッ。私との約束を破るつもりか？　信じた私を裏切るつもりか？　世界中の全すべての人間が諦あきらめたとしても、私はお前の勝利を信じているのだぞ。だから、だから……」

　あいつ……

　弱気になった自分を励ましてくれるのは、いつも彼女の言葉だった。

「シンタロウ、勝てッ。勝って、私とお前の力を証明しろッ」

　叫び声。そして、月の女神の二度目の祝福が起こる。

「何だ……」

　慎太郎の手にある刃先の欠片かけらが青白く輝く。

　全ての月の光を集めたようなその光は、優しく温かく刃先を包むと――もとの姿を取り戻し、再び、全てを切り裂く刀へと姿を変えた。

『最後の契約』

　十とお夜やを信じるミアと同じように、慎太郎を信じたイリスが起こした、奇跡だった。

「これは……」

　信じられないという気持ちは確かにあった。

　だが、信じてくれたイリスの想おもいに応こたえるために――

　慎太郎は全ての気持ちを切り替えて、十夜を見つめた。

　手に持った刀。見詰め合う瞳ひとみ。信じてくれる少女。

　――最後の戦いが、最後の瞬間を迎える。

「十夜。決着をつけよう」

「ああ。これが最後だ」

　お互いの意思を確かめ合うと、二人の少年は無言で駆けた。

　十夜の一振りは、ただの刀の一振りではなかった。世界を包み込む氷の全てを操り、巨大な氷の獣の爪つめのように、大きく激しく強く――だが美しく――慎太郎に襲い掛かった。

　勝つ。俺おれは……あいつのために……絶対に勝つ。

　迎え撃つは、全てを切り裂く絶対の剣。

　もう何も考えなかった。何の作戦もなければ、何の勝算もない。

　ただ、信じてくれている少女の想いに応えるために。

　慎しん太た郎ろうは全力で自らの刀を振るった。

　交錯。

　接触。

　決着。

　全すべてを切り裂く絶対の剣は、世界を包み込む全ての氷を切り裂いてしまった。

「……」

　最後の瞬間が終わり、二人の動きが止まる。

　十とお夜やの『氷ひ雨さめ丸まる』は慎太郎の『色しき彩さい虚こ空くう』に切り裂かれ、真っ二つに折れてしまった。

「……………そうか……ここまでか」

　ポツリと呟つぶやいたのは、十夜だった。

　十夜は瞳ひとみを閉じた。そして慎太郎に背中を向けると、寵ちよう愛あいを贈ってくれる小さな氷ひよう姫きのほうに歩き出した。

「トーヤぁ……」

　ミアの声は辛つらそうだった。これだけの力を出し続けているのだ。限界が近いのは、知識の乏しい慎太郎でもわかる。

　そして十夜にも、その辛さがわかっていた。

　折れてしまった『氷雨丸』を、十夜はミアが抱きしめている鞘さやに収めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「トーヤ？」

　そして。

　破は眼がんを持つ少年は、小さな氷ひよう姫きを抱きしめた。

「ミア……もういい。勝負はついたんだ……もう、お前が俺おれのために命をかけるような必要はない」

「でも、でも……トーヤ、負けられないって。トーヤ、あの女のために勝ちたいって……」

「だからこそ、ここで終わりだ。お前を犠牲にして勝ったところで、あの人は喜ばない。そんな俺を……あの人が認めてくれるわけがない。俺が好きになったのは、そんな人なんだ。だから……ミア。俺はここまでだ」

「トーヤ、トーヤ……トーヤぁ……」

　我慢できずに、ミアは泣き出した。心配してくれたのが嬉うれしかったのか、力が及ばなかったのが悲しかったのか。それはミアにしかわからない。

　支配者の涙がきっかけになり、世界を包み込んでいた氷が音を立てて一斉に砕ける。

　砕けた氷は、雨となってこの場に降り注ぐ。

　氷姫が起こした最期の奇跡は、世界に氷ひ雨さめを降らせることだった。

　壇上にソラが上がってくる。瞳ひとみは、全すべてを理解していた。

「十とお夜やくん。あなたにとってとても大切な質問だから、よく考えて答えて。決着はついた。そう思っていいのね？」

　氷の雨の中、十夜ははっきりとした声で答えた。

「ああ……俺の、負けだ」

　その言葉が発せられた瞬間、最後の戦いの決着がついた。

　そして――

　慎しん太た郎ろうはイリスに視線を送った。イリスは感極まった顔をしていた。だが、すぐに首を振りいつもの偉そうな顔を取り戻すと、よくやったと言って笑った。

「坊や……これで決まりよ。勝ったのはあなたよ」

　ソラの宣言。

　その瞬間、新しく一いつ色しきの名前を継ぐ者が決まった。



    

  
    
      


エピローグ



「というわけで、詳しい話はお父さん――今の一いつ色しきがいるときにさせてもらうけど、異論はない？」

　後日、慎しん太た郎ろうは客間にソラを迎え、その話を聞いていた。

　節々でお調子者な面を見せるソラだが、今日は明らかに調子が違う。おしとやかに正座をして、丁寧でありながらも威圧感がある声で静かに話をしている。

「はい。俺おれはそれで構いません」

　そんな雰ふん囲い気きのソラに引きずられるように、慎太郎も正座をして神妙な顔で話を聞いていた。

「じゃあ、それだけ伝えられたら、今日の用件はお終しまいってことになるんだけど……」

　ソラは手に扇せん子すを持っていた。普段だったら、話の最中に扇子を開いたり閉じたりを繰り返すのだが、今はそんなことはしない。

　扇子は動くことなく、正座した膝ひざの上で横になったままだった。

「まさか、あのときの坊やが一色になるなんて夢にも思わなかったわね……」

　思い出に浸る少女のような顔で、ソラは呟つぶやいた。

「強い生き物、新しん堂どう遊ゆう馬ま。白はく陵りようの王、鳳おおとり大たい樹じゆ。氷ひよう姫きの寵ちよう愛あいを受ける者、榊さかき十とお夜や……あたしの予想としては、このうちの三人の誰だれかが勝つと思ってたんだけどな」

「……予想通りにならなくて、残念でしたね。でも、実際に俺がその三人よりも強いのかって言われたら、あんまり自信は……」

「大丈夫よ、心配しなくても。あたしが育てた坊やなんだから誰が相手だって負けたりなんかしないわよ。それに……学校の授業じゃないんだから、過程なんてどうでもいいの。要は結果よ。そして坊やは最後まで勝ち残った。その事実以外は何もいらないわ」

「そう、ですか？」

「そうよ。あたしがそう言ってるからそうなの。そういう風に決めたの。だから、そうじゃないと嫌なの。そうじゃなかったらぶん殴ってでもわからせてやるから」

「はあ……」

　ちょっとした時に見せるソラの顔は、歳としよりも大分幼いものだった。だが、大切な話をするときだけは、見み惚ほれるような大人おとなの顔をする。

「言うまでもないことだと思うけど……坊やにとってはこれからのほうが大変よ。一色って名前の王になっていろんな人と戦争をしないといけないんだから」

「……わかってます」

「十夜くんがぶっ飛ばした金髪の坊やは、何を聞かれても何も言おうとしないわ。それに、坊やが相手をしたあの子がどうして心変わりしたのかも結局わからないままだし……戦う相手は、癖がある連中ばかりよ」

「それもわかってます。わかってて……俺おれは選んだんです。だから、俺は誰だれにも負けません。くだらない争いも、俺が終わらせます」

　ソラは少し驚いた顔をした。

「坊や……ふふ。男の子は三日もあれば成長するっていうけど……初めて会ったときから今日まで、過ぎた時間は長かったってことかしらね。気まぐれで強くしようと思った子が、坊やでよかったわ」

「ソラさん……」

　機嫌よさそうに、ソラが立ち上がる。

「じゃあ、あたしはこれで帰るわ。坊やはもう一人前だから……この先も、頑張ってね」

　そう言ってウィンクをすると、ソラは軽い足取りで玄関のほうに向かった。その姿を見送るために、慎しん太た郎ろうも玄関へと向かう。

　流れるような動きで靴を履はくと、ソラはさっさと玄関を出て行こうとした。

　ソラとの別れ際は、いつもこんな風に素っ気ない。

「あ、そうだ坊や」

　だけど今日の別れは、特別なものだった。

「戦ってる坊や……格好よかったわよ。坊やがもう少し大人おとなだったら、妾めかけの一人にでもしてほしいって思ったかもね」

「妾？」

「子供は知らなくてもいいわよ。それじゃあね、今度はお父さんを交えて会いましょう」

　意味深な微笑ほほえみを向けると、ソラはそのまま立ち去っていった。

　言いたいことの真意はよくわからなかった。だが、認めてもらえたことはわかった。

　それが、慎太郎は無性に嬉うれしかった。

　大切な客を見送り、自室に戻ることにする。庭に面した廊下を歩いていると、縁側に座っているイリスを見つけた。

　いつもと同じ派手な黒いドレスを着た、人間状態のイリス。

　恋に悩む少女のように、儚はかなげな顔をしていた。

「どうしたんだ？」

　声を掛けられ振り返る。慎太郎は、その隣に座った。

「おお、シンタロウか。別に、どうもしないぞ。私は私だ。何も変わってないであろう」

「そっか。だったら、いいんだけど……」

　優しい空気が二人の間を流れた。

　今だったら、どんなことでも、さらりと言えてしまえるような気がした。

「ありがとうな……」

　伝えなければいけない言葉を考えたとき、最初に思いついた言葉がそれだった。

「何だ？　ありがとうと言われても、心当たりが見当たらんぞ」

「いや、何かに対してありがとうって言ってるわけじゃなくて……なんていうか、その……お前には、そう言っておかないといけないって思って……」

　戦いは終わった。

　だから後は、別れるだけ。

　一緒に戦ってきた人間として、別れが訪れるのは単純に寂しいものだった。

「シンタロウ……そういうことは、いきなり言うな。シンタロウごときは、感謝をしてもしたりんくらい私の世話になっているだろうが……礼を言うのなら、もっとそれに相応ふさわしいタイミングで言え……そうでないと、私も扱いに困ってしまうではないか」

「困らせるつもりで言ったんじゃないけど……………とにかく、伝えられるうちに、お前にはそう言っておきたかったんだよ。お前がいなかったら、俺おれは多分一いつ色しきにはなれなかった。きっと、戦う理由すらわからなくなって……どこかで駄目になってたと思う」

　いつからだろう。

　始まった瞬間はわからない。だけど今は、そう思えるようになっていた。

「最後は……お前のために勝ちたいって思ったんだ。そう思って戦えて勝てたのも……お前のおかげだ。だから……」

　慎しん太た郎ろうの言葉を受け、イリスは顔を赤らめた。

　その顔を見て、慎太郎も喋しやべりすぎている自分に気づいた。

　柄にもなく、気持ちを伝えすぎた。

「……シ、シンタロウの分際で、変なことを言うな。ド、ドキドキしてしまうではないか」

「え、あ、ああ……お、俺もそう思うよ。悪かったな。変なこと言い過ぎた。あんまり、ええっと……気にしないでいいから。気にしないでくれ」

　もうこれ以上、この場の空気に耐えられる自信がなかった。

　慎太郎は立ち上がり、自室に戻ろうとする。

　そんな慎太郎のズボンの裾すそを、イリスがそっと掴つかむ。

「シンタロウ。これで、お前はこの世界の王になれたのだな？」

「……まだ力不足だけどな。頑張っていくつもりだよ」

「そうか。私と違い、シンタロウはかなり多くの部分で力が不足しているから、これから大変だと思うが……頑張るのだぞ。私が力を貸してやっていたのだ。誰だれからも尊敬される偉大な王にならぬと許さぬからな」

「ああ。お前も、そんな王になれよ」

「無論だ」

　返してきた笑顔は、普段のイリスのものだった。

　きっと、世界で慎しん太た郎ろうしか見ることのできない笑顔だろう。

「ところでシンタロウ、シズカが帰ってくるのはいつなのだ？」

「確か明日だったと思うけど……それがどうかしたのか？」

　いたずら心一杯の、小悪魔のような顔でイリスが笑う。付き合いがそれなりに長いからわかる。イリスがこんな顔をするときは、ろくでもないことを考えているときだ。

「用が済んで、カスミとルカは家に帰っている……ということは、明日まではシンタロウと私は二人っきりなのだな」

「まあ、そういうことになるけど……」

　最後まで戦いを支えてくれた変な少女は、愛情がこもったきれいな顔で――

　――世界で唯一、慎太郎のためだけに笑った。

「邪魔するものが誰だれもいないというのなら、その間ずっと、シンタロウを可愛かわいがってやるぞ。だからシンタロウ……お前も私を可愛がってくれねば、許さんぞ」

　月の女神の甘い誘惑。

　慎太郎は力なく――だけど少しだけ嬉うれしそうに、笑うことしかできなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      
　あとがき





　こんにちは、星ほし家いえです。好きなぬいぐるみは悪趣味ではない普通の熊くまのぬいぐるみです。

　先日、人通りのない道を普通に散歩しておりましたら、何もしていないのにカラスに襲われてしまいました。上空から急降下してきたと思ったら目の前で大きな翼を広げて威嚇してきて、このままではさらわれてしまうと本気で驚いたものです。

　カラスに限ったことではないですけど、鳥って翼を広げたらかなり大きく見えるものなんですね。勉強になりました。



　今回の登場人物で誰だれか一人を語るとしたら、やっぱり何といってもミアちゃんです。

　周りを気にせず好き勝手に生きてる少女で、妹みたいな感じの可愛かわいらしさを持った女の子として描ければいいなと思っていたのですが……どうひいき目に見ても、あの子が妹だったら手間がかかりまくって大変ですよね。悪趣味なぬいぐるみばっかり集めて空気を読まずにわがまま言って、挙あげ句くの果てには家計が傾くんじゃないかってくらいご飯をよく食べて……かなり大きな器を持った人間でないと、あの子と付き合っていくことはできないでしょうね。

　だけど、天然で人を振り回すわがままなミアちゃんですが、全部が全部、彼女の純粋なわがままというわけではありません。優しくしてくれる相手だからこそわがままを言うのであって、ミアちゃんは十とお夜や以外の人間にはわがままを言ったりはしません。あれはミアちゃんなりの愛情表現であって、それがただのわがままにしか見えないのは、当の本人である十夜がそれに気がついていないから。

　傍はた目めには、ミアちゃんが十夜を振り回しているように見えますが、実際は、自分を見てくれない十夜にミアちゃんが振り回されている、という関係なんですよね。

　愛情が届かずに空回り。作中にも出てきた言葉ですが、「辛つらいな、片思いは」ということです。



　それではページもなくなってきましたので、あとがきのシメといたしまして、作品にかかわってくださった全すべての人へ感謝の言葉を。

　お力を貸していただき、本当にどうもありがとうございました。想おもいの半分も届かないことがわかっていてもあえて言わせていただきます。

　僕にかかわってくれた皆様、愛しております。



星家なこ
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